
Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
初版：2018年 4月 27日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255（フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ド
キュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照くだ

さい。また、契約等の記述については、弊社販売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨事

項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用は、

すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェアライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡くだ
さい。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version of
the UNIX operating system.All rights reserved.Copyright © 1981, Regents of the University of California.

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコおよ

びこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないことに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する保証をは

じめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、間

接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わないものとしま

す。

このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示すものではありません。マニュアル内の例、コマンド出力、ネット
ワークトポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際のアドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意図

的なものではなく、偶然の一致によるものです。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries.To view a list of Cisco trademarks, go to this URL:
https://www.cisco.com/go/trademarks.Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners.The use of the word partner does not imply a partnership relationship
between Cisco and any other company.(1721R)

© 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

https://www.cisco.com/go/trademarks


目次

はじめに xvはじめに：

対象読者 xv

対象読者 xv

表記法 xvi

関連資料 xvii

マニュアルに関するフィードバック xviii

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート xviii

このリリースの新規情報および変更情報 1第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報 1

概要 3第 2 章

End User Portal 3

ランディングページ 4

Header 6

メニュー 6

サマリーダッシュレット 7

ダッシュボード 8

共通のアイコン 8

診断リソースの通知 10

診断リソースの通知の形式 10

診断リソースの通知の重大度 11

ユーザ設定とカスタマイズ 13第 3 章

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
iii



ユーザ設定とカスタマイズ 13

End User Portalへのログイン 13

End User Portalからのログアウト 14

検索 14

レポートの検索 14

項目の検索 14

User Settings 15

使用する言語の設定 15

パスワードの変更 15

アクセス権限の表示 15

デフォルトのアクセスプロファイルの変更 16

ダッシュボード設定 16

ダッシュボードの有効化と無効化 16

カスタムダッシュボードの作成 17

ダッシュボードへのサマリーレポートの追加 17

ダッシュボードからのサマリーレポートの削除 17

テーブルと列のカスタマイズ 18

テーブル列の構成 18

テーブルエントリのフィルタリング 18

レポートデータの更新 19

レポートからのデータのエクスポート 19

サマリーレポートのエクスポート 20

カタログ 21第 4 章

カタログ 21

カタログに必要な権限 22

カタログの詳細の表示 22

標準のカタログ用サービスリクエストの作成 23

詳細なカタログのサービスリクエストの作成 24

サービスコンテナカタログのサービスリクエストの作成 25

ベアメタルカタログのサービスリクエストの作成 26

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
iv

目次



導入可能性アセスメントの実行 26

標準カタログ項目の追加 27

詳細カタログ項目の追加 29

サービスコンテナのカタログ項目の追加 29

ベアメタルカタログ項目の追加 30

カタログ項目の複製 31

サービス 33第 5 章

サービス 33

サービスリクエスト 33

サービスリクエストに必要な権限 34

サービスリクエストの詳細の表示 35

標準のカタログ用サービスリクエストの作成 35

詳細なカタログのサービスリクエストの作成 37

サービスコンテナカタログのサービスリクエストの作成 37

ベアメタルカタログのサービスリクエストの作成 38

サービスリクエストのキャンセル 38

サービスリクエストの再送信 39

サービスリクエストのアーカイブ 40

サービスリクエストへのメモの追加 40

サービスリクエストのロールバック 40

ユーザ OVF管理 41

ユーザ OVF管理に必要な権限 42

OVAファイルのアップロード 42

OVAファイルの破棄 42

支払い情報 43

支払い情報に必要な権限 43

支払い情報の詳細の表示 43

支払いの実施 44

支払い詳細の更新 45

資金の確認 45

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
v

目次



ダウンロード 45

ファイルのダウンロード 46

承認 47第 6 章

承認 47

承認に必要な権限 48

サービスリクエストの詳細の表示 48

サービスリクエストの承認 49

サービスリクエストの拒否 49

サービスリクエストのキャンセル 50

サービスリクエストの再送信 50

サービスリクエストのアーカイブ 51

サービスリクエストへのメモの追加 51

サービスリクエストのロールバック 52

Organizations 53第 7 章

マニュアルの構成 53

予算エントリ 53

予算エントリに必要な権限 53

予算エントリの追加 54

予算エントリの表示 54

ユーザ 55

ユーザ管理に必要な権限 55

ユーザの追加 55

ユーザのパスワード変更 56

ユーザのアクセスプロファイルの表示 56

ユーザのアクセスプロファイルの管理 57

ユーザの有効化 58

ユーザの無効化 58

リソース制限値 59

OS使用状況 59

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
vi

目次



仮想リソース 61第 8 章

仮想リソース 61

VDC 62

VDCの詳細の表示 62

アプリケーションコンテナ 63

アプリケーションコンテナに必要な権限 63

アプリケーションコンテナの詳細の表示 64

アプリケーションコンテナレポートの表示 65

アプリケーションコンテナの電源管理 66

アプリケーションコンテナの廃止 66

アプリケーションコンテナの複製 66

アプリケーションコンテナへの VMの追加 67

導入済み APICアプリケーションコンテナへのベアメタルサーバの追加 67

アプリケーションコンテナの削除 68

VMコンソールへのアクセス 68

リソース制限の編集 69

コストモデルの編集 69

アプリケーションコンテナコントラクトの追加 70

VM 71

VMに必要な権限 72

VMの詳細の表示 73

VMのインベントリ収集のリクエスト 74

VMクライアントの起動 74

VNCコンソールの起動 75

VMRC HTML5コンソールの起動 75

VMのリース時間の設定 76

VMの電源管理 76

スナップショット 78

スナップショットの作成 78

スナップショットの復帰 79

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
vii

目次



スナップショットをゴールデンとしてマーキング 79

VMの複製 80

VMのサイズ変更 81

VMの再同期 82

VMディスクの作成 82

VMへの vNICの追加 83

VMの VDCへの割り当て 84

VMの VDCへの移動 84

VMをイメージとして複製 85

VMをイメージとして変換 86

VMの VMRCコンソールの有効化および無効化 86

ISOイメージを CD/DVDドライブとしてマウント 87

CD/DVDドライブとしての ISOイメージのマウント解除 88

VMアクションリクエスト 89

イメージ 89

イメージに必要な権限 90

イメージから VMへの変換 90

テンプレートからの VMの導入 91

Port Groups 92

DVポートグループ 92

リソースプール 93

データストア 94

データストアクラスタ 94

物理リソース 97第 9 章

物理リソース 97

ボリュームグループ 98

vFiler 98

vFilerに必要な権限 99

vFilerの詳細の表示 99

vFilerのセットアップ 100

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
viii

目次



vFilerでの CIFSのセットアップ 100

vFilerボリューム 101

vFilerボリュームに必要な権限 102

vFilerボリューム LUN 102

vFilerボリュームの詳細の表示 104

vFilerボリュームの作成 104

vFilerボリュームのサイズ変更 105

vFilerボリュームのオフラインまたはオンラインの切り替え 105

vFilerボリュームでの重複排除の有効化および無効化 106

NFSを使用した vFilerボリュームのエクスポート 106

vFilerボリュームスナップショットの作成 107

vFilerボリュームのスナップショット予約のサイズ変更 108

vFilerボリュームでの CIFS共有の作成 108

vFilerボリュームに対する CIFS共有アクセスの設定 109

vFilerボリュームでの QTreeの作成 110

SnapMirror 110

SnapMirrorsに必要な権限 111

SnapMirrorの詳細の表示 111

ストレージ仮想マシン 111

ストレージ仮想マシンに必要な権限 113

SVMの詳細の表示 113

SVMボリューム 114

SVMボリュームに必要な権限 115

SVMボリューム LUN 116

SVMボリュームの詳細の表示 117

SVMボリュームの作成 117

SVMボリュームのオフラインまたはオンラインの切り替え 118

SVMボリュームのサイズ変更 118

SVMボリュームの複製 119

マルチボリュームスナップショットの作成 119

SVMボリュームの移動 120

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
ix

目次



SVMボリュームのマウントとアンマウント 120

SVMボリュームでの重複排除の有効化および無効化 121

SVMボリュームでの重複排除の開始 121

SVMボリュームでの重複排除の停止 122

SVMボリュームでの Qtreeの作成 123

SVMボリュームでのインベントリ収集の実行 123

SVMボリュームのスナップショット予約のセットアップ 124

SVMボリュームのグループへの割り当て 125

グループからの SVMボリュームの割り当て解除 125

SVMボリュームスナップショット 126

SVMボリュームスナップショットに必要な権限 126

SVMボリュームのスナップショットの作成 127

スナップショットからの SVMボリュームの復元 127

スナップショットを使用して SVMボリューム上のファイルを復元する 128

スナップショットを使用した SVMボリューム上のファイルの部分的な復元 129

SVM LUN 130

SVM LUNに必要な権限 130

SVM LUNの詳細の表示 131

SVM LUNの作成 132

SVM LUNのサイズ変更 132

SVM LUNの複製 133

SVM LUNのオフラインまたはオンラインの切り替え 133

イニシエータグループへの SVM LUNのマッピング 134

イニシエータグループからの SVM LUNのマッピング解除 134

SVM LUN上のスペース予約の切り替え 135

SVMイニシエータグループ 136

SVMイニシエータグループに必要な権限 136

イニシエータグループの作成 136

SVMイニシエータグループの名前変更 137

ポートセットを SVMイニシエータグループにバインド 137

SVMイニシエータグループからのポートセットのバインド解除 138

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
x

目次



SVMイニシエータ 139

SVMイニシエータに必要な権限 139

SVMイニシエータの作成 139

SVM CIFS共有 140

SVM CIFS共有に必要な権限 140

SVMでの CIFS共有の作成 140

SVMに対する CIFS共有アクセスの設定 141

SVM SISポリシー 142

SVM SISポリシーに必要な権限 142

SVMの SISポリシーの作成 143

SVMエクスポートポリシー 143

SVMエクスポートポリシーに必要な権限 144

SVMのエクスポートポリシーの作成 144

SVMエクスポートルール 145

SVMエクスポートルールに必要な権限 146

SVMエクスポートルールの作成 146

SVMスナップショットポリシー 148

SVMスナップショットポリシーに必要な権限 148

SVMスナップショットポリシーの詳細の表示 149

SVMでのスナップショットポリシーの作成 149

SVMのスナップショットポリシーの有効化および無効化 150

SVMスナップショットポリシーのスナップショットポリシースケジュールの作成
150

SVMポートセット 151

SVMポートセットに必要な権限 152

SVMポートセットの作成 152

SVMポートセットの破棄 153

SVMポートセットへのポートの追加 153

SVMポートセットからのポートの削除 154

SVMWWPNエイリアス 155

SVMWWPNエイリアスに必要な権限 155

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
xi

目次



SVMでのWWPNエイリアスの作成 155

VLANs 156

サーバ 156

サーバに必要な権限 157

サーバの電源のオン/オフの切り替え 157

サーバとサービスプロファイルの関連付け 158

サーバの関連付け解除 158

サーバの KVMコンソールの起動 159

Service Profiles 159

サービスプロファイルに必要な権限 160

サービスプロファイルの詳細の表示 161

サービスプロファイルとサーバの関連付け解除 162

インベントリコレクションのリクエスト 162

VNX LUN 162

VNXボリューム 163

ブロックストレージプール 163

RAIDグループ 164

ファイルストレージプール 165

[Rack Servers] 165

ラックサーバに必要な権限 166

ラックサーバの電源のオン/オフの切り替え 166

ラックサーバのシャットダウン 167

ラックサーバのハードリセットの実行 167

ラックサーバの電源再投入 167

ラックサーバの KVMコンソールの起動 168

CloudSenseレポート 168

CloudSenseレポートに必要な権限 169

CloudSenseレポートの生成 169

CloudSenseレポートを開く 170

CloudSenseレポートの電子メール送信 170

CloudSenseレポートの削除 170

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
xii

目次



Accounting 171第 1 0 章

Accounting 171

リソースアカウンティングの詳細 171

アカウンティングの詳細の表示 172

チャージバック 172

レポート 175第 1 1 章

レポート 175

CloudSenseレポートに必要な権限 176

レポートの生成 176

レポートの表示 176

レポートの電子メール送信 177

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
xiii

目次



Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
xiv

目次



はじめに

•対象読者（xvページ）
•対象読者（xvページ）
•表記法（xviページ）
•関連資料（xviiページ）
•マニュアルに関するフィードバック（xviiiページ）
•マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート（xviiiページ）

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Directorまたは を使用し、以下の少なくとも 1つの分野におい
て責任と専門知識を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

対象読者
このガイドは、次の1つ以上に責任を持ち、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対
象にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ
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•仮想化および仮想マシン

このガイドは、エンドユーザポータルのユーザアカウントを設定しようとしている管理者は

対象外です。

エンドユーザのエンドユーザポータルでの設定の詳細については、『Cisco UCS Director
Administration Guide』を参照してください。

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、イタ
リック体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイ

ンタイトルは、ボールド体（bold）で示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって

表示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（this font）で示していま
す。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、
縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい

ます。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲ん

で示しています。

[ ]
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説明テキストのタイプ

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、
コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイ

ス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you work
on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard
practices for preventing accidents.Use the statement number provided at the end of each warning to locate
its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

関連資料

Cisco UCS Directorドキュメンテーションロードマップ

Cisco UCS Directorの資料の詳細なリストについては、次の URLにある『Cisco UCS Director
DocumentationRoadmap』を参照してください。http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/
ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html
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『Cisco UCS Documentation Roadmaps』

すべての Bシリーズマニュアルの完全なリストについては、
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers
Documentation Roadmap』を参照してください。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers
Documentation Roadmap』を参照してください。

『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』には Cisco UCSManagerおよび Cisco UCS
Centralのドキュメントのリンクが含まれています。『Cisco UCS C-Series Servers Documentation
Roadmap』には Cisco Integrated Management Controllerのドキュメントへのリンクが含まれてい
ます。

（注）

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご
協力をよろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
ドキュメントの入手、CiscoBugSearchTool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の
収集の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

新しく作成された、または改訂されたシスコのテクニカルコンテンツをお手元で直接受け取る

には、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』RSSフィードをご購読ください。RSSフィー
ドは無料のサービスです。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

•このリリースの新規情報および変更情報（1ページ）

このリリースの新規情報および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するマニュアルでの主な変更点の概要を示したものです。こ

の表は、このマニュアルに加えられた変更やこのリリースの新しい機能をすべて網羅するもの

ではありません。

表 1 : Cisco UCS Directorリリース 6.6の新規機能と変更された機能

参照先説明機能

クラスビューへの参照は、ガ

イド全体から削除されまし

た。

リリース 6.6では、ユーザイ
ンターフェイスのクラシック

表示は利用できなくなりまし

た。そのため、クラシック表

示へのすべての参照が、この

ガイドから削除されていま

す。

クラシック表示が利用可能で

なくなった
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第 2 章

概要

• End User Portal（3ページ）
•ランディングページ（4ページ）
• Header（6ページ）
•メニュー（6ページ）
•サマリーダッシュレット（7ページ）
•ダッシュボード（8ページ）
•共通のアイコン（8ページ）
•診断リソースの通知（10ページ）

End User Portal
End User Portalは、管理者が提供するサービスのカタログを含むセルフサービスポータルで
す。利用できるサービスの 1つを要求すると、End User Portalは、管理者が設定したサービス
リクエストのワークフローを実行します。このワークフローには、セルフサービスプロビジョ

ニングリクエストの承認、必要なコンピューティング、ストレージネットワークリソースの

割り当て、さらには、セキュリティとパフォーマンスの設定が含まれます。サービスがプロビ

ジョニングされると、ランディングページのサマリーダッシュレットとサマリーレポートお

よびEndUser Portal内で使用可能なサービスリクエストレポートを通じて、サービスのステー
タスを追跡することができます。

エンドユーザは、管理設定に応じて次の 1つ以上の操作を実行することができます。

•仮想マシン（VM）、アプリケーション固有のインフラストラクチャ、およびベアメタル
サーバのプロビジョニング

•サービスリクエストの確認と管理

• OVFやその他の画像のアップロードと展開

•プロビジョニングされた仮想リソースと物理リソースのモニタとレポートの作成

•インフラストラクチャをプロビジョニングするためのサービスリクエストの承認

管理者がユーザに必要な権限を割り当てると、追加の機能が使用できる場合があります。

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
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ランディングページ
EndUser Portalにログインすると、ランディングページが表示されます。ランディングページ
に表示される要素は、ユーザや管理者がどのように表示を設定しているかによって異なりま

す。

次に、ランディングページで利用可能な要素を示します。

•ヘッダー：ページの上部に表示されます。

•メニュー：エンドユーザポータルの頻繁にアクセスされる要素を表示します。

•サマリーダッシュレット：オプション。サービスとリソースの現在の状態のサマリーが視
覚的に表示されます。サマリーダッシュレットは、管理者が設定し、ユーザのダッシュ

ボードが有効になっている場合にのみ、使用できます。

•カタログ：オプション。VMのカタログフォルダ、サービスコンテナ、およびユーザが
確認および要求するために使用できるその他のサービスが表示されます。

•ダッシュボード：オプション。ランディングページへの追加を選択するためのサマリー
レポートが表示されます。サマリーレポートは、ダッシュボードが有効になっている場合

にのみ使用できます。

管理者がダッシュレットを設定していないまたはカタログをパブリッシュしていない場合は、

「ダッシュレットが設定されていません（No Dashlet Configured）」または「カタログがパブ
リッシュされていません（No Catalogs Published）」のメッセージが表示されます。

（注）
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図 1 :ダッシュボードとサマリーダッシュレットが表示されているエンドユーザポータルのランディングページ

説明名前番号

メニューなどの頻繁にアクセスする要素が含まれています。

ヘッダーは常に表示されています。

Header1

マウスオーバーすると展開され、詳細な機能にアクセスでき

ます。メニューのオプションをクリックすると、メニューが

縮小します。

メニュー2

管理者が設定したWebページへのリンクが提供されます。こ
のリンクはオプションで、管理者が実装していない場合があ

ります。

Link3

End User Portalで特定のレポートを検索してそのレポートに
直接移動することができます。

[Search]アイコン4

End User Portalのオンラインヘルプシステムへのリンク。[ヘルプ（Help）]
アイコン

5

End User Portalの任意の場所からランディングページに戻り
ます。

[ホーム
（Home）]アイ
コン

6
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説明名前番号

お客様のプロファイルを編集し、ダッシュボードを有効また

は無効にし、ログアウトします。

[ユーザ（User）]
アイコン

7

項目の現在の状態の全体的な概要を提供します。この領域に

は最大 5つのダッシュレットを含めることができます。これ
らのダッシュレットは、管理者が設定し、ユーザのダッシュ

ボードが有効になっている場合にのみ表示されます。

サマリーダッ

シュレット領域

8

確認およびリクエストに利用可能なカタログへの全体的なア

クセスを提供します。カタログフォルダは管理者によって設

定されている場合にのみ使用できます。カタログ領域を非表

示にするオプションは、設定アイコンをクリックすると表示

されます。

カタログ領域9

ランディングページへの追加を選択するためのサマリーレ

ポートが表示されます。デフォルトでは、ダッシュボードは

有効になっています。サマリーレポートが表示可能なページ

の長さを超えると、ランディングページの右側にスクロール

バーが表示されます。

ダッシュボード

領域

10

Header
ヘッダーは End User Portalの一番上にあります。ヘッダーは、アプリケーションのどのページ
を開いていても常に表示されます。

ヘッダーには常に以下の要素が含まれています。

•リソースの通知がある場合に表示される [診断リソースの通知（Diagnostic resource
notification）]アイコン

•レポートを検索するための [検索（Find）]アイコン

•オンラインヘルプにアクセスするための [ヘルプ（Help）]アイコン

•ランディングページに戻るための [ホーム（Home）]アイコン

•お客様のプロファイルを編集してログアウトするユーザアイコン

管理者は、ユーザの業務や会社に関連するWebサイトへのリンクを追加できます。

メニュー
メニューは、ランディングページの左側にあります。このメニューは、使用しているランディ

ングページに関わらず、常に使用できます。メニューをマウスオーバーすると、メニューが展

開されます。メニューのオプションをクリックすると、メニューが縮小します。
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メニューにはスクロールバーがありません。メニューには、利用可能なスペースに収まる数の

オプションのみ表示されます。画面を最小化またはズームインした場合、いくつかのオプショ

ンが表示されない場合があります。

（注）

メニューを使用すると、次を含む End User Portalの機能にアクセスすることができます。

•ダッシュボード（ダッシュボードが有効になっている場合）

•カタログ

•サービス

•承認

•マニュアルの構成

•仮想リソース

•物理リソース

• Accounting

• CloudSense™

サマリーダッシュレット
サマリーダッシュレットは、リソースの現在の状態の全体的な概要を提供します。使用可能な

ダッシュレットは、次のとおりです。

• VM

• UCSサーバ

•注文

•カタログ

•承認

これらのダッシュレットは、管理者が設定し、ユーザのダッシュボードが有効になっている場

合にのみ表示されます。管理者は、使用可能なダッシュレットの一部またはすべてを設定する

ことを選択できます。

（注）

各ダッシュレットには、リソースの数、これらのリソースのステータスのビジュアル表示、お

よび凡例と各ステータスのリソースの数が表示されます。
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ダッシュレットで凡例をクリックすると、レポートのフィルタビューにリダイレクトされま

す。レポートのフィルタビューの作成に使用したフィルタ条件も表示されます。

ダッシュボード
ダッシュボードは、ランディングページのオプション設定です。この設定はユニバーサルでは

ありません。デフォルトでは、ダッシュボードは有効になっていますが、ユーザ設定でダッ

シュボードを有効にしないことを選択できます。

ダッシュボードによって、ランディングページに 1つ以上のサマリーレポートが追加されま
す。これらのサマリーレポートでは、展開されたVM、ネットワーク使用状況、CPU使用率、
統合された使用率に関するトレンドレポートなどのシステムに関する情報が提供されます。

共通のアイコン
次の表に、End User Portalで使用される共通のアイコンについての情報を示します。アイコン
の上にカーソルを合わせると、アイコンの名前を確認できます。一部のアイコンは、使用する

コンテキストに応じて名前が異なる場合があります。たとえば、[削除（Delete）]アイコンは、
[レポートの削除（Delete Report）]や [スナップショットの削除（Delete Snapshot）]になる場合
があります。

説明名前アイコ

ン

検索はヘッダーと個々の画面で使用できます。End User Portalのレ
ポートを検索するには、ヘッダーで [検索（Search）]をクリックし
ます。レポートの 1つ以上の項目を検索するには、個々の画面で
[検索（Search）]をクリックします。

検索

アラートはヘッダーで使用できます。診断システムメッセージを

表示するには、[アラート（Alert）]をクリックします。
Alert

ユーザはヘッダーで使用できます。[ユーザ(User)]を区kリックし
て、お客様のプロファイルにアクセスするか、 End User Portalをロ
グアウトしてください。

ユーザ

エクスポートは個別の画面で使用できます。画面に表示されるレ

ポートの内容をエクスポートするには、[エクスポート（Export）]
をクリックします。

Export

更新は個別の画面で使用できます。画面に表示されるデータを更新

するには、[更新（Refresh）]をクリックします。
Refresh
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説明名前アイコ

ン

詳細の表示は個別の画面で使用できます。テーブル内の選択した行

に関する詳細を表示するには、[詳細の表示（View Details）]をク
リックします。

詳細の表示

テーブルビューは、カタログとアプリケーションコンテナに使用

できます。カタログおよびアプリケーションコンテナをそれぞれ

のカタログ項目とアプリケーションコンテナの詳細とともに階層

型テーブルに表示するには、[テーブルビュー（Table View）]をク
リックします。このビューでは、利用可能なカタログ項目またはア

プリケーションコンテナを表示するには、カタログ項目タイプフォ

ルダをクリックする必要があります。

テーブルビュー

タイルビューは、カタログとアプリケーションコンテナに使用で

きます。カタログとアプリケーションコンテナをアイコンのタイ

ルビューで表示するには、[タイルビュー（Tile View）]をクリッ
クします。このビューでは、カタログ項目またはアプリケーション

コンテナの詳細を表示するには、アイコンをクリックする必要があ

ります。

タイルビュー

（Tile View）

作成は個別の画面で使用できます。VMディスクのような新しいオ
ブジェクトを作成するには、[作成（Create）]をクリックします。

このアイコンは、管理者がグループの VDCで適切な [エンドユー
ザセルフサービス（End User Self-Service）]オプションを有効に
し、権限を与えている場合にのみ表示されます。

Create

追加は個別の画面で使用できます。既存のカタログフォルダにカ

タログ項目を追加するといった、既存のオブジェクトに項目を追加

するには、[追加（Add）]をクリックします。このアイコンの名前
には、[カタログの追加（AddCatalog）]のように追加する項目が含
まれる場合があります。

このアイコンは、管理者がグループの VDCで適切な [エンドユー
ザセルフサービス（End User Self-Service）]オプションを有効に
し、権限を与えている場合にのみ表示されます。

[Add]

編集は個別の画面で使用できます。カタログ項目またはVMディス
クなどの既存のオブジェクトを変更するには、[編集（Edit）]をク
リックします。

このアイコンは、管理者がグループの VDCで適切な [エンドユー
ザセルフサービス（End User Self-Service）]オプションを有効に
し、権限を与えている場合にのみ表示されます。

Edit
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説明名前アイコ

ン

削除は個別の画面で使用できます。カタログ項目またはVMディス
クなどのオブジェクトを削除するには、[削除（Delete）]をクリッ
クします。

このアイコンは、管理者がグループの VDCで適切な [エンドユー
ザセルフサービス（End User Self-Service）]オプションを有効に
し、権限を与えている場合にのみ表示されます。

削除

このアイコンは、関連付けられたアイコンがない追加タスクを表し

ます。

カスタムアク

ション

診断リソースの通知
診断リソースの通知アイコンはヘッダー内にあります。このアイコンは、リソースの通知があ

るときにだけ表示されます。アイコンをクリックすると、アクションに関連するすべての診断

リソースの通知と End User Portalでの権限を表示できます。

最新のリソースの通知がリストの先頭に表示されます。このリストから通知を削除することは

できません。

診断リソースの通知の形式

次の表に、すべての診断リソースの通知に使用されている形式を示します。

説明名前

診断リソースの通知の重大度を表すアイコン。重大度の詳細については、

診断リソースの通知の重大度（11ページ）を参照してください。
Severity

リソースの通知の原因となった項目または管理対象オブジェクトのカテ

ゴリ。たとえば、次のいずれかが考えられます。

•システムパフォーマンス

•システム設定

•クラウド

カテゴリ

リソースの通知の原因となった特定の項目または管理対象オブジェクト。

特定のアカウントの追加情報が、項目名に含まれている場合があります。

項目

リソースの通知の原因となった問題の説明。たとえば、これでユーザア

カウント、クラウドアカウント、VMまたはサーバの問題を説明できま
す。

説明
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説明名前

リソースの通知の原因となった問題を解決するために推奨される方法。推奨事項

リソースの通知が作成された日時。監査時刻

診断リソースの通知の重大度

次の表に、受け取る可能性がある診断リソースの通知の重大度を説明します。

説明重大度アイコン

サービスに影響する状態であり、すぐに修正処理が必要です。たと

えばこの重大度は、VMまたはサーバがダウンしていて、再起動す
る必要があることを示している場合があります。

[Critical]

サービスに影響する状態であり、できる限り早い修正処理が必要で

す。たとえばこの重大度は、VMまたはサーバに深刻な機能低下が
あり、完全な機能を復元する必要があることを示している場合があ

ります。

Major

サービスに影響を及ぼさない状態ですが、より深刻な問題を予防す

るための修正処理が必要です。たとえばこの重大度は、検出された

状態が、管理対象オブジェクトの能力を低下させていないことを示

している場合があります。

Minor

潜在的に、あるいは近い将来にサービスに影響する状態ですが、現

在はシステムに大きな影響を与えていません。必要に応じて、さら

に詳しく診断して問題を修正し、サービスに影響を与えるより深刻

な問題が発生するのを防ぐ必要があります。

警告

通知または情報メッセージ。システムの状態や問題を示すものでは

ありません。

標準

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
11

概要

診断リソースの通知の重大度



Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
12

概要

診断リソースの通知の重大度



第 3 章

ユーザ設定とカスタマイズ

•ユーザ設定とカスタマイズ（13ページ）
• End User Portalへのログイン（13ページ）
• End User Portalからのログアウト（14ページ）
•検索（14ページ）
• User Settings（15ページ）
•ダッシュボード設定（16ページ）
•テーブルと列のカスタマイズ（18ページ）
•レポートデータの更新（19ページ）
•レポートからのデータのエクスポート（19ページ）
•サマリーレポートのエクスポート（20ページ）

ユーザ設定とカスタマイズ
End User Portal表示（ランディングページ、ダッシュボード、テーブル、レポート、操作を含
む）は、カスタマイズできます。

End User Portalへのログイン

ステップ 1 Webブラウザで、End User PortalのWebリンクを入力します。

デフォルトのWebリンクは https://EndUserPortal_IP/app/ui/login.jspです。ここで、
EndUserPortal_IPは End User Portalに割り当てられている IPアドレスを表します。End User Portalの IPア
ドレスがよくわからない場合は、管理者にお問い合わせください。

ステップ 2 起動ページで、ユーザ名とパスワードを入力します。

ステップ 3 [Login]をクリックします。

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
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End User Portalからのログアウト

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[ログアウト（Log Out）]を選択します。

ステップ 2 確認メッセージで、次のいずれかを選択します。

•ログアウトする場合は [はい、ログアウトします（Yes, Logout）]
•キャンセルしてログインしたままにする場合は [いいえ（No）]

検索
検索はヘッダーと個々の画面で使用できます。検索を行うものによって、使用する必要がある

検索フィールドが決まります。

レポートの検索

ヘッダーで検索を使用すると、End User Portal内の特定の場所またはレポートに直接移動する
ことができます。たとえば、VMを表示する場合、[検索（Search）]フィールドに VMを入力
すると、その場所に移動できます。ただし、ヘッダーで検索を使用して特定のVMを見つける
ことはできません。

ヘッダーの [検索（Search）]フィールドに用語を入力すると、End User Portalでは、推奨され
る場所またはレポートが提供されます。

項目の検索

EndUserPortalの関連する場所から項目を検索できます。たとえば、VMレポートで固有のVM
を検索できます。

[検索（Search）]フィールドに検索条件を入力すると、一致するエントリがフィルタリングさ
れ、リストされます。一致するエントリの総数は、[合計（Total）]フィールドに表示されま
す。フィルタ結果にも検索条件が強調表示されます。

•検索オプションはページ分けされていないレポートでのみ使用できます。

•カタログを検索する場合、検索結果がフィルタリングされ、タイルまたはリストビュー形
式でリストされます。

（注）
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User Settings

使用する言語の設定

End User Portalのテキストは、選択した言語に基づいて表示されます。

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。

ステップ 2 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]画面の [ユーザプロファイル（User Profile）]領域で、いずれかの
サポートされている言語を選択します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックし、[閉じる（Close）]をクリックします。
End User Portalが更新された言語選択で更新されます。

パスワードの変更

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。

ステップ 2 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]の [パスワード（Password）]領域で、古いパスワードを入力し、
新しいパスワードを入力し、新しいパスワードを確認します。

ステップ 3 [Save（保存）]をクリックします。

アクセス権限の表示

アクセス権限によって、EndUserPortalで実行できるタスクが決まります。一部のタスクでは、
管理者に該当するエンドユーザセルフサービス権限を付与してもらう必要があります。

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。

ステップ 2 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]画面の [アクセスプロファイル（Access Profiles）]の領域に、自
分のアクセスレベルとプロファイルがリストされます。

ステップ 3 [自分のプロフィールの表示（Edit My Profile）]画面を閉じるには、[閉じる（Close）]をクリックするか、
または右上隅にある [X]をクリックします。
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デフォルトのアクセスプロファイルの変更

管理者が、アクセスレベルと権限が異なる複数のアクセスプロファイルをユーザプロファイ

ルに割り当てることがあります。End User Portalにログインするときに使用したデフォルトプ
ロファイルを変更できます。

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。

ステップ 2 [プロファイルの編集（Edit My Profile）]画面の [アクセスプロファイル（Access Profiles）]の領域に、使
用可能なアクセスプロファイルがリストされます。

ステップ 3 デフォルトプロファイルとして設定するアクセスプロファイルのラジオボタンを選択します。

ステップ 4 [Save（保存）]をクリックします。

[保存（Save）]をクリックすると、次回 End User Portalに再度ログインしたときに新しいデフォルトプロ
ファイルが適用されます。

ダッシュボード設定

ダッシュボードの有効化と無効化

有効になっているダッシュボードを使用して、ランディングページのサマリーレポートを追

加および表示できます。管理者によって有効化されたサマリーダッシュレットを表示すること

もできます。ダッシュボードはデフォルトで有効になっています。

ステップ 1 ヘッダーで、[ユーザ（User）]をクリックし、[プロファイルの編集（Edit My Profile）]を選択します。

ステップ 2 [自分のプロフィールの表示（Edit My Profile）]画面の [ダッシュボード（Dashboard）]領域で、次のいず
れかを実行します。

•ダッシュボードを有効にするには、最上位メニューの [ダッシュボードの有効化（Enable Dashboard）]
チェックボックスをクリックし、オンになっていることを確認します。

•ダッシュボードを無効にするには、最上位メニューの [ダッシュボードの有効化（Enable Dashboard）]
チェックボックスをクリックし、オフになっていることを確認します。

ステップ 3 [Save（保存）]をクリックします。

ステップ 4 [自分のプロフィールの表示（Edit My Profile）]画面を閉じるには、[閉じる（Close）]をクリックするか、
または右上隅にある [X]をクリックします。
設定を保存して [自分のプロフィールの表示（EditMy Profile）]画面を閉じると、ダッシュボードが有効ま
たは無効になった状態にアプリケーションが更新されます。
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カスタムダッシュボードの作成

カスタムダッシュボードを作成して、ダッシュボードに 1つ以上のサマリーレポートを追加
できます。カスタムダッシュボードを作成してサマリーレポートを追加すると、ランディン

グページに表示されます。

ステップ 1 ランディングページで、ダッシュボードの上にある下矢印をクリックします。

ステップ 2 ドロップダウンリストから、[ダッシュボードの作成（Create Dashboard）]を選択します。

ステップ 3 カスタムダッシュボード名を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。
ドロップダウンリストにカスタムダッシュボードが表示されます。

次のタスク

サマリーレポートに移動することにより、カスタムダッシュボードに 1つ以上のサマリーレ
ポートを追加できます。

ダッシュボードへのサマリーレポートの追加

ダッシュボードに 1つ以上のサマリーレポートを追加すると、ランディングページでそれら
を表示できます。

ステップ 1 目的のオプションを選び、ダッシュボードに追加するサマリーレポートに移動します。

たとえば、VMに関するサマリーレポートを追加する場合は、[仮想リソース（Virtual Resources）]を選択
し、[サマリー（Summary）]をクリックします。

ステップ 2 [サマリー（Summary）]タブで、ダッシュボードに追加するレポートまで下方にスクロールします。

ステップ 3 レポートの右上隅で、[設定（Settings）]、[ダッシュボードに追加（Add to Dashboard）]の順にクリックし
ます。

ダッシュボードからのサマリーレポートの削除

ステップ 1 ランディングページで、ダッシュボードから削除するサマリーレポートまで下方にスクロールします。

ステップ 2 レポートの右上隅で、[設定（Settings）]、[ビューを閉じる（Close View）]の順にクリックします。

ダッシュボードからレポートを削除したら、ダッシュボードへのサマリーレポートの追加（17ページ）
の手順に従って、ダッシュボードに戻す必要があります。
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テーブルと列のカスタマイズ

テーブル列の構成

End User Portalのすべてのテーブルに対し、表示する列の選択、テーブルの列の順序の変更、
または列によるテーブルエントリの並べ替えができます。

この手順では、すでに構成するテーブルに移動していることを想定しています。（注）

ステップ 1 テーブル内の 1つ以上の列を表示または非表示にするには、次の手順を実行します。

a) 列ヘッダーの上にカーソルを合わせ、右側に表示されている下矢印をクリックします。
b) ドロップダウンリストから [列（Columns）]を選択します。
c) 表示する列のチェックボックスをオンにし、非表示にする列のチェックボックスをオフにします。

ステップ 2 1つの列のエントリでテーブルのデータをソートするには、その列見出しをクリックします。

列エントリは、アルファベット順に昇順または降順でソートできます。

テーブルエントリのフィルタリング

[フィルタ（Filter）]アイコンを使用して詳細な条件を追加し、テーブルエントリのリストを
フィルタリングします。

この手順では、すでにフィルタリングするテーブルに移動していることを想定しています。（注）

ステップ 1 テーブル列の上部の [フィルタ（Filter）]アイコンをクリックします。

[列内を検索（Search in Column）]フィールドと [テキスト（Text）]フィールドが表示されます。

ステップ 2 [列内を検索（Search in Column）]フィールドで、フィルタリングする値が含まれている列を選択します。

ステップ 3 [テキスト（Text）]フィールドに、表示する値を入力します。

[テキスト（Text）] フィールドに入力する値は、大文字と小文字を区別する必要はありません。（注）

ステップ 4 条件を追加するには、[列フィルタを追加（Add Column Filter）]フィールドをクリックし、ステップ 2と 3
を繰り返します。
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ステップ 5 条件を追加する際に、指定したすべての条件に一致する項目を表示するには [すべての条件に一致（Match
All Conditions）]を選択し、指定した条件のいずれかに一致する結果を表示するには [いずれかの条件に一
致（Match Any Condition）]を選択します。

ステップ 6 [フィルタ（Filters）]ボタンをクリックします。

ステップ 7 フィルタをクリアしてテーブルのすべてのデータを表示するには、[フィルタ（Filter）]アイコンをもう一
度クリックします。

レポートデータの更新
End User Portalのデータは自動的に更新されません。ただし、画面上のすべてのデータはいつ
でも更新できます。

ステップ 1 希望するオプションを選択し、更新するデータを含むレポートに移動します。

たとえば、VMに関する情報を更新する場合は、[仮想リソース（Virtual Resources）]を選択し、[VM]をク
リックします。

ステップ 2 [レポートデータの更新（Refresh Report Data）]をクリックします。

レポートからのデータのエクスポート
任意のレポートからデータをエクスポートできます。

ステップ 1 希望するオプションを選択し、エクスポートするデータを含むレポートに移動します。

たとえば、VMに関する情報をエクスポートする場合は、[仮想リソース（Virtual Resources）]を選択し、
[VM]をクリックします。

ステップ 2 [レポートのエクスポート（Export Report）]をクリックします。

ステップ 3 [レポートのエクスポート（Export Report）]画面で、次のいずれかのレポート形式を選択し、[レポートの
生成（Generate Report）]をクリックします。

• PDF
• CSV
• XLS

ステップ 4 レポートが生成されたら、[ダウンロード（Download）]をクリックします。

レポートは、要求された形式で、ブラウザで設定されているダウンロード場所にダウンロードされます。
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サマリーレポートのエクスポート
[サマリー（Summary）]画面で、任意の個別レポートからデータをエクスポートできます。た
だし、一度に複数のレポートをエクスポートすることはできません。

ステップ 1 希望するオプションを選択し、エクスポートするサマリーレポートに移動します。

たとえば、VMに関するサマリーレポートをエクスポートする場合は、[仮想リソース（VirtualResources）]
を選択し、[サマリー（Summary）]をクリックします。

ステップ 2 [サマリー（Summary）]画面で、エクスポートするレポートまで下方にスクロールします。

ステップ 3 [設定（Settings）]をクリックしてから、[エクスポート（Export）]をクリックします。

ステップ 4 [レポートのエクスポート（Export Report）]画面で、次のいずれかのレポート形式を選択し、[レポートの
生成（Generate Report）]をクリックします。

• PDF：グラフ形式でサマリーレポートをエクスポートします。 サマリーレポートの PDFには表形式
の個別データポイントは含まれていません。

• CSV：サマリーレポートのデータポイントをカンマ区切り値としてエクスポートします。
• XLS：サマリーレポートのデータポイントをスプレッドシートでエクスポートします。

ステップ 5 レポートが生成されたら、[ダウンロード（Download）]をクリックします。

レポートは、要求された形式で、ブラウザで設定されているダウンロード場所にダウンロードされます。
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第 4 章

カタログ

•カタログ（21ページ）
•カタログに必要な権限（22ページ）
•カタログの詳細の表示（22ページ）
•標準のカタログ用サービスリクエストの作成（23ページ）
•詳細なカタログのサービスリクエストの作成（24ページ）
•サービスコンテナカタログのサービスリクエストの作成（25ページ）
•ベアメタルカタログのサービスリクエストの作成（26ページ）
•導入可能性アセスメントの実行（26ページ）
•標準カタログ項目の追加（27ページ）
•詳細カタログ項目の追加（29ページ）
•サービスコンテナのカタログ項目の追加（29ページ）
•ベアメタルカタログ項目の追加（30ページ）
•カタログ項目の複製（31ページ）

カタログ
事前定義されたカタログ項目を使用してインフラストラクチャをプロビジョニングできます。

カタログでは、インフラストラクチャをバインドするクラウドの名前およびグループの名前な

どのパラメータを定義します。管理者は、カスタムフォルダとカタログ項目を作成したり、

フォルダまたはカタログを表示できるユーザグループまたは特定のユーザを指定できます。管

理者はまた、カタログ項目を作成する権限を与えることもできます。

次のフォルダはデフォルトで使用可能になっています。それらは編集したり削除したりするこ

とはできません。

•規格

• Advanced

•サービスコンテナ

•ベアメタル
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デフォルトでは、カタログがタイルビュー形式で表示されます。右上隅でカタログをリスト表

示形式に切り替えることができます。

カタログ項目に関する追加の詳細を表示するには、そのカタログ項目がある行をクリックし、

[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

カタログに必要な権限
次の表に、利用可能なカタログアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトカタログの詳細の表示（22ページ）

デフォルト標準のカタログ用サービスリクエストの作成

（23ページ）

デフォルト詳細なカタログのサービスリクエストの作成

（24ページ）

デフォルトサービスコンテナカタログのサービスリクエ

ストの作成（25ページ）

デフォルトベアメタルカタログのサービスリクエストの

作成（26ページ）

デフォルト導入可能性アセスメントの実行（26ページ）

追加の権限が必要標準カタログ項目の追加（27ページ）

追加の権限が必要詳細カタログ項目の追加（29ページ）

追加の権限が必要サービスコンテナのカタログ項目の追加（29
ページ）

追加の権限が必要ベアメタルカタログ項目の追加（30ページ）

追加の権限が必要カタログ項目の複製（31ページ）

追加の権限が必要カタログの編集

追加の権限が必要カタログの削除

カタログの詳細の表示
使用可能なカタログ項目の詳細は、管理者が定義したパラメータごとに異なります。
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ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。

ステップ 2 表示するカタログ項目を選択します。

ステップ 3 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、カタログ項目に関する次の情報を表示します。

•カタログ（Catalog）：カタログ項目の名前。

•カタログの説明（Catalog Description）：カタログの説明。

•クラウド（Cloud）：VMプロビジョニング用のイメージを含むクラウド。

•イメージ（Image）：このカタログ項目を使用してVMをプロビジョニングするときに使用するイメー
ジのタイプ。

•グループ（Groups）：新しいVMをプロビジョニングするときにこのカタログを使用するグループ。

•カテゴリ名（Category Name）：VDCカテゴリ。

•サポート用電子メール（Support Email）：このカタログ項目を使用してサービスリクエストが作成さ
れたときに通知が送信される問い合わせ先の電子メールアドレス。

• OS：VMのプロビジョニング時に、VMにインストールされる OSのタイプ。

•他の OS（Other OS）：OSフィールドに指定されていないその他の OS。

•アプリケーション（Applications）：VMのプロビジョニング時に、VMにインストールされるアプリ
ケーション。

•他のアプリケーション（OtherApplications）：アプリケーションフィールドで指定されていないその他
のアプリケーション。

•テンプレートユーザ（Template User）：カタログ項目のクレデンシャルオプションで指定されたユー
ザ。

標準のカタログ用サービスリクエストの作成
標準カタログ項目は、クラウドのリストからのイメージを使用したVMプロビジョニングのた
めのサービスリクエストの作成などの、汎用サービスリクエストに使用されます。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。

ステップ 2 ナビゲーションペインで、[標準（Standard）]を選択します。

ステップ 3 サービスリクエストを作成するカタログ項目を選択し、[リクエストの作成（Create Request）]をクリッ
クします。

ステップ 4 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します
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a) [グループ（Group）]または [ユーザ（User）]のラジオボタンを選択して、グループまたはユーザの
セットに対して VMをプロビジョニングするかどうかを指定します。

[ユーザ（User）]ラジオボタンを選択すると、VM所有権、VMアクセス権限、およびVM管理権限
を持つユーザを選択できます。

b) [導入アセスメントの実行（Perform deployment assessment）]をオンにして、サービスリクエストを
作成する前に VM導入のアセスメントを実行します。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [プロビジョン（Provision）]ドロップダウンリストから、VMをプロビジョニングするタイミングを
選択します。

[今すぐ（Now）]を選択すると、VMはすぐにプロビジョニングされます。[後で（Later）]を選択す
ると、カレンダーと時刻のドロップダウンリストが表示されます。

b) [リースタイム（LeaseTime）]をオンにして、指定したVMのリース時間を日と時間で設定します。
c) [請求期間（Charge Duration）]ドロップダウンリストから、デフォルトコストが計算される期間を
選択します。

デフォルトでは、この期間は [毎月（Monthly）]に設定されています。選択した期間に応じて、期間
を日数、月数、時間単位で指定できます。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 [カスタム仕様（CustomSpecification）]画面で、CPUコアとメモリを指定し、[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 9 該当する場合は、[カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、
[次へ（Next）]をクリックします。

管理者がVMプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタムアクションを有
効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワークフローには、

カタログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力が含まれます。

ステップ 10 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。

ステップ 11 [Submit]をクリックします。`

詳細なカタログのサービスリクエストの作成
詳細カタログ項目は、オーケストレーションワークフローの実行に使用されます。管理者に

よってプロビジョニングされたワークフローカタログ項目を実行できます。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。

ステップ 2 ナビゲーションペインで、[詳細（Advanced）]を選択します。
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ステップ 3 サービスリクエストを作成するカタログ項目を選択し、[リクエストの作成（Create Request）]をクリック
します。

ステップ 4 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、オプションの電子メールアドレスを [サービスリクエスト
のサポート用電子メール（Service Request Support Email）]フィールドに入力し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 5 該当する場合は、[カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、[次
へ（Next）]をクリックします。

管理者がVMプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタムアクションを有効
にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワークフローでは、カタ

ログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力を指定できます。

ステップ 6 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。

ステップ 7 [Submit]をクリックします。`

サービスコンテナカタログのサービスリクエストの作

成
サービスコンテナカタログ項目は、アプリケーションコンテナの VMプロビジョニングに使
用されます。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。

ステップ 2 ナビゲーションペインで、[サービスコンテナ（Service Container）]を選択します。

ステップ 3 サービスリクエストを作成するカタログ項目を選択し、[リクエストの作成（Create Request）]をクリック
します。

ステップ 4 [カタログ選択（Catalog Selection）]画面で [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) [プロビジョン（Provision）]ドロップダウンリストから、VMをプロビジョニングするタイミングを選
択します。

[今すぐ（Now）]を選択すると、VMはすぐにプロビジョニングされます。[後で（Later）]を選択する
と、カレンダーと時刻のドロップダウンリストが表示されます。

b) [サービスコンテナ名（Service Container Name）]フィールドに、サービスコンテナの名前を入力しま
す。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`
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ベアメタルカタログのサービスリクエストの作成
ベアメタルカタログ項目は、ベアメタルサーバのワークフロー実行に使用されます。管理者

によって定義されたベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーを使用してカタログ項目

を実行できます。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。

ステップ 2 ナビゲーションペインで、[ベアメタル（Bare Metal）]を選択します。

ステップ 3 サービスリクエストを作成するカタログ項目を選択し、[リクエストの作成（Create Request）]をクリック
します。

ステップ 4 [カタログ選択（Catalog Selection）]画面で [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面で、該当する場合は必須フィールドに入力し、[次へ
（Next）]をクリックします。

管理者がベアメタルサーバのプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタム

アクションを有効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワーク

フローでは、カタログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力を指定できます。

ステップ 6 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。

ステップ 7 [Submit]をクリックします。`

導入可能性アセスメントの実行
標準的なカタログ項目に対して導入可能性アセスメントを実行することで、導入可能なホスト

を評価できます。レポートには、ホストが導入可能かどうかが表示され、除外の理由が一覧表

示されます。設定されたすべてのVDCまたは選択したVDCについて導入可能性アセスメント
レポートを作成できます。

始める前に

管理者は、自身のロールに [導入可能性アセスメントを許可（AllowDeployabilityAssessment）]
権限を有効にして、このアクションを実行できるようにしておく必要があります。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。

ステップ 2 導入可能性アセスメントを実行する標準的なカタログ項目を選択し、[導入可能性アセスメント（Deployability
Assessment）]をクリックします。

ステップ 3 [vDCの選択（Select vDC）]画面で、次のいずれかを実行します。

• [すべてのVDCでアセスメントを実行する（Run Assessment Across all VDCs）]チェックボックスをオ
ンにします。
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• [すべての VDCでアセスメントを実行する（Run Assessment Across all VDCs）]チェックボックスをオ
フにし、導入可能性アセスメントレポートに含める VDCSにマークを付けます。

ステップ 4 [Submit]をクリックします。`

標準カタログ項目の追加
カタログ項目を作成する際、カタログ項目を配置するフォルダを選択することもできます。た

とえば、標準のカタログ項目を作成すると、カタログ項目を配置する標準フォルダが自動的に

作成されます。また、新しいカタログ項目を作成し、固有の名前を割り当てることもできま

す。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。

ステップ 2 [Add]をクリックします。

ステップ 3 [カタログの追加（Add Catalog）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリストか
ら [標準（Standard）]を選択します。

ステップ 4 [Submit]をクリックします。`

ステップ 5 [基本情報（Basic Information）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) [クラウド名（CloudName）]ドロップダウンリストから、VMプロビジョニングに使用されるイメー
ジを含むクラウドを選択します。

b) [イメージ（Image）]ドロップダウンリストから、このカタログ項目を使用してVMをプロビジョニ
ングするときに使用されるイメージを選択します。

カタログ項目の作成後は、カタログ項目名を変更できません。（注）

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [アプリケーションの詳細（Application Details）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) [OSの指定（Specify OS）]ドロップダウンリストから、プロビジョニングされたときに VMにイン
ストールされる OSのタイプを選択します。

このオプションは、RHEV KVMではサポートされていません。

b) [他の OSの指定（Specify Other OS）]フィールドで、[OSの指定（Specify OS）]ドロップダウンリ
ストで使用できない OSを入力します。

このオプションは、RHEV KVMではサポートされていません。
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c) [アプリケーションの指定（SpecifyApplications）]チェックボックスリストで、プロビジョニング中
に VMにインストールされるアプリケーションをオンにします。

このオプションは、RHEV KVMではサポートされていません。

d) [他のアプリケーションの指定（Specify Other Applications）]フィールドで、[アプリケーションの指
定（Specify Applications）]ドロップダウンリストで使用できないアプリケーションを入力します。

このオプションは、RHEV KVMではサポートされていません。

e) [アプリケーションコード（Application Code）]フィールドに、VM名で使用されるアプリケーショ
ンコードを入力します。

アプリケーションコードは 1～ 4文字です。VM名のシステムポリシーでアプリケーションコード
を使用するには、変数 ${APPCODE}を使用します。このオプションは、RHEV KVMではサポート
されていません。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [ユーザクレデンシャル（UserCredentials）]画面で、必須フィールドに値を入力し、[次へ（Next）]をク
リックします。

このオプションは、RHEV KVMではサポートされていません。

ステップ 10 [カスタマイズ（Customizations）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) 自動ゲストカスタマイズを有効にするには、[自動ゲストカスタマイズの有効化（Automatic Guest
Customization Enable）]をオンにします。

これがオンでない場合は、DNS、ネットワーク、およびゲストOSのプロパティは設定されません。

b) [アクティブな VMアプリケーションコスト（Active VM Application Cost）]フィールドに、テンプ
レートに含まれているアプリケーションコストを入力します。

このオプションは、RHEV KVMではサポートされていません。

c) [非アクティブな VMアプリケーションコスト（Inactive VM Application Cost）]フィールドに、この
カタログ項目に対する非アクティブな状態の VMのコストを入力します。

このオプションは、RHEV KVMではサポートされていません。

ステップ 11 [Next]をクリックします。

ステップ 12 [VMアクセス（VM Access）]画面で、必須フィールドに値を入力し、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

ステップ 13 [サマリー（Summary）]画面で、標準カタログ項目の情報を確認します。

ステップ 14 [Submit]をクリックします。`

次のタスク

標準カタログ項目を作成したら、標準カタログ項目をクリックし、[編集（Edit）]または [削除
（Delete）]をクリックすることで、その標準カタログ項目を編集または削除できます。
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詳細カタログ項目の追加
詳細カタログ項目を作成すると、サービスリクエストを作成するときに実行できるワークフ

ローカタログをプロビジョニングできます。詳細カタログ項目は、グループ名、ワークフロー

などのパラメータを定義して作成できます。使用可能なパラメータは、管理者が設定したオプ

ションによって異なる場合があります。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。

ステップ 2 [Add]をクリックします。

ステップ 3 [カタログの追加（AddCatalog）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリストから
[詳細（Advanced）]を選択します。

ステップ 4 [Submit]をクリックします。`

ステップ 5 [基本情報（Basic Information）]画面で、必須フィールドに値を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

カタログ項目の作成後は、カタログ項目名を変更できません。（注）

ステップ 6 [vAppワークフロー（vApp Workflow）]画面で、詳細カタログ項目に実行するワークフローにマークを付
け、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [サマリー（Summary）]画面で、詳細カタログ項目の情報を確認します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

サービスコンテナのカタログ項目の追加
アプリケーションコンテナの VMプロビジョニング用のサービスコンテナのカタログ項目を
作成できます。サービスリクエストが作成されると、サービスコンテナのカタログ項目で指

定されたアプリケーションコンテナテンプレートが適用されます。使用可能なパラメータは、

管理者が設定したオプションによって異なる場合があります。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。

ステップ 2 [Add]をクリックします。
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ステップ 3 [カタログの追加（AddCatalog）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリストから
[サービスコンテナ（Service Container）]を選択します。

ステップ 4 [Submit]をクリックします。`

ステップ 5 [基本情報（Basic Information）]画面で、必須フィールドに値を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

カタログ項目の作成後は、カタログ名を変更できません。（注）

ステップ 6 [サマリー（Summary）]画面で、サービスコンテナのカタログ項目の情報を確認します。

ステップ 7 [Submit]をクリックします。`

ベアメタルカタログ項目の追加
ベアメタルカタログ項目を作成する際、サービスリクエストの作成時に実行できるベアメタ

ルサーバのプロビジョニングポリシーを指定できます。ベアメタルサーバをプロビジョニン

グする際に使用する VMware vAppワークフローを指定することもできます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。

ステップ 2 [Add]をクリックします。

ステップ 3 [カタログの追加（Add Catalog）]画面で、[ベアメタルのカタログ（Bare Metal Catalog）]ドロップダウン
リストから [サービスコンテナ（Service Container）]を選択します。

ステップ 4 [Submit]をクリックします。`

ステップ 5 [基本情報（Basic Information）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) [ベアメタルサーバのプロビジョニングポリシー（Bare Metal Server Provisioning Policy）]ドロップダ
ウンリストから、ベアメタルのカタログ項目に適用するポリシーを選択します。

管理者は、使用可能なベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーを定義します。

カタログ項目の作成後は、カタログ項目名を変更できません。（注）

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [vAppワークフロー（vApp Workflow）]画面で、ベアメタルのカタログ項目に実行するワークフローに
マークを付け、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [サマリー（Summary）]画面で、ベースメタルのカタログ項目の情報を確認します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`
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カタログ項目の複製
カタログ項目を複製すると、既存のすべてのプロパティが新しいカタログ項目にコピーされま

す。標準、詳細、またはサービスコンテナカタログ項目を複製できます。利用可能な画面と

フィールドは、管理者が設定したカタログのタイプとアクセス許可によって異なります。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [カタログ（Catalogs）]を選択します。

ステップ 2 複製するカタログ項目を選択し、[複製（Clone）]をクリックします。

ステップ 3 [基本情報（Basic Information）]画面で、新しいカタログ項目名を指定し、必要に応じてフィールドを更新
して [次へ（Next）]をクリックします。

カタログ項目の作成後は、カタログ項目名を変更できません。（注）

ステップ 4 後続の画面で、必要に応じてフィールドを更新し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [サマリー（Summary）]画面で、カタログ項目の情報を確認します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
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第 5 章

サービス

•サービス（33ページ）
•サービスリクエスト（33ページ）
•ユーザ OVF管理（41ページ）
•支払い情報（43ページ）
•ダウンロード（45ページ）

サービス
サービスリクエスト、OVFファイル、ダウンロードの表示と管理ができます。OVFファイル
とダウンロードは、管理者によって提供されます。デフォルトでは、[サービス（Services）]
メニューオプションは、すべてのサービスリクエストとそのステータスを表示します。

サービスリクエスト
仮想マシン（VM）、サービス、またはアプリケーションをプロビジョニングするためのサー
ビスリクエストを作成できます。サービスリクエストプロセスでは VM作成用のプロビジョ
ニングワークフローを作成しますが、これには次のアクションが含まれます。

•予算の検証

•動的なリソース割り当て

•承認

•プロビジョニング

•ライフサイクルの設定および通知

管理者は、カタログ項目としてオーケストレーションワークフローを提供できます。VMをプ
ロビジョニングするまたはオーケストレーションワークフローを実行するには、最初にサービ

スリクエストを作成する必要があります。管理者または指名された承認者がサービスリクエ

ストを承認すると、VMがプロビジョニングされます。VMはただちに承認することも、オリ
ジナルのリクエストから 90日以内に承認するようにスケジュールすることもできます。サー
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ビスリクエストレポートを表示するには、[サービス（Services）]の下で [サービスリクエス
ト（Service Requests）]を選択します。

サービスリクエストレポートの画面には、すべてのサービスリクエストに加え、次の情報が

表示されます。

•サービスリクエスト ID

•要求タイプ

•送信ユーザ

• Group

•カタログ名またはワークフロー名

•イニシエータのコメント

•リクエスト日時

•リクエストのステータス（Request Status）

•ロールバックのタイプ

サービスリクエストに関する追加情報を表示するには、そのサービスリクエストがある行を

クリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

サービスリクエストに必要な権限
次の表に、利用可能なサービスリクエストアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトサービスリクエストの詳細の表示（35ペー
ジ）

デフォルト標準のカタログ用サービスリクエストの作成

（35ページ）

デフォルト詳細なカタログのサービスリクエストの作成

（37ページ）

デフォルトサービスコンテナカタログのサービスリクエ

ストの作成（37ページ）

デフォルトベアメタルカタログのサービスリクエストの

作成（38ページ）

デフォルトサービスリクエストのキャンセル（38ペー
ジ）

デフォルトサービスリクエストの再送信（39ページ）
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エンドユーザの権限タスク

デフォルトサービスリクエストのアーカイブ（40ペー
ジ）

デフォルトサービスリクエストへのメモの追加（40ペー
ジ）

デフォルトサービスリクエストのロールバック（40ペー
ジ）

サービスリクエストの詳細の表示

サービスリクエストの詳細を表示できます。使用可能なサービスリクエストの詳細は、管理

者が定義したサービスリクエストのタイプとパラメータごとに異なります。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。

ステップ 3 表示するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、サービスリクエストに関する次の情報を表示します。

•サービスリクエストの現在のステータス（Current Status for the Service Request）：サービスリクエス
トの進行状況とワークフローの手順を表示します。

•概要（Overview）：リクエスト ID、リクエストタイプ、ワークフロー名、ワークフローバージョン
ラベル、リクエスト時間、リクエストステータス、およびコメントなどの情報が含まれます。

•所有権（Ownership）：お客様の組織や開始ユーザなどの情報が含まれます。

•カタログ情報（Catalog Information）：VDC所有者の電子メール、承認ユーザ、カタログ名と説明、お
よびサービスリクエストコストなどの情報が含まれます。

標準のカタログ用サービスリクエストの作成

標準カタログ項目は、クラウドのリストからのイメージを使用したVMプロビジョニングのた
めのサービスリクエストの作成などの、汎用サービスリクエストに使用されます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。

ステップ 3 [リクエストの作成]をクリックします。
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ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリス
トから [標準（Standard）]を選択します。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [グループ（Group）]または [ユーザ（User）]のラジオボタンを選択して、グループまたはユーザの
セットに対して VMをプロビジョニングするかどうかを指定します。

[ユーザ（User）]ラジオボタンを選択すると、VM所有権、VMアクセス権限、およびVM管理権限
を持つユーザを選択できます。

b) [カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリストからカタログを選択します。
c) [導入アセスメントの実行（Perform deployment assessment）]をオンにして、サービスリクエストを
作成する前に VM導入のアセスメントを実行します。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [プロビジョン（Provision）]ドロップダウンリストから、VMをプロビジョニングするタイミングを
選択します。

[今すぐ（Now）]を選択すると、VMはすぐにプロビジョニングされます。[後で（Later）]を選択す
ると、カレンダーと時刻のドロップダウンリストが表示されます。

b) [リースタイム（LeaseTime）]をオンにして、指定したVMのリース時間を日と時間で設定します。
c) [請求期間（Charge Duration）]ドロップダウンリストから、デフォルトコストが計算される期間を
選択します。

デフォルトでは、この期間は [毎月（Monthly）]に設定されています。選択した期間に応じて、期間
を日数、月数、時間単位で指定できます。

ステップ 9 [Next]をクリックします。

ステップ 10 [カスタム仕様（CustomSpecification）]画面で、CPUコアとメモリを指定し、[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 11 該当する場合は、[カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、
[次へ（Next）]をクリックします。

管理者がVMプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタムアクションを有
効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワークフローには、

カタログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力が含まれます。

ステップ 12 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。

ステップ 13 [Submit]をクリックします。`
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詳細なカタログのサービスリクエストの作成

始める前に

詳細カタログ項目は、オーケストレーションワークフローの実行に使用されます。管理者に

よってプロビジョニングされたワークフローカタログ項目を実行できます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。

ステップ 3 [リクエストの作成]をクリックします。

ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリスト
から [詳細（Advanced）]を選択します。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリスト
からカタログを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 該当する場合は、[カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、[次
へ（Next）]をクリックします。

管理者がVMプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタムアクションを有効
にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワークフローでは、カタ

ログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力を指定できます。

ステップ 8 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

サービスコンテナカタログのサービスリクエストの作成

サービスコンテナカタログ項目は、アプリケーションコンテナの VMプロビジョニングに使
用されます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。

ステップ 3 [リクエストの作成]をクリックします。

ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリス
トから [サービスコンテナ（Service Container）]を選択します。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリス
トからカタログを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します
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a) [プロビジョン（Provision）]ドロップダウンリストから、VMをプロビジョニングするタイミングを
選択します。

[今すぐ（Now）]を選択すると、VMはすぐにプロビジョニングされます。[後で（Later）]を選択す
ると、カレンダーと時刻のドロップダウンリストが表示されます。

b) [サービスコンテナ名（Service Container Name）]フィールドに、サービスコンテナの名前を入力し
ます。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

ベアメタルカタログのサービスリクエストの作成

ベアメタルカタログ項目は、ベアメタルサーバのワークフロー実行に使用されます。管理者

が定義したベアメタルサーバのプロビジョニングポリシーを使用してカタログ項目を実行で

きます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。

ステップ 3 [リクエストの作成]をクリックします。

ステップ 4 [リクエストの作成（Create Request）]画面で、[カタログのタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリスト
から [ベアメタル（Bare Metal）]を選択します。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

ステップ 6 [カタログの選択（Catalog Selection）]画面で、[カタログの選択（Select Catalog）]ドロップダウンリスト
からカタログを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 該当する場合は、[カスタムワークフロー（Custom Workflow）]画面で必須フィールドに値を入力し、[次
へ（Next）]をクリックします。

管理者がベアメタルサーバのプロビジョニング用に選択したカタログのプロビジョニング後のカスタム

アクションを有効にした場合、カスタムワークフロー入力が適用されます。プロビジョニング後のワーク

フローでは、カタログに添付されたワークフローに依存するカスタム入力を指定できます。

ステップ 8 [概要（Summary）]画面で、サービスリクエストの情報を確認します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

サービスリクエストのキャンセル

保留中または承認済みのサービスリクエストをキャンセルできます。リクエストをキャンセル

すると、そのリクエストは拒否され承認リストから削除されます。この場合、保留中の承認

ワークフローは承認タスクで失敗状態になって停止します。承認済みのサービスリクエストを
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キャンセルし、後で再送信できます。以前に承認された、キャンセル済みのリクエストに対し

サービスリクエストを再送信すると、ワークフローは承認タスクから開始されます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。

ステップ 3 キャンセルするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Cancel]をクリックします。

ステップ 5 [サービスリクエストのキャンセル（Cancel Service Request）]画面で、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

サービスリクエストが [承認（Approvals）]ページから削除されます。[サービスリクエスト（Service
Requests）]ページで、サービスリクエストの [リクエストステータス（Request Status）]が [キャンセル済
み（Canceled）]に変わります。

サービスリクエストの再送信

拒否されたか失敗したサービスリクエストを再送信できます。サービスリクエストは、次に

示す理由で失敗することがあります。

• VMがプロビジョニングされるグループの予算制限（管理者が定義している場合）を超過
した。

• VMがプロビジョニングされるグループに対するリソース制限（管理者が定義している場
合）を超過した。

•サービスリクエストの作成時に関連情報が入力されないと、プロビジョニングが失敗する
可能性があります。

サービスリクエストが再送信されると、サービスリクエストを開始するワークフローのタス

クを選択できます。たとえば、リソース割り当てワークフローでサービスリクエストが失敗し

た場合、この手順から開始するようにサービスリクエストを再送信できます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。

ステップ 3 再送信するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [リクエストの再送信（Resubmit Request）]をクリックします。

ステップ 5 [サービスリクエストの再送信（Resubmit Service Request）]画面で、サービスリクエストを開始するタス
クを [再送信手順（Resubmit Step）]ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
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[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [マイ承認ステータス（My Approval Status）]が [保
留中（Pending）]に変わります。

次のタスク

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストを選択して承認します。

サービスリクエストのアーカイブ

サービスリクエストをアーカイブして、後から使用できます。サービスリクエストをアーカ

イブした場合、それを元に戻すには管理者に連絡してください。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。

ステップ 3 アーカイブするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Archive]をクリックします。

ステップ 5 [リクエストのアーカイブ（Archive Request）]画面で、[アーカイブ（Archive）]をクリックします。

サービスリクエストへのメモの追加

サービスリクエストにメモを追加して、自分自身、要求者、または他の承認者に情報を提供す

ることができます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。

ステップ 3 メモを追加するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [メモの追加（Add Notes）]をクリックします。

ステップ 5 [メモの追加（Add Notes）]画面で、[メモ（Notes）]フィールドに必要な情報を追加します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

サービスリクエストのロールバック

サービスリクエストをロールバックし、実行されたワークフローのすべてまたは一部を元に戻

すことができます。正常に実行されたタスクをロールバックできます。次のような例外があり

ます。

•一部のタスクは、ロールバックできないように設計されています。
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•特定のワークフロー内のタスクに対してロールバックを無効にすることができます。

ロールバック対象として選択されていないタスクによって実行された変更は取り消せません。

たとえば、仮想リソースを作成するタスクが選択されていない場合、サービスリクエストが

ロールバックされても仮想リソースは削除されません。成功したサービスリクエスト全体を

ロールバックする場合、無効なものを除き、そのサービスリクエストのワークフローに含まれ

るすべてのタスクがロールバックされます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[サービスリクエスト（Service Requests）]をクリックします。

ステップ 3 ロールバックするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [リクエストのロールバック（Rollback
Request）]を選択します。

ステップ 5 [サービスリクエストのロールバック（RollbackServiceRequest）]画面で、ロールバックするタスクにチェッ
クが付いていることを確認します。

デフォルトでは、すべてのタスクにチェックが付きます。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [承認ステータス（Approval Status）]が [保留中
（Pending）]に変わります。

次のタスク

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストを選択して承認します。

ユーザ OVF管理
オープン仮想化フォーマット（OVF）ファイルを管理し、グループまたは顧客組織に展開でき
ます。OVFファイルは、OVA形式、zip形式、jar形式にすることができます。ユーザ OVF管
理レポートを表示するには、[サービス（Services）]の下で [ユーザ OVF管理（User OVF
Management）]を選択します。

ユーザOVF管理レポートには、使用可能なすべてのOVFファイルに加えて、次の情報が表示
されます。

• File Name

•説明

•追加日時

•フォルダタイプ

•ユーザ ID
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ユーザ OVF管理に必要な権限
次の表に、利用可能な OVF管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトOVAファイルのアップロード（42ページ）

デフォルトOVAファイルの破棄（42ページ）

OVAファイルのアップロード
定義済みの保存場所にOVFファイルとイメージファイル（OVA、zip、および jar形式）をアッ
プロードできます。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[ユーザ OVF管理（User OVF Management）]をクリックします。

ステップ 3 [Upload File]をクリックします。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]画面で、必須フィールドに値を入力します。

ファイルを選択するか、[OVFファイル（OVF file）]フィールドにファイルをドラッグアンドドロップし
ます。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

OVAファイルの破棄
OVFおよびイメージファイル（OVA、zip、および jar形式）を、グループまたはお客様の組
織に導入できます。

OVFおよびイメージファイルのアップロードには、ファイルサイズの少なくとも 2倍のディ
スク領域が必要です。

（注）

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[ユーザ OVF管理（User OVF Management）]をクリックします。

ステップ 3 展開する OVFファイルが含まれる行をクリックします。

ステップ 4 [Deploy]をクリックします。

ステップ 5 [OVFの展開（Deploy OVF）]画面で、必須フィールドに値を入力します。
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ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

支払い情報
支払いと支払いの更新を行い、ユーザグループで利用可能な予算を確認できます。支払い情報

レポートを表示するには、[サービス（Services）]の下で [支払い情報（Payment Information）]
を選択します。

支払い情報レポートには、支払い指示に関する次の情報が表示されます。

•注文 ID（Order ID）

• Amount

•支払い状況

• [Status Information]

• Timestamp

•注

支払い指示に関する追加情報を表示するには、その支払い指示がある行をクリックし、[詳細
の表示（View Details）]をクリックします。

支払い情報に必要な権限
次の表に、利用可能な支払いアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要支払い情報の詳細の表示（43ページ）

追加の権限が必要支払いの実施（44ページ）

追加の権限が必要支払い詳細の更新（45ページ）

追加の権限が必要資金の確認（45ページ）

支払い情報の詳細の表示

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。
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ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[支払い情報（Payment Information）]をクリックします。

ステップ 3 表示する支払い注文 IDを含む行を選択します。

ステップ 4 [支払い情報の表示（View Payment Info）]をクリックし、サービスリクエストに関する次の情報を表示し
ます。

•注文 ID（Order ID）：支払いの注文 ID。

•注文金額（Order Amount）：支払われた金額を表示します。

•ステータス（Status）：トランザクションのステータスを表示します。

•ステータス情報（Status Information）：支払いステータスに関する追加情報を表示します。

支払いの実施

クレジットカード情報と請求の詳細を入力して支払いを行うことができます。支払いの詳細を

更新し、請求の詳細のフィールドに自動的に入力できます。支払い詳細の更新（45ページ）
を参照してください。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[支払い情報（Payment Information）]をクリックします。

ステップ 3 [支払いの実施（Make Payment）]をクリックします。

ステップ 4 [支払いの実施（Make Payment）]画面で、必要なクレジットカード情報と請求の詳細を入力します。

CVV番号は通常、クレジットカードの裏面に記載されています。CVV番号が記載されていない場合は、
クレジットカード会社に確認してください。クレジットカードの詳細は保存されません。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

支払い情報レポートで支払いステータスが更新され、支払いが成功するとグループの予算に支払いが追加

されます。
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支払い詳細の更新

請求の名前、住所、電子メール、電話番号などの請求の詳細を更新できます。請求の詳細は支

払いフォームに自動入力されます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[支払い情報（Payment Information）]をクリックします。

ステップ 3 [支払い詳細の更新（Update Payment Details）]をクリックします。

ステップ 4 [支払い詳細の更新（Update Payment Details）]画面で、必須フィールドを更新します。

ステップ 5 [配信メモ（Delivery Notes）]フィールドに、追加のコメントを入力します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

資金の確認

ユーザグループに資金の利用可能性を確認できます。[予算の表示（ViewBudget）]画面には、
成功したすべての支払い取引も表示されます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[支払い情報（Payment Information）]をクリックします。

ステップ 3 [資金の確認（Check Funds）]をクリックします。

ステップ 4 [予算の表示（View Budget）]画面で、ユーザグループが利用できる予算を確認します。

ダウンロード
管理者は、ダウンロードするファイルを提供することができます。ダウンロードにはバイナリ

ファイルおよび実行可能ファイルを含めることができます。ダウンロードレポートを表示する

には、[サービス（Services）]の下で [ダウンロード（Downloads）]を選択します。
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ダウンロードレポートには、利用可能なすべてのダウンロードに加えて、次の情報が表示され

ます。

•名前

•説明

• File Name

ファイルのダウンロード

管理者によって提供されたファイルをダウンロードできます。

始める前に

ブラウザのポップアップブロッカーを無効にします。

ステップ 1 [サービス（Services）]を選択します。

ステップ 2 [サービス（Services）]ページで、[ダウンロード（Downloads）]をクリックします。

ステップ 3 ダウンロードするファイルの行をクリックします。

ステップ 4 [Download]をクリックします。
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第 6 章

承認

•承認（47ページ）
•承認に必要な権限（48ページ）
•サービスリクエストの詳細の表示（48ページ）
•サービスリクエストの承認（49ページ）
•サービスリクエストの拒否（49ページ）
•サービスリクエストのキャンセル（50ページ）
•サービスリクエストの再送信（50ページ）
•サービスリクエストのアーカイブ（51ページ）
•サービスリクエストへのメモの追加（51ページ）
•サービスリクエストのロールバック（52ページ）

承認
スーパーバイザまたはマネージャによる電子メールでの承認を、エンドユーザによるインフラ

ストラクチャプロビジョニング要求のポリシーとして設定できます。管理者は承認によって、

インフラストラクチャを自動プロビジョニングしながら、スーパーバイザに可視性を提供し、

ビジネスポリシーに適合するためにたびたび必要となる例外を管理することができます。管理

者は、2つの認証グループ（第 1と第 2）を定義できます。第 1承認者または第 2承認者は、
第 1レベルまたは第 2レベルでサービスリクエストを承認する必要があります。管理者は、す
べてのユーザからの承認が必要かどうかも指定できます。サービスリクエストが作成される

と、承認者にサービスリクエスト通知の電子メールが送信されます。承認を必要とするすべて

のリクエスト、または第 1承認者または第 2承認者からの承認が保留されているサービスリク
エストは、[承認（Approvals）]画面で確認できます。サービスリクエストが承認されると、
次のステップ、インフラストラクチャのプロビジョニングが開始されます。

[承認（Approvals）]画面には、承認済み、保留中、および拒否されたすべてのサービスリク
エストと、サービスリクエストごとに次の情報が表示されます。

•サービスリクエスト ID

•要求タイプ

•送信ユーザ
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• Group

•カタログ名

•イニシエータのコメント

•リクエスト日時

• Myコメント

•承認記録ステータス

サービスリクエストに関する追加の詳細を表示するには、そのサービスリクエストがある行

をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

承認に必要な権限
次の表に、利用可能な承認アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトサービスリクエストの詳細の表示（48ペー
ジ）

デフォルトサービスリクエストの承認（49ページ）

デフォルトサービスリクエストの拒否（49ページ）

デフォルトサービスリクエストのキャンセル（50ペー
ジ）

デフォルトサービスリクエストの再送信（50ページ）

デフォルトサービスリクエストのアーカイブ（51ペー
ジ）

デフォルトサービスリクエストへのメモの追加（51ペー
ジ）

デフォルトサービスリクエストのロールバック（52ペー
ジ）

サービスリクエストの詳細の表示
承認が必要なサービスリクエストの詳細を表示できます。使用可能なサービスリクエストの

詳細は、管理者が定義したサービスリクエストのタイプとパラメータごとに異なります。
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ステップ 1 [承認（Approvals）]を選択します。

ステップ 2 表示するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、サービスリクエストに関する次の情報を表示します。

•サービスリクエストの現在のステータス（Current Status for the Service Request）：サービスリクエス
トの進行状況とワークフローの手順を表示します。

•概要（Overview）：リクエスト ID、リクエストタイプ、ワークフロー名、ワークフローバージョン
ラベル、リクエスト時間、リクエストステータス、およびコメントなどの情報が含まれます。

•所有権（Ownership）：お客様の組織や開始ユーザなどの情報が含まれます。

サービスリクエストの承認
VDCの承認者として割り当てられている場合、承認が必要な保留中のサービスリクエストが
[承認（Approvals）]画面に表示されます。

ステップ 1 [承認（Approvals）]を選択します。

ステップ 2 承認する保留中のサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [Approve]をクリックします。

ステップ 4 [サービスリクエスト（Service Request）]画面で、[コメント（Comment）]フィールドに必要なコメントを
追加します。

ステップ 5 [Approve]をクリックします。

サービスリクエストが完了すると、[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [承認ステータ
ス（Approval Status）]が [承認済み（Approved）]に変わります。

サービスリクエストの拒否
認証リストの保留中のサービスリクエストを拒否することでその要求が拒否され、要求が拒否

されたことが認証リストに表示されます。

ステップ 1 [承認（Approvals）]を選択します。

ステップ 2 拒否する保留中のサービスリクエストの行をクリックします。

ステップ 3 [Reject]をクリックします。
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ステップ 4 [サービスリクエスト（Service Request）]画面で、[コメント（Comment）]フィールドに必要なコメント
を追加します。

ステップ 5 [Reject]をクリックします。

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [承認ステータス（Approval Status）]が [拒否
（Rejected）]に変わります。[サービスリクエスト(Service Requests）]ページで、サービスリクエストの
[リクエストステータス（Request Status）]が [失敗（Failed）]に変わります。

サービスリクエストのキャンセル
保留中または承認済みのサービスリクエストをキャンセルできます。リクエストをキャンセル

すると、そのリクエストは拒否され承認リストから削除されます。この場合、保留中の承認

ワークフローは承認タスクで失敗状態になって停止します。承認済みのサービスリクエストを

キャンセルし、後で再送信できます。以前に承認された、キャンセル済みのリクエストに対し

サービスリクエストを再送信すると、ワークフローは承認タスクから開始されます。

ステップ 1 [承認（Approvals）]を選択します。

ステップ 2 キャンセルするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [Cancel]をクリックします。

ステップ 4 [Submit]をクリックします。`

サービスリクエストが [承認（Approvals）]ページから削除されます。[サービスリクエスト（Service
Requests）]ページで、サービスリクエストの [リクエストステータス（Request Status）]が [キャンセル済
み（Canceled）]に変わります。

サービスリクエストの再送信
拒否されたか失敗したサービスリクエストを再送信できます。サービスリクエストは、次に

示す理由で失敗することがあります。

• VMがプロビジョニングされるグループの予算制限（管理者が定義している場合）を超過
した。

• VMがプロビジョニングされるグループに対するリソース制限（管理者が定義している場
合）を超過した。

•サービスリクエストの作成時に関連情報が入力されないと、プロビジョニングが失敗する
可能性があります。
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サービスリクエストが再送信されると、サービスリクエストを開始するワークフローのタス

クを選択できます。たとえば、リソース割り当てワークフローでサービスリクエストが失敗し

た場合、この手順から開始するようにサービスリクエストを再送信できます。

ステップ 1 [承認（Approvals）]を選択します。

ステップ 2 再送信するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [リクエストの再送信（Resubmit Request）]をクリックします。

ステップ 4 [サービスリクエストの再送信（Resubmit Service Request）]画面で、サービスリクエストを開始するタス
クを [再送信手順（Resubmit Step）]ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [マイ承認ステータス（My Approval Status）]が [保
留中（Pending）]に変わります。

次のタスク

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストを選択して承認します。

サービスリクエストのアーカイブ
サービスリクエストをアーカイブして、後から使用できます。サービスリクエストをアーカ

イブすると、承認リストから削除されます。サービスリクエストをアーカイブした場合、それ

を元に戻すには管理者に連絡してください。

ステップ 1 [承認（Approvals）]を選択します。

ステップ 2 アーカイブするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [Archive]をクリックします。

ステップ 4 [リクエストのアーカイブ（Archive Request）]画面で、[アーカイブ（Archive）]をクリックします。

サービスリクエストが [承認（Approvals）]ページから削除されます。

サービスリクエストへのメモの追加
サービスリクエストにメモを追加して、自分自身、要求者、または他の承認者に情報を提供す

ることができます。

ステップ 1 [承認（Approvals）]を選択します。
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ステップ 2 メモを追加するサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [メモの追加（Add Notes）]をクリックします。

ステップ 4 [メモの追加（Add Notes）]画面で、[メモ（Notes）]フィールドに必要な情報を追加します。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

サービスリクエストのロールバック
サービスリクエストをロールバックし、実行されたワークフローのすべてまたは一部を元に戻

すことができます。正常に実行されたタスクをロールバックできます。次のような例外があり

ます。

•一部のタスクは、ロールバックできないように設計されています。

•特定のワークフロー内のタスクに対してロールバックを無効にすることができます。

ロールバック対象として選択されていないタスクによって実行された変更は取り消せません。

たとえば、仮想リソースを作成するタスクが選択されていない場合、サービスリクエストが

ロールバックされても仮想リソースは削除されません。成功したサービスリクエスト全体を

ロールバックする場合、無効なものを除き、そのサービスリクエストのワークフローに含まれ

るすべてのタスクがロールバックされます。

ステップ 1 [承認（Approvals）]を選択します。

ステップ 2 ロールバックするサービスリクエストを含む行をクリックします。

ステップ 3 [リクエストのロールバック（Rollback Request）]をクリックします。

ステップ 4 [サービスリクエストのロールバック（RollbackServiceRequest）]画面で、ロールバックするタスクにチェッ
クが付いていることを確認します。

デフォルトでは、すべてのタスクにチェックが付きます。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストの [承認ステータス（Approval Status）]が [保留中
（Pending）]に変わります。

次のタスク

[承認（Approvals）]ページで、サービスリクエストを選択して承認します。
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第 7 章

Organizations

•マニュアルの構成（53ページ）
•予算エントリ（53ページ）
•ユーザ（55ページ）
•リソース制限値（59ページ）
• OS使用状況（59ページ）

マニュアルの構成
[組織（Organization）]メニューオプションは、ユーザのグループまたは単一ユーザのリソー
ス、リソース制限、および OSの使用状況に関するサマリー情報を提供します。

管理者がグループの VDCで適切なエンドユーザセルフサービスオプションを有効にして許
可している場合は、次のアクションも管理できます。

•予算エントリ

•ユーザ

•ユーザアクセスプロファイル

予算エントリ
[予算エントリ（Budget Entry）] 画面では、予算エントリの追加や、指定したグループに属す
るVMリソースの既存の予算の詳細を見ることができます。また、予算エントリの修正や削除
もできます。

予算エントリに必要な権限

予算エントリに対してアクションを実行できます。アクションによっては、追加の権限が必要

です。次の表に、利用可能な予算エントリ管理のアクションと必要な権限のリストを示しま

す。
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エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要予算エントリの追加（54ページ）

追加の権限が必要予算エントリの表示（54ページ）

予算エントリの追加

End User Portalを使用して、予算エントリを月単位で追加できます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [組織（Organization）]を選択します。

ステップ 2 [組織（Organization）]ページで、[予算エントリ（Budget Entries）]をクリックします。

ステップ 3 [Add]をクリックします。

ステップ 4 [予算エントリの追加（Add Budget Entry）]画面で、必須フィールドに値を入力します。

a) [エントリ名（Entry Name）]フィールドに、ポートセット名を入力します。
b) [予算額（Budget Amount）]フィールドに月額を入力します。
c) [年（Year）]ドロップダウンリストから、予算に関連する年を選択します。
d) [月（Month）]ドロップダウンリストから、予算に関連する月を選択します。
e) [エントリの繰り返し（Repeat Entries）]ドロップダウンリストから、エントリを繰り返す月を選択し
ます。

ステップ 5 [Add]をクリックします。
予算エントリが正常に追加されると、その予算エントリが [予算エントリ（Budget Entries）]ページに表示
されます。

予算エントリの表示

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [組織（Organization）]を選択します。

ステップ 2 [組織（Organization）]ページで、[予算エントリ（Budget Entries）]をクリックします。

ステップ 3 表示する予算エントリを含む行をクリックします。
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ステップ 4 [View]をクリックします。
[予算エントリの詳細（Budget Entry Details）]画面に予算の詳細が表示されます。

ユーザ
エンドユーザポータルでは、ユーザの追加、新しいプロファイルの作成、既存のユーザプロ

ファイルの表示、ユーザプロファイルの変更、ユーザアカウントの削除ができます。
www.google.com

ユーザ管理に必要な権限

エンドユーザポータルでは、ユーザアカウントの操作を実行できます。アクションによって

は、追加の権限が必要です。次の表に、利用可能なユーザ管理アクションおよび必要な権限の

リストを示します。

エンドユーザの権限タスク

必要な追加の権限ユーザの追加（55ページ）

必要な追加の権限ユーザのパスワード変更（56ページ）

必要な追加の権限ユーザのアクセスプロファイルの表示（56
ページ）

必要な追加の権限ユーザのアクセスプロファイルの管理

必要な追加の権限ユーザの無効化（58ページ）

必要な追加の権限ユーザの有効化（58ページ）

ユーザの追加

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [組織（Organization）]を選択します。

ステップ 2 [組織（Organization）]ページで、[ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 [Add]をクリックします。

ステップ 4 [ユーザの追加（Add User）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。
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a) [ユーザタイプ（User Type）]ドロップダウンリストから、ユーザロールを選択します。サービスエ
ンドユーザはデフォルト値です。

b) [ログイン名（Login Name）]フィールドに、ユーザ名を入力します。
c) [Password]フィールドにパスワードを入力します。
d) [パスワードの確認（Confirm Password）]フィールドに、パスワードを再度入力します。
e) [ユーザの連絡先メール（User Contact Email）]フィールドに、ユーザの電子メールアドレスを入力し
ます。

f) [名（First Name）]、[姓（Last Name）]、[電話（Phone）]、[住所（Address）]フィールドに該当する値
を入力します。

g) [ユーザの失効日の設定（Set User Expiry Date）]チェックボックスをクリックして、ユーザのログイン
アカウントの失効日を設定します。チェックボックスをクリックすると表示される日付と時刻のフィー

ルドに日時を入力します。

h) [ロケール（Locale）]ドロップダウンリストから、そのユーザ用の言語を選択します。

ステップ 5 [Add]をクリックします。
ユーザが正常に追加されたら、[組織（Organization）]ページに確認メッセージが表示されます。ユーザレ
コードがユーザテーブルに表示されます。

ユーザのパスワード変更

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [組織（Organization）]を選択します。

ステップ 2 [組織（Organization）]ページで、[ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 パスワードを変更するユーザのユーザ名の行をクリックします。

ステップ 4 [Change Password]をクリックします。

ステップ 5 [パスワード変更（Change Password）]画面で、新しいパスワードを入力し、確認します。

ステップ 6 [Save（保存）]をクリックします。
パスワードが正常に変更されると、[組織（Organization）]ページに確認メッセージが表示されます。

ユーザのアクセスプロファイルの表示

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。
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ステップ 1 [組織（Organization）]を選択します。

ステップ 2 [組織（Organization）]ページで、[ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 プロファイルを表示するユーザを含む行をクリックします。

ステップ 4 [プロファイルの表示（View Profiles）]をクリックします。
[プロファイルの表示（ViewProfiles）]画面が表示され、選択したユーザにマッピングされたプロファイル
が表示されます。

ユーザのアクセスプロファイルの管理

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [組織（Organization）]を選択します。

ステップ 2 [組織（Organization）]ページで、[ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 アクセスプロファイルを管理するユーザのユーザ名の行をクリックします。

ステップ 4 [Manage Profiles]をクリックします。

ステップ 5 [プロファイルの管理（Manage Profiles）]画面で、[アクセスプロファイル（Access Profiles）]をクリッ
クします。

ステップ 6 アクセスプロファイルに新しいエントリを追加するには、[+]をクリックします。

ステップ 7 [アクセスプロファイルへのエントリの追加（Add Entry To Access Profiles）]画面で、次の必須フィール
ドに値を入力します。

a) [名前（Name）]フィールドに、新しいアクセスプロファイル名を入力します。
b) [タイプ（Type）]ドロップダウンリストから、ユーザタイプを選択します。同じユーザタイプに 2
つのアクセスプロファイルを作成することはできません。

c) [グループ（Group）]ドロップダウンリストから、アクセスプロファイルを作成するユーザグルー
プを選択します。

d) ユーザが自身のリソースを表示できるようにするには、[自分のリソースを表示（ShowOwnResources）]
チェックボックスをクリックします。

e) ユーザが自身が属するすべてのグループのリソースを表示できるようにするには、[ユーザがアクセ
スできるすべてのグループのリソースを表示します（Show Resources From All Groups The User Has
Access）]チェックボックスをクリックします。

f) ユーザのデフォルトのアクセスプロファイルとしてプロファイルを設定するには、[デフォルトプロ
ファイル（Default Profile）]チェックボックスをクリックします。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。
新しく作成されたアクセスプロファイルが、アクセスプロファイルのグリッドに表示されます。

ステップ 9 [プロファイルの管理（ManageProfiles）]画面で、管理するプロファイル名がある行をクリックします。
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ステップ 10 次のいずれかを実行します。

• [Edit]をクリックします。[アクセスプロファイルエントリの編集（Edit Access Profiles Entry）]画面
で、必要に応じてアクセスプロファイルを編集し、[送信（Submit）]をクリックします。

• [Delete]をクリックします。[アクセスプロファイルエントリの削除（Delete Access Profiles Entry）]
画面で、[送信（Submit）]をクリックしてプロファイルを削除します。

ステップ 11 [プロファイルの管理（Manage Profiles）]画面で、[送信（Submit）]をクリックします。
ユーザアクセスプロファイルが正常に変更されると [組織（Organization）]ページに確認メッセージが
表示されます。

ユーザの有効化

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [組織（Organization）]を選択します。

ステップ 2 [組織（Organization）]ページで、[ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 無効になっているアカウントを有効にするユーザのユーザ名の行をクリックします。

ステップ 4 [Enable]をクリックします。

ステップ 5 [ユーザの有効化（EnableUser）]画面で [有効化（Enable）]をクリックします。
[ユーザ(Users)]画面が更新され、そのユーザアカウントに対する [ステータス(Status)]列には [有効化
(Enabled)]と表示されます。

ユーザの無効化

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [組織（Organization）]を選択します。

ステップ 2 [組織（Organization）]ページで、[ユーザ（Users）]をクリックします。

ステップ 3 アカウントを無効にするユーザのユーザ名の行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから、[無効化（Disable）]を選択します。

ステップ 5 [ユーザの無効化（DisableUser）]画面で [無効化（Disable）]をクリックします。
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[ユーザ（Users）]画面が更新され、そのユーザアカウントに対する [ステータス（Status）]列には [無効化
（Disabled）]と表示されます。

リソース制限値
リソース制限レポートには、ユーザグループのインフラストラクチャリソースで割り当てら

れた制限に関する次の情報が表示されます。

•リソース名

• Limit

• Current Usage

•保留中の SRの使用

• Status（ステータス）

管理者は、ユーザグループごとにリソース制限を割り当てます。リソース制限は、仮想リソー

ス、オペレーティングシステムリソース、物理リソースに対して指定することができます。

ユーザグループのリソース制限を表示するには、[組織（Organization）]の下で [リソース制限
（Resource Limits）]を選択します。

OS使用状況
OS使用状況レポートには、ユーザグループのオペレーティングシステム（OS）の使用状況
の詳細が表示されます。OSの名前と OSの現在の使用状況を表示するには、[組織
（Organization）]の下で [OS使用状況（OS Usage）]を選択します。
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第 8 章

仮想リソース

•仮想リソース（61ページ）
• VDC（62ページ）
•アプリケーションコンテナ（63ページ）
• VM（71ページ）
• VMアクションリクエスト（89ページ）
•イメージ（89ページ）
• Port Groups（92ページ）
• DVポートグループ（92ページ）
•リソースプール（93ページ）
•データストア（94ページ）
•データストアクラスタ（94ページ）

仮想リソース
[仮想リソース（Virtual Resources）]メニューオプションは、仮想リソースとカスタマイズ可
能なレポートのサマリーを表示します。サマリーページには、すべてのVDCとVMの概要、
新しい VMと削除された VMのレポート、およびネットワーク使用率、CPU使用率、メモリ
使用率、ディスク使用率の傾向分析レポートが表示されます。

次の仮想リソースの表示または管理ができます。

• VDC

•アプリケーションコンテナ

• VM

• VMアクションリクエスト

•イメージ

• Port Groups

• DVポートグループ
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•リソースプール

•データストア

•データストアクラスタ

VDC
VMのプロビジョニング時に、VMと仮想データセンター（VDC）を関連付けることができま
す。サービスリクエストを作成するときに、VMをプロビジョニングする VDCを選択できま
す。VMをプロビジョニングするときに、グループに使用できる VDCのリストを表示して、
必要な VDCを選択できます。

使用可能なVDCとその詳細を表示するには、[仮想リソース（VirtualResources）]の下で [vDC]
を選択します。

VDCレポートには、使用可能なすべての VDCに加えて、次の情報が表示されます。

•クラウド

• vDC

•タイプ

•ロック状態

• VMの総数

•アクティブな VM

•カスタムカテゴリ

• Status（ステータス）

•タグ

VDCに関する追加の詳細を表示するには、その VDCがある行をクリックし、[詳細の表示
（View Details）]をクリックします。

VDCの詳細の表示
VDCの詳細ページには、選択したVDCの関連レポートと傾向分析データが表示されます。ま
た、関連付けられた VM、イベント、削除された VM、VMアクションリクエストも表示でき
ます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VDCs]をクリックします。

ステップ 3 表示する VDCを含む行を選択します。
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ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、VDCに関する次の情報を表示します。

•概要：VDC CPU使用率、VDCメモリ使用率、VDCネットワーク使用率、および VDCディスク使用
率に関する傾向分析レポートを表示します。また、新しい VMと削除された VM、および VMの傾向
のレポートも表示します。

• VM：VDCに属するすべての VMを表示します。

•イベント：VDCに関連付けられている現在のイベントを表示します。

•削除されたVM：VDCから削除された任意のVMに関する情報を表示します。この情報には、クラウ
ド名、VM ID、VMラベル、インスタンス名、ホスト名、IPアドレス、イメージ ID、名前、削除され
た時間が含まれます。

• VMアクションリクエスト（VM Action Requests）：使用可能なすべてのアクション IDと関連情報を
表示します。

アプリケーションコンテナ
アプリケーションコンテナは、エンドユーザに対するアプリケーションのプロビジョニングに

テンプレートを利用するアプローチです。各アプリケーションコンテナは、VMware仮想マシ
ン（VM）やベアメタルサーバ（BM）と、管理者によって指定されたルールに基づく内部プ
ライベートネットワークの集合です。アプリケーションコンテナには 1つ以上の VMまたは
BMを含めることができ、外部クラウドまたはパブリッククラウドにはフェンシングゲート
ウェイ（たとえば、仮想セキュアゲートウェイ）で保護することができます。

管理者は、適切なポリシー、ワークフロー、テンプレートを使用して、1つ以上のアプリケー
ションコンテナテンプレートを作成できます。アプリケーションコンテナテンプレートに

よって、エンドユーザに対してアプリケーションをどのようにプロビジョニングするかが決定

します。

使用可能なすべてのアプリケーションコンテナとすべての関連するVM、ベアメタルサーバ、
ネットワークレイヤマッピング、L4-L7サービス、およびコントラクトを表示できます。ア
プリケーションコンテナに関する追加の詳細を表示するには、そのアプリケーションコンテ

ナがある行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

アプリケーションコンテナに必要な権限

次の表に、利用可能なアプリケーションコンテナアクションおよび必要な権限のリストを示

します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトアプリケーションコンテナの詳細の表示（64
ページ）
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エンドユーザの権限タスク

デフォルトアプリケーションコンテナレポートの表示（

65ページ）

デフォルトアプリケーションコンテナの電源管理（66
ページ）

デフォルトアプリケーションコンテナの廃止（66ペー
ジ）

デフォルトアプリケーションコンテナの複製（66ペー
ジ）

デフォルトアプリケーションコンテナへのVMの追加（
67ページ）

デフォルト導入済み APICアプリケーションコンテナへ
のベアメタルサーバの追加（67ページ）

デフォルトアプリケーションコンテナの削除（68ペー
ジ）

デフォルトVMコンソールへのアクセス（68ページ）

デフォルトリソース制限の編集（69ページ）

デフォルトコストモデルの編集（69ページ）

デフォルトアプリケーションコンテナコントラクトの追

加（70ページ）

アプリケーションコンテナの詳細の表示

アプリケーションコンテナに関連付けられている VM、ベアメタルサーバ、ネットワーク階
層マッピング、および L4-L7サービスを表示できます。End User Portalは VNCコンソールの
自動設定を可能にします。このオプションは、管理者が VM用に VNCコンソールを設定した
場合にのみ表示されます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。

ステップ 3 表示するアプリケーションコンテナを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、アプリケーションコンテナに関する次の情報を表示します。
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•サマリー（Summary）：階層単位での BMおよび VMの数、階層ラベルと階層名のカスタムマッピン
グ、コンテナのリソース制限などの情報を表示します。

•仮想マシン（Virtual Machines）：VM名、VMタイプ、ステータス、IPアドレス、ゲスト OS、および
VMのプロビジョニング時間など、各 VMの詳細を含む、アプリケーションコンテナ用にプロビジョ
ニングされた VMを表示します。

•ベアメタルサーバ（BareMetal Servers）：ベアメタルサーバの名前、OSの種類、各ベアメタルサー
バのサービスリクエスト IDなど、ベアメタルサーバごとの詳細を含む、アプリケーションコンテナ
の一部としてプロビジョニングされたベアメタルサーバを表示します。

•階層マッピング（TierMapping）：管理者が定義したネットワークに対応する階層を表示し、各階層の
VMおよび BMを含みます。

• L4 L7サービス（L4 L7 Services）：サービスリクエスト ID、サービス名、IPアドレス、サービスタ
イプ、デバイスタイプ、およびコンシューマとプロバイダーの階層などの L4-L7サービスの情報を表
示します。

•コントラクト（Contracts）：ソースコンテナ、ソースネットワーク、宛先コンテナ、および宛先ネッ
トワークを含むアプリケーションコンテナ用に作成されたコントラクトに関する情報を表示します。

アプリケーションコンテナレポートの表示

各コンテナについての概要レポート、クレデンシャルによる詳細レポート、およびクレデン

シャルなしでの詳細レポートを生成できます。クレデンシャルを使用してレポートを生成する

場合、パスワードはプレーンテキストで表示されます。レポートヘッダーには、コンテナの

作成に使用されたサービスリクエスト IDが表示されます。

クレデンシャルなしでレポートを生成すると、レポートにパスワードが表示されなくなりま

す。

（注）

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。

ステップ 3 レポートを表示するアプリケーションコンテナを含む行をクリックします。

ステップ 4 [View Reports] をクリックします。

ステップ 5 [コンテナレポートの表示（ViewContainerReports）]画面で、[レポートタイプの選択（SelectReport Type）]
ドロップダウンリストから生成するレポートのタイプを選択します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
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アプリケーションコンテナの電源管理

アプリケーションコンテナの電源を有効または無効にすることができます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。

ステップ 3 電源をオンまたはオフにするアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [コンテナの電源をオンにする（Power On Container）]または [コンテナの電源をオフにする（Power Off
Container）]をクリックします。

ステップ 5 [コンテナの電源をオンにする（Power On Container）]または [コンテナの電源をオフにする（Power Off
Container）]画面で、電源をオンまたはオフにするプロビジョニングされた VMを選択します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

アプリケーションコンテナの廃止

不要になったアプリケーションコンテナを廃止できます。アプリケーションコンテナを廃止す

ると、プロビジョニングされた VMの電源はオフになりますが、削除されません。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。

ステップ 3 廃止するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [コンテナの廃止（Decommission Container）]をクリックします。

ステップ 5 [コンテナの廃止（Decommission Container）]画面で、プロビジョニングされた VMの電源をオフにしま
す。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

アプリケーションコンテナの複製

既存のアプリケーションコンテナを複製できます。アプリケーションコンテナを複製すると、

すべての設定と設定データが元のアプリケーションコンテナに含まれている VMとともに保
持されます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。
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ステップ 3 複製するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [コンテナの複製（Clone Container）]をクリックします。

ステップ 5 [コンテナの複製（Clone Container）]画面で、新しいコンテナ名と新しいコンテナラベルを指定します。

コンテナラベルは一意である必要があります。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
アプリケーションコンテナテーブルに複製されたコンテナが表示されます。

アプリケーションコンテナへの VMの追加
自分またはグループが利用できる導入済みのアプリケーションコンテナのいずれかに VMを
排他的に追加できます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。

ステップ 3 1つ以上の VMを追加するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMの追加（Add VMs）]を選択しま
す。

ステップ 5 [VMの管理（Manage VMs）]画面で行を選択し、鉛筆アイコンをクリックします。

ステップ 6 [仮想マシンエントリの編集（Edit Virtual Machines Entry）]画面で、プロビジョニングする追加VMインス
タンスの数を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。

管理者は、プロビジョニング可能な VMインスタンスの最大数を定義します。インスタンスの許
可される最大数を超える値を入力すると、エラーメッセージが表示されます。

（注）

ステップ 7 [VMの管理（Manage VMs）]画面で、[送信（Submit）]をクリックします。

導入済みAPICアプリケーションコンテナへのベアメタルサーバの追
加

ベアメタルサーバは、APICコンテナでのみサポートされます。導入済み APICアプリケー
ションコンテナにベアメタルサーバを追加できます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。

ステップ 3 1つ以上のベアメタルサーバを追加するアプリケーションコンテナをクリックします。
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ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [BMの追加（Add BMs）]を選択しま
す。

ステップ 5 [BMの追加（AddBMs）]画面で、[追加（Add）]をクリックして新しいベアメタルサーバを追加します。

ステップ 6 [ベアメタルアプリケーションコンポーネントへのエントリの追加（Add Entry to Bare Metal Application
Components）]画面で、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 7 [Submit]をクリックします。`
新しく追加されたベアメタルサーバが [ベアメタルアプリケーションコンポーネント（BareMetalApplication
Components）]リストに追加されます。

ステップ 8 [BMの追加（Add BMs）]画面で、ベアメタルサーバをさらに追加するか、[送信（Submit）]をクリック
します。

アプリケーションコンテナの削除

不要になったアプリケーションコンテナを削除できます。アプリケーションコンテナを削除

すると、そのアプリケーションコンテナにプロビジョニングされたリソースも削除されます。

[コンテナの削除（Delete Container）]アクションが開始されると、アプリケーションコンテナ
の設定がロールバックされ、サービスリクエストが作成されます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。

ステップ 3 削除するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [コンテナの削除（Delete Container）]を
選択します。

ステップ 5 [コンテナの削除（Delete Container）]画面で、[送信（Submit）]をクリックします。

L4-L7サービスが関連付けられているアプリケーションコンテナを削除すると、L4-L7サービス
も削除されます。

（注）

VMコンソールへのアクセス
アプリケーションコンテナに関連付けられた VMの VMコンソールを表示できます。

始める前に

アクセスする VM上で VNCを設定する必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
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ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。

ステップ 3 VMコンソールを表示するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [コンソールを開く（Open Console）]を
選択します。

ステップ 5 [VMコンソールにアクセス（Access VM Console）]画面で、[VMの選択（Select VM）]ドロップダウンリ
ストから VMを選択します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
選択した VMのコンソールが新しいブラウザウィンドウで開きます。

リソース制限の編集

アプリケーションコンテナのリソース制限を編集できます。vCPUの数、メモリ容量、最大ス
トレージの制限、コンテナのハーフ幅サーバとフル幅サーバの最大数を指定できます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。

ステップ 3 リソース制限を編集するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [リソース制限の編集（Edit Resource
Limits）]を選択します。

ステップ 5 [コンテナの制限（Container Limits）]画面で、[リソース制限の設定（Configure Resource Limit）]をオンに
します。

ステップ 6 必須フィールドに値を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。

コストモデルの編集

コストモデルを使用して、仮想リソースのCPU、RAM、ストレージなどのユニットレベルの
コストを定義します。これらのコストは、仮想インフラストラクチャ内のVMのチャージバッ
ク計算に使用されます。管理者は、コストモデルをアプリケーションコンテナテンプレート

にマップできます。アプリケーションコンテナのコストモデルを編集できます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。

ステップ 3 コストモデルを編集するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [コストモデルの編集（EditCostModel）]
を選択します。
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ステップ 5 [コンテナコストモデル（Container Cost Model）]画面で、[コストモデル（Cost Model）]ドロップダウン
リストから原価モデルを選択します。

ドロップダウンリストに、アプリケーションコンテナにマップされている使用可能なコストモデルが表

示されます。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

アプリケーションコンテナコントラクトの追加

コントラクトは、エンドポイントグループ間（EPG間）の通信をイネーブルにするポリシー
です。これらのポリシーは、アプリケーション層間の通信を指定するルールです。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[アプリケーションコンテナ（Application Containers）]をク
リックします。

ステップ 3 コントラクトを追加するアプリケーションコンテナをクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 アプリケーションコンテナの詳細ページで、[コントラクト（Contracts）]をクリックします。

ステップ 6 [コントラクトの追加（Add Contract）]をクリックします。

ステップ 7 [コントラクトの追加（Add Contract）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) コントラクトルールを適用するソースネットワークと宛先ネットワークを選択します。

コントラクトが同じコンテナの階層の間にある場合は、同じコンテナに属する階層を選択できますが、

そうでない場合は、異なるコンテナから階層を選択できます。

b) [ルールの作成（Create rule）]をオンにし、フィルタルールを作成します。

[ルールの作成（Create rule）]がオンでない場合は、空のコントラクトが作成されるだけです。

c) 通信に使用するプロトコルを選択します。

[TCP]または [UDP]を選択すると、送信元ポートと宛先ポートの開始範囲と終了範囲の追加フィール
ドが表示されます。

d) [双方向に適用（Apply Both Directions）]をオンにして、送信元から宛先へのトラフィックと宛先から
送信元へのトラフィックにコントラクトを適用します。

e) [アクション（Action）]ドロップダウンリストから、コントラクトに一致するトラフィックに対して
実行するアクションを選択します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`
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VM
ユーザは、管理者によって許可された、プロビジョニング後のライフサイクル管理アクション

を実行できます。ユーザグループの下でサービスリクエストを使用して、プロビジョニング

されたVMの全リストを表示できます。VMレポートを表示するには、[仮想リソース（Virtual
Resources）]の下で [VM]を選択します。

VMレポートには、使用可能なすべての VMに加えて、次の情報が表示されます。

•クラウド

• VM-ID

• VMラベル

• VM Name

•ホスト名（Host Name）

• IPアドレス

• Image ID

•電源状態

•保護されている VM

•グループ名

• VDC

•カテゴリ

• [Provisioned Time]

• [Scheduled Termination Time]

•最後のステータス更新（Last Status Update）

•ゲスト OSのタイプ（Guest OS Type）

• VMの注記

•カスタム属性

•割り当てられているユーザ

•アクセスできるユーザ

•管理できるユーザ

•タグ

• VMMクラウド
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VMに関する追加の詳細を表示するには、そのVMがある行をクリックし、[詳細の表示（View
Details）]をクリックします。

End User Portalバージョン 6.5以降、VMレポートには、[vCenter VM ID]フィールドおよび
[vCenter IP]フィールドが表示されなくなりました。

（注）

VMに必要な権限
次の表に、利用可能なVMライフサイクル管理アクションおよび必要な権限のリストを示しま
す。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトVMの詳細の表示（73ページ）

デフォルトVMのインベントリ収集のリクエスト（74
ページ）

追加の権限が必要VMクライアントの起動（74ページ）

追加の権限が必要VNCコンソールの起動（75ページ）

追加の権限が必要VMRC HTML5コンソールの起動（75ペー
ジ）

追加の権限が必要VMのリース時間の設定（76ページ）

追加の権限が必要VMの電源管理（76ページ）

追加の権限が必要スナップショットの作成（78ページ）

追加の権限が必要スナップショットの復帰（79ページ）

追加の権限が必要スナップショットをゴールデンとしてマーキ

ング（79ページ）

追加の権限が必要VMの複製（80ページ）

追加の権限が必要VMのサイズ変更（81ページ）

追加の権限が必要VMの再同期（82ページ）

追加の権限が必要VMディスクの作成（82ページ）

追加の権限が必要VMへの vNICの追加（83ページ）

追加の権限が必要VMの VDCへの割り当て（84ページ）
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エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要VMの VDCへの移動（84ページ）

追加の権限が必要VMをイメージとして複製（85ページ）

追加の権限が必要VMをイメージとして変換（86ページ）

追加の権限が必要VMの VMRCコンソールの有効化および無効
化（86ページ）

追加の権限が必要ISOイメージを CD/DVDドライブとしてマウ
ント（87ページ）

追加の権限が必要CD/DVDドライブとしての ISOイメージのマ
ウント解除（88ページ）

VMの詳細の表示
VMの詳細ページには、選択したVMの関連レポートと傾向分析データが表示されます。関連
する VMアクションリクエスト、イベント、VMスナップショット、および vNICを VMの詳
細ページで表示することもできます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 表示する VMを含む行を選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、VMに関する次の情報を表示します。

•サマリー（Summary）：CPU使用率、メモリ使用率、ネットワーク使用率、およびディスク I/Oに関
する傾向分析レポートを表示します。概要、所有権、リソース、ストレージ、ネットワーク、ゲスト

情報、およびカタログの詳細に関するレポートも表示します。

• VMアクションリクエスト（VM Action Requests）：使用可能なすべてのアクション IDと関連情報を
表示します。

•イベント（Events）：VMに関連付けられている現在のイベントを表示します。

• VMスナップショット（VM Snapshots）：使用可能なすべての VMスナップショットと関連情報を表
示します。

• vNIC：VMに関連付けられたすべての vNICを表示します。
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VMのインベントリ収集のリクエスト
VMのオンデマンドインベントリ収集をリクエストできます。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 インベントリを収集する VMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMのインベントリ収集のリクエスト
（Inventory Collection Request for VM）]を選択します。

ステップ 5 [VMインベントリ収集のリクエスト（RequestVM InventoryCollection）]画面で、[送信（Submit）]をクリッ
クします。

VMのレポートと VMの詳細ページは、インベントリ収集リクエストの更新情報で更新されます。

VMクライアントの起動
Webアクセスまたはリモートデスクトップを使用してVMクライアントにアクセスできます。

VMをWebアクセスまたはリモートデスクトップアクセスに設定すると、VMのログインク
レデンシャルにアクセスできます。管理者は VMがプロビジョニングされる適切なカタログ
（および必要な権限）を提供する必要があります。

（注）

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 VMクライアントを起動する VMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [VMクライアントの起動（Launch VM Client）]をクリックします。

ステップ 5 [クライアントの起動（Launch Client）]画面で、[アクセス方式（Access Scheme）]ドロップダウンリスト
からアクセス方式を選択します。

ステップ 6 [Proceed]をクリックします。
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VNCコンソールの起動
VNCコンソールは、各 VMに対してアクセスできるようにし、フルコントロール機能を提供
します。任意のスタンドアロンWebブラウザを使用してVNCコンソールにアクセスできるた
め、プラグインは不要です。End User Portalはコンソールの自動設定を可能にします。このオ
プションは、管理者が VM用に VNCコンソールを設定した場合にのみ表示されます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ブラウザのポップアップブロッカーを無効にします。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 VMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [VNCコンソールの起動（Launch VNC Console）]画面で、キーボードマッピングレイアウトを選択し、
[送信（Submit）]をクリックします。

画面が空白の場合は、黒い領域をクリックし、Enterキーを押します。ヒント

VMRC HTML5コンソールの起動
End User Portalは、Webブラウザのタイプとは関係なく機能し、サードパーティ製のプラグイ
ンや追加クライアントを必要としない HTML5ベースの VMRCコンソールを起動できるよう
にします。

HTML5 VMRC SDKは、VMware vCenterバージョン 6.0以降でサポートされます。（注）

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

HTML5ベースの VMRCコンソールから VMを起動する前に、ブラウザを使用して VMware
vSphere Webクライアントの URL（https://vCenterIPなど）にアクセスし、自己署名証
明書を許可する必要があります。VMRC HTML5コンソールを起動する前に自己署名証明書を
許可しないと、コンソールが切断されていることを示すエラーが表示されます。
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これは、信頼できる証明書が設定された VMwareには適用されません。（注）

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 VMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [VMRCコンソール（HTML5）（VMRC Console (HTML5)）]をクリックします。

VMクライアントが新しいブラウザウィンドウで起動します。

VMのリース時間の設定
管理者がVMプロビジョニング用の標準カタログを使用してリース時間を設定していない場合
は、選択したVMのリース期限切れ時間を設定できます。リース時間は、標準カタログのサー
ビスリクエスト作成時、または VMのプロビジョニング後に設定できます。リース時間が期
限切れになると、VMはシャットダウン（電源オフ）されます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 リース時間を設定する VMの行をクリックします。

ステップ 4 [リース時間の設定（Configure Lease Time）]をクリックします。

ステップ 5 [リース時間の設定（Configure Lease Time）]画面で、[リース時間を設定（Set Lease Time）]をオンにし、
VMリースが期限切れになる日時を設定します。

VMプロビジョニングに使用されるカタログで管理者がリース時間をまだ指定していない場合に
のみ、このフィールドを編集できます。

（注）

ステップ 6 [承認のために送信（Submit for Approval）]をクリックします。

リクエストが承認されると、スケジュールされた時間が VMレポートで更新されます。

VMの電源管理
次のアクションを使用して、VMの電源設定を管理できます。
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•電源オン

• Power Off

•一時停止

• Shutdown Guest

• Standby

• Reset

• Reboot

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 アクションを実行する VMを含む行をクリックします。

ステップ 4 次のいずれかの操作をクリックするか、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストか
らアクションを選択します。

•電源オン
• Power Off
•一時停止
• Shutdown Guest
• Standby
• Reset
• Reboot

ステップ 5 [VMタスク（VM Task）]画面で、アクションを今すぐ実行するか、後で実行するかを選択します。

後でアクションを実行する場合は、アクションをスケジュールする日時を選択します。アクションにコメ

ントを付けることもできます。

ステップ 6 [Proceed]をクリックします。

次のタスク

VMの電源をオンにした後、インベントリ収集リクエストを実行して VMの IPアドレスを更
新します。
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スナップショット

スナップショットは、VMの完全な状態のポイントインタイムイメージです。システムの障害
や誤作動からのリカバリの際に使用するスナップショットを作成して管理できます。VMの現
在の状態を維持するため、スナップショットを定期的に作成することを推奨します。たとえ

ば、潜在的なリスクのあるシステム操作を実行する前に、安定した状態のVMのスナップショッ
トを作成しておくことができます。複数のスナップショットを作成した後でVMスナップショッ
トのサマリーレポートを表示して、将来使用するために保持しておくスナップショットを決め

ることができます。これらのスナップショットは「ゴールデンスナップショット」と呼ばれ、

削除することはできません。

スナップショットの作成

VMおよびそのすべてのリソースの現在の状態のスナップショットを作成することができま
す。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

このオプションを使用するには、VMwareツールがVMにインストールされている必要があり
ます。

（注）

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 スナップショットを作成する VMの行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [スナップショットの作成（Create
Snapshot）]を選択します。

ステップ 5 [仮想マシンのスナップショットの作成（Create Virtual Machine Snapshot）]画面で、スナップショットの名
前と説明を入力します。

ステップ 6 スナップショットにVMメモリを含める場合は、[メモリのスナップショット（Snapshot Memory）]をオン
にします。

ステップ 7 休止モードでスナップショットを作成する場合は、[ゲストファイルシステムの休止（Quiesce Guest File
System）]をオンにします。

ファイルシステムを休止すると、物理または仮想コンピュータのディスク上のデータがバックアップに適

した状態になります。このプロセスには、ダーティなメモリバッファをオペレーティングシステムのメモ

リ内キャッシュからディスクにフラッシュしたり、アプリケーション固有のその他の全体的なタスクを実

行したりする操作が含まれる場合があります。

ステップ 8 [Proceed]をクリックします。
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スナップショットの復帰

何らかの理由で VMがクラッシュした場合、または誤動作した場合は、その VMの最新のス
ナップショットに復帰させることができます。使用可能なVMのスナップショットが複数ある
場合は、特定のスナップショットを選択して復帰させることもできます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 スナップショットの復帰先となる VMを含む行を選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [スナップショットの復帰（Revert
Snapshot）]を選択します。

ステップ 5 [スナップショットタスクの復帰（Revert Snapshot Task）]画面で、復帰先となるスナップショットを選択
して、[続行（Proceed）]をクリックします。

次のタスク

スナップショットに復帰すると、VMはオフ状態になります。[電源オン（Power ON）]をク
リックすると、VMの電源をオンにできます。

スナップショットをゴールデンとしてマーキング

プロビジョニングされたVMのスナップショットを作成すると、今後使用するために保持する
スナップショットを特定できます。VMの特定のスナップショットをゴールデンスナップショッ
トとしてマークできます。この機能は、そのスナップショットが誤って削除されないよう保護

します。ゴールデンスナップショットを削除する唯一の方法は、ゴールデンスナップショッ

トのマーキングを解除し、そのステータスを標準のスナップショットに戻す方法です。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 ゴールデンスナップショットを定義する VMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [ゴールデンスナップショットのマーキ
ング（Mark Golden Snapshot）]を選択します。
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ステップ 5 [ゴールデンスナップショットのマーキングタスク（Mark Golden Snapshot Task）]画面で、ゴールデンに
マークするスナップショットを選択します。

ステップ 6 スナップショットをゴールデンスナップショットとして指定するには、[ゴールデンスナップショットと
してマーク（Mark As Golden Snapshot）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [Proceed]をクリックします。

VMの複製
既存のVMを複製して同一のコピーを作成できます。複製では、複製するVMから必要なパラ
メータを保持し、新しいVMに必要な調整を行うことができます。複製されたVMに指定され
る新しい名前は、システムポリシーで定義されます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 複製する VMを含む行を選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [複製（Clone）]を選択します。

ステップ 5 [グループの選択（Select Groups）]画面で、[ユーザへの割り当て（Assign to User）]をオンにして、VM
をユーザに割り当てます。

ステップ 6 [リンクされた複製の使用（Use Linked Clone）]をオンにして、リンクされた複製から VMを複製し、必
須フィールドに値を入力して [次へ（Next）]をクリックします。

リンククローンは、親 VMと仮想ディスクを共有する VMのコピーです。リンクされた複製は、親 VM
のスナップショットから作成され、親 VMにアクセスできる必要があります。親 VMにアクセスできな
い場合、リンククローンは無効化されます。

ステップ 7 [カスタマイズオプション（Customization Options）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

a) [クレデンシャルオプション]ドロップダウンリストからユーザがVMアクセスクレデンシャルを取
得できるようにするかどうかを選択します。

別のユーザにクレデンシャルをプライベートに送信する場合は、[共有しないでください（Do not
share）]オプションを選択できます。

b) ワークフローを関連付ける場合は、[プロビジョニング後のカスタムアクション（Post Provisioning
Custom Actions）]で [有効化（Enable）]をオンにします。[ワークフロー（Workflow）]ドロップダ
ウンリストから、プロビジョニングを開始する際に開始するワークフローを選択できます。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [導入設定（DeploymentConfiguration）]画面で、必須フィールドに値を入力し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。
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ステップ 10 [カスタム仕様（CustomSpecifications）]画面で、必須フィールドに値を入力し、[次へ（Next）]をクリッ
クします。

ステップ 11 [カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で、指定したワークフローにユーザ入力が必要な場合
は必須フィールドを入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 該当する場合は、[データストアの選択（SelectDatastores）]画面で、VMディスクに割り当てるデータス
トアを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 該当する場合は、[VMネットワークの選択（Select VM Networks）]画面で VMネットワークを選択し、
VMに関連付ける 1つ以上のクラウドを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 14 [概要（Summary）]画面で、情報が正確であることを確認します。

ステップ 15 [Submit]をクリックします。`

VMのサイズ変更
CPU数とメモリの新しい値を指定することで、既存の VMのサイズを変更できます。CPUコ
ストとメモリコストの新しい値は、VMに指定した新しい値に基づいて計算されます。

VMに対して [CPUホット追加（CPUHotAdd）]および [メモリホット追加（MemoryHotAdd）]
が有効になっていない場合は、VMのサイズを変更する前に、VMを一時停止にするか、電源
をオフにしてください。

（注）

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 サイズ変更する VMを含む行を選択します。

ステップ 4 [VMのサイズ変更（Resize VM）]をクリックします。

ステップ 5 [VMのサイズ変更（Resize VM）]画面で、[新規 CPU数（New CPU Count）]および [新規メモリ（New
Memory）]ドロップダウンリストから CPU数とメモリの新しい値を選択します。
[新規 CPUコスト（New CPU Cost）]および [新規メモリコスト（NewMemory Cost）]フィールドは、選択
した値に基づいて再計算されます。

ステップ 6 [Resize]をクリックします。
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VMの再同期
VMの時間を定期的に再同期させる時間間隔を設定できます。時間間隔を 0分に設定すると、
End User Portalはすぐに VMを再同期します。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 再同期する VMを含む行を選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [再同期VM（VMResync）]を選択しま
す。

ステップ 5 [再同期 VM（Resync VM）]画面で、[最大待機時間（Max Wait Time）]ドロップダウンリストから時間間
隔を分単位で選択します。

値の範囲は 0～ 30です。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

VMディスクの作成
プロビジョニングされるか、検出された VMのカスタムサイズの追加ディスクを追加できま
す。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 VMディスクを追加する VMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [VMディスクの作成（CreateVMDisk）]
を選択します。

ステップ 5 [VMディスクの作成（Create VM Disk）]画面で、新しいディスクサイズを GBで指定し、[ディスクタイ
プの瀬選択（Select Disk Type）]ドロップダウンリストからディスクタイプを選択します。

ステップ 6 [データストアの選択（Select Datastore）]ドロップダウンリストからデータストアを選択します。
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データストアの可用性は、VM（特にVMのVDC）に関連付けられているストレージポリシーによって異
なります。

ステップ 7 [シンプロビジョニング（Thin Provision）]をオンにし、VM作成中にシンプロビジョニングを使用しま
す。

シンプロビジョニングにより、物理ストレージ容量の動的割り当てが有効になり、VMストレージの使用
率が向上します。

ステップ 8 [新しいディスクコストの計算（Compute New Disk Cost）]をオンにし、1時間あたりのディスクコストを
計算して表示します。

新しいディスクコストは、新しいディスクサイズとVMディスクに指定したデータストアに基づいていま
す。

ステップ 9 [作成（Create）]をクリックします。

VMへの vNICの追加
VMには複数の vNICを追加できます。VMに vNICを追加または置き換えるオプションが備
わっています。使用可能なオプションは、VDCにマップされ、特定の VMに関連付けられた
ネットワークポリシーによって異なります。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 vNICを追加する VMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [vNICの追加（Add vNICs）]を選択し
ます。

ステップ 5 [コンテナネットワークへの vNICの追加（Add vNICs to ContainerNetwork）]画面で、vNICを追加するネッ
トワークを選択します。

ステップ 6 必要な VMクレデンシャルを入力します。

ステップ 7 [Submit]をクリックします。`

vNICを追加するために、VMの電源がオフになります。アクションが完了すると、VMの電源が
投入されます。

（注）
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VMの VDCへの割り当て
VMに変更を加えることなく、グループまたは VDCに VMを割り当てることができます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 VDCに割り当てる VMを含む行を選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから、[VMの VDCへの割り当て（Assign
VMs to VDC）]を選択します。

ステップ 5 [VMの VDCへの割り当て（Assign VMs to VDC）]画面で、[Assign（割り当て）]をクリックします。

VMの VDCへの移動
VMをVDCに移動して、VDCシステムポリシーのルールがVMに維持されるようにすること
ができます。VDCに移動したVMによって、既存のVMを置き換えます。VMをVDCに移動
するときに、VMに変更を加えることもできます。

古い VMは削除されます。新しい VM名が、システムポリシーに従って割り当てられます。（注）

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 VDCの移動先となる VMを含む行を選択します。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから、[VMをVDCに移動（Move VM to
VDC）]を選択します。

ステップ 5 [グループの選択（Select Groups）]画面で、[ユーザへの割り当て（Assign to User）]をオンにして、VM
をユーザに割り当てます。

ステップ 6 該当する場合は、[リンクされた複製の使用（Use Linked Clone）]をオンにして、リンクされた複製から
VMを複製し、必須フィールドに値を入力して [次へ（Next）]をクリックします。
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リンククローンは、親 VMと仮想ディスクを共有する VMのコピーです。リンクされた複製は、親 VM
のスナップショットから作成され、親 VMにアクセスできる必要があります。親 VMにアクセスできな
い場合、リンククローンは無効化されます。

ステップ 7 [カスタマイズオプション（Customization Options）]画面で、変更が必要な場合は次のフィールドに値を
入力します

a) [クレデンシャルオプション]ドロップダウンリストからユーザがVMアクセスクレデンシャルを取
得できるようにするかどうかを選択します。

別のユーザにクレデンシャルをプライベートに送信する場合は、[共有しないでください（Do not
share）]オプションを選択できます。

b) ワークフローを関連付ける場合は、[プロビジョニング後のカスタムアクション（Post Provisioning
Custom Actions）]で [有効化（Enable）]をオンにします。[ワークフロー（Workflow）]ドロップダ
ウンリストから、プロビジョニングの開始時に開始するワークフローを選択できます。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [導入設定（Deployment Configuration）]画面で、必要に応じて必須フィールドを更新し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 10 [カスタム仕様（CustomSpecifications）]画面で、必要に応じて必須フィールドを更新し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 11 [カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で、指定したワークフローにユーザ入力が必要な場合
は必須フィールドを入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 該当する場合は、[データストアの選択（SelectDatastores）]画面で、VMディスクに割り当てるデータス
トアを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 必要に応じて、[VMネットワークの選択（SelectVMNetworks）]画面でVMネットワークを選択し、VM
に関連付ける 1つ以上のクラウドを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 14 [概要（Summary）]画面で、情報が正確であることを確認します。

ステップ 15 [Submit]をクリックします。`

VMをイメージとして複製
VMを複製して、将来のプロビジョニングのためのテンプレートとしてVMイメージを保存で
きます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 イメージとして複製する VMを含む行をクリックします。
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ステップ 4 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [VMをイメージとして複製する（Clone
VM as Image）]を選択します。

ステップ 5 [VMをイメージとして複製する（Clone VM as Image）]画面で、新しいイメージテンプレートの名前を入
力します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
新しいイメージが [イメージ（Images）]ページに表示されます。

次のタスク

イメージを使用して VMをプロビジョニングできます。イメージから VMへの変換（90ペー
ジ）を参照してください。

VMをイメージとして変換
既存のVMは、VMのプロビジョニングに使用できるイメージに変換できます。VMが不要に
なったが将来のプロビジョニングのためにイメージを保持しておきたい場合は、VMをイメー
ジに変換できます。既存のVMをイメージに変換すると、そのVMはオフラインになり削除さ
れます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 イメージに変換する VMの行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMをイメージとして変換（Convert
VM as Image）]を選択します。

ステップ 5 [VMをイメージとして変換（Convert VM as Image）]画面で、[送信（Submit）]をクリックします。
新しいイメージが [イメージ（Images）]ページに表示されます。

次のタスク

イメージを使用して VMをプロビジョニングできます。イメージから VMへの変換（90ペー
ジ）を参照してください。

VMの VMRCコンソールの有効化および無効化
VMware vSphereには、サポート対象のブラウザでロード可能な VMRCブラウザのプラグイン
が含まれています。ブラウザで実行するWebアプリケーションは、VMRCブラウザプラグイ
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ンを使用して仮想マシンのコンソール機能にアクセスできます。このアクセスには、VMRC
JavaScript APIが使用されます。VMRCブラウザのプラグインおよび VMRC APIを使用する
Webアプリケーションでは、ユーザは、適切なWebブラウザおよびオペレーティングシステ
ムを持つ任意のシステムから仮想マシンに対してリモートでアクセスし、やりとりすることが

できます。

デフォルトでは、検出されるすべての VMに対して、VMRCコンソールは無効になっていま
す。VMで VMRCコンソールを有効または無効にできます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 VMRCコンソールを有効または無効にする VMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [VMRCコンソールの有効化/無効化
（Enable/Disable VMRC Console）]を選択します。

ステップ 5 [VMRCコンソールアクセスを有効化（Enable VMRC Console Access）]画面で、[VMRCコンソールの有効
化（Enable VMRC Console）]をオンにします。

または、VMRCコンソールアクセスが VMですでに有効になっている場合は、このチェックボックスを
オフにして無効にすることもできます。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

次のタスク

VMRCコンソールアクセスが有効になると、VMRCから VMクライアントを起動できます。
VMクライアントの起動（74ページ）を参照してください。

ISOイメージを CD/DVDドライブとしてマウント
ISOはディスクイメージです。物理ドライブを使用せずに、ISOイメージをVMにマウントで
きます。仮想マシンにマウントすると、物理ディスクを使用せずに仮想 CD/DVDドライブか
らファイルを開いたり、抽出したり、使用したりすることができます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。
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ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 ISOイメージをマウントする VMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから、[ISOイメージを CD/DVDドライブと
してマウント（ISOイメージを CD/DVDドライブとしてマウント）]を選択します。

ステップ 5 [CD/DVDドライブマウント ISO（CD/DVD Drive Mount ISO）]画面で、使用可能なイメージのリストから
ISOイメージを選択します。

ステップ 6 次のいずれかのオプションを選択します。

• [新しい CD/DVDドライブの作成（Create New CD/DVD Drive）]を選択し、[VMの電源オフ（Power
OFF VM）]をオンにします。

• [既存の CD/DVDドライブの使用（Use Existing CD/DVD Drive）]を選択し、[DVD/DVDドライブの選
択（Select DVD/DVD Drive）]ドロップダウンリストからドライブを選択します。

ステップ 7 [Submit]をクリックします。`
新規または既存の CD/DVDドライブが VMにマップされます。VMにログインし、マップされたドライブ
を表示できます。

CD/DVDドライブとしての ISOイメージのマウント解除
仮想マシン上の CD/DVDドライブにすでに接続されている ISOイメージのマウントを解除で
きます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[VM]をクリックします。

ステップ 3 ISOイメージのマウントを解除する VMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから、[CD/DVDドライブとしての ISOイ
メージのマウント解除（UnMount ISO Image As CD/DVD Drive）]を選択します。

ステップ 5 [CD/DVDドライブのマウント解除 ISO（CD/DVDDriveUnMount ISO）]画面で、マウント解除するCD/DVD
を [CD/DVDドライブの選択（Select CD/DVD Drive）]ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
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VMアクションリクエスト
使用可能なすべての VMアクションリクエストとその詳細を表示するには、[仮想リソース
（Virtual Resources）]の下で [VMアクションリクエスト（VM Action Requests）]を選択しま
す。

また、特定の VMに関連付けられた VMアクションリクエストを表示するには、その VMの
詳細ページで [VMアクションリクエスト（VM Action Requests）]を選択します。

VMアクションリクエストレポートには、使用可能なすべての VMアクションリクエストに
加えて、次の情報が表示されます。

• VM ID

•アクション ID

•ユーザ名

• Comment

•予定時刻

• Status（ステータス）

イメージ
イメージは、仮想マシン（VM）の作成とプロビジョニングに使用できるテンプレートです。
イメージには通常、指定されたオペレーティングシステムと設定が含まれており、ハードウェ

アコンポーネントに対する仮想的なカウンターパートを提供します。イメージでは、繰り返し

て展開する VMの設定を保持するうえで、安全な方法を提供します。

使用可能な VMとその詳細を表示するには、[仮想リソース（Virtual Resources）]の下で [イ
メージ（Images）]を選択します。イメージレポートのイメージ IDは、ユーザまたはユーザ
のグループに割り当てられています。イメージ IDを使用新しい VMをプロビジョニングでき
ます。また、不要なイメージ IDを選択して、削除することもできます。

イメージレポートには、使用可能なすべてのイメージに加えて、次の情報が表示されます。

• ID

•クラウド

• Image ID

•親ノード

•データセンター

•ゲスト OS

•インストールされている VMwareツール
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• VMwareツールのバージョン

• VMのバージョン

• Platform

•アーキテクチャ

• CPUの数

• [Memory(MB)]

•プロビジョニング済みディスク（GB）

• Image Location

• CPU予約(MHz)

• CPUの制限(MHz)

• CPU共有

•メモリ予約（MHz）

•メモリ制限（MHz）

•メモリ共有

•コミットされていないストレージ（GB）

•グループ/ユーザ

イメージに必要な権限

次の表に、使用可能なイメージアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要イメージから VMへの変換（90ページ）

追加の権限が必要テンプレートからのVMの導入（91ページ）

イメージから VMへの変換
ユーザまたはユーザのグループに割り当てられているイメージ IDを使用して、新しい VMを
プロビジョニングできます。イメージを VMに変換すると、サービスリクエストが作成され
ます。

関連付けられたサービスリクエストを確認するには、[サービス（Services）]を選択し、[サー
ビスリクエスト ID（Service Request ID）]を選択して [詳細の表示（View Details）]をクリッ
クします。
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始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[イメージ（Images）]をクリックします。

ステップ 3 VMに変換するイメージの行をクリックします。

ステップ 4 [VMとして変換（Convert as VM）]をクリックします。

ステップ 5 [イメージを VMとして変換（Convert Image as VM）]画面で、VMを割り当てるユーザグループを選択す
るには、[VMの割り当て（Assign VM）]をオンにします。

オフにすると、VMはデフォルトグループとデフォルト VDCに割り当てられる

ステップ 6 VDCやカテゴリなどのフィールドに入力し、[送信（Submit）]をクリックします。

テンプレートからの VMの導入
管理者から提供されるイメージレポートのテンプレートから VMを導入できます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [仮想リソース（Virtual Resources）]を選択します。

ステップ 2 [仮想リソース（Virtual Resources）]ページで、[イメージ（Images）]をクリックします。

ステップ 3 VMを導入するイメージを含む行をクリックします。

ステップ 4 [テンプレートからの VMの導入（Deploy VM from the Template）]をクリックします。

ステップ 5 [テンプレートからのVMの導入（Deploy VM from the Template）]画面で、[ユーザへの割り当て（Assign
to User）]をオンにして VMをユーザに割り当てます。

ステップ 6 [リンク済み複製の使用（Use Linked Clone）]をオンにしてリンク済みの複製から VMを複製し、そのリ
ンク済みの複製に関連付けるスナップショットを選択します。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 [カスタマイズオプション（Customizations Option）]画面で、プロビジョニング済みのVMに対してカス
タマイズするオプションを指定し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [導入設定（Deployment Configuration）]画面でフィールドに値を入力して、VMを導入する場所を選択
し、今すぐプロビジョニングするか後で行うかを選択し、導入した VMを実行し続ける時間を決定しま
す。

ステップ 10 [Next]をクリックします。
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ステップ 11 [カスタム仕様（Custom Specification）]画面で、カスタム CPUおよびメモリパラメータのフィールドに
入力します（該当する場合）。

ステップ 12 [Next]をクリックします。

ステップ 13 [データストアの選択（SelectDatastores）]画面でデータストアを割り当てるVMディスクを選択します。

ステップ 14 [Next]をクリックします。

ステップ 15 [VMネットワークの選択（Select VM Networks）]画面で、VMネットワークを選択します。

ステップ 16 [Next]をクリックします。

ステップ 17 [概要（Summary）]画面で情報を確認し、[送信（Submit）]をクリックします。

Port Groups
このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

使用可能なすべてのポートグループとその詳細を表示するには、[仮想リソース（Virtual
Resources）]の下で [ポートグループ（Port Groups）]を選択します。

ポートグループレポートには、使用可能なすべてのポートグループと次の情報が表示されま

す。

•ホストノード（Host Node）

• vSwitch名

• Port Group Name

•ポートグループの種類

• VLAN ID

•グループ/ユーザ

DVポートグループ
このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

分散型仮想（DV）ポートグループは、分散スイッチに関連付けられたポートグループです。
これは、各メンバーポートのポートの設定オプションを指定します。DVポートグループは、
スイッチを通じてどのようにネットワークに接続するかを定義します。使用可能なすべての

DVポートグループとその詳細を表示するには、[仮想リソース（Virtual Resources）]の下で
[DVポートグループ（DV Port Groups）]を選択します。

DVポートグループレポートには、使用可能なすべての DVポートグループと次の情報が表
示されます。
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•ホストノード（Host Node）

• vSwitch名

• Port Group Name

•ポートグループの種類

• VLAN ID

•プロミスキャスモード（承諾）

•グループ/ユーザ

リソースプール
使用可能なクラウドと関連する設定情報を確認できます。リソースの詳細はホストノードレ

ベルです。リソースプールレポートを表示するには、[物理リソース（PhysicalResources）]の
下で [リソースプール（Resource Pools）]を選択します。

リソースプールレポートには、使用可能なすべてのリソースプールに加えて、次の情報が表

示されます。

• ID

•クラウド

• Datacenter Name

•オーナー

•リソースプール名

•親

• Status（ステータス）

• CPUの設定済み予約（MHz）

• CPUの制限(MHz)

• CPUの使用済み予約（MHz）

• CPUの拡張可能予約

•メモリの設定済み予約

•メモリ制限（MHz）

•メモリの使用済み予約（MHz）

•メモリの拡張可能予約

•グループ/ユーザ
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•タグ

データストア
このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

データストアは、仮想マシンおよびそのデータ用のストレージリポジトリです。データストア

は、ネットワークファイルシステム（NFS）または Virtual Machine File System（VMFS）にで
きます。管理者は、タスクライブラリを使用して物理ストレージからデータストアを作成でき

ます。新しく作成されたデータストアと既存のデータストアはその後 VDCストレージポリ
シーで使用され、VMプロビジョニング中に適切なデータストアを選択できるポリシーベース
のフレームワークを提供します。データストアは ISOイメージリポジトリとしても識別でき、
ISOベースの VMプロビジョニングに役立てることもできます。

使用可能なデータストアとその詳細を表示するには、[仮想リソース（VirtualResources）]の下
で [データストア（Datastore）]を選択します。

データストアレポートには、すべての使用可能なデータストアと次の情報が表示されます。

•クラウド

•データストア名

• Data Center Name

•容量（Capacity）（GB）

•空き（GB）

•空き（%）

•使用済み（GB）

•アクセス可能

• VMの数

•ホスト数

• Extended Type

•表示名

•グループ/ユーザ

データストアクラスタ
このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。
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データストアクラスタは、共有リソースと共有管理インターフェイスを持つデータストアのコ

レクションです。使用可能なデータストアクラスタとその詳細を表示するには、[仮想リソー
ス（Virtual Resources）]の下で [データストアクラスタ（Datastore Clusters）]を選択します。

データストアクラスタレポートには、すべての使用可能なデータストアクラスタと次の情報

が表示されます。

• ID

•クラウド

• Data Center Name

•データストアクラスタ名

•容量（Capacity）（GB）

•空き領域（GB）

•入出力メトリック

•グループ/ユーザ

•ストレージ DRS

•自動化レベル

•使用スペースしきい値（%）

•入出力遅延

•タイプ

•タグ
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第 9 章

物理リソース

•物理リソース（97ページ）
•ボリュームグループ（98ページ）
• vFiler（98ページ）
•ストレージ仮想マシン（111ページ）
• VLANs（156ページ）
•サーバ（156ページ）
• Service Profiles（159ページ）
• VNX LUN（162ページ）
• VNXボリューム（163ページ）
•ブロックストレージプール（163ページ）
• RAIDグループ（164ページ）
•ファイルストレージプール（165ページ）
• [Rack Servers]（165ページ）
• CloudSenseレポート（168ページ）

物理リソース
[物理リソース（Physical Resources）]メニューオプションは、物理リソースとカスタマイズ可
能なレポートのサマリーを表示します。

次の物理リソースの表示または管理ができます。

•ボリュームグループ

• vFiler

• SVM

• VLANs

•サーバ

• Service Profiles

• VNX LUN
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•ブロックストレージプール

• RAIDグループ

•ファイルストレージプール

• VNXボリューム

• [Rack Servers]

• CloudSenseレポート

ボリュームグループ
Invictaボリュームグループは、システムにマウントされている物理ディスクまたはドライブ
を1つの管理ユニットに統合します。論理ボリュームは、ボリュームグループの一番上に作成
され、物理リソースの管理に柔軟性をもたらします。ボリュームグループレポートを表示す

るには、[物理リソース（Physical Resources）]の下で [ボリュームグループ（VolumeGroups）]
を選択します。

ボリュームグループレポートには、使用可能なすべてのボリュームグループに加えて、次の

情報が表示されます。

•アカウント名

•ボリュームグループ名

•サイズ（GB）

•使用できるサイズ（GB）

• Status（ステータス）

• SSN

•グループ/ユーザ

vFiler
vFilerは物理ストレージアレイに展開された NetApp ONTAP 7モードの仮想コンテナで、コン
トローラ内で複数のインスタンスを作成します。vFilerは、単一のストレージシステムのスト
レージとネットワークリソースを分割して、ネットワーク上の複数のストレージシステムの

外観を提供するために使用されます。vFilerレポートを表示するには、[物理リソース（Physical
Resources）]の下で [vFiler]を選択します。

vFilerレポートには、使用可能なすべての vFilerに加えて、次の情報が表示されます。

•アカウント名

•ファイラ
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•名前

• IP Space

• IPアドレス

•サブネットマスク

• DNS Name

• DNS Server

•管理ホスト

• UUID

•グループ/ユーザ

vFilerに関する追加の詳細を表示するには、その vFilerがある行をクリックし、[詳細の表示
（View Details）]をクリックします。

vFilerに必要な権限
次の表に、利用可能な NetApp vFilerのアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトvFilerの詳細の表示（99ページ）

追加の権限が必要vFilerのセットアップ（100ページ）

追加の権限が必要vFilerでのCIFSのセットアップ（100ページ）

vFilerの詳細の表示

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 表示する vFilerを含む行を選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、vFilerに関する次の情報を表示します。

•ストレージ要約（Storage Summary）：vFilerの概要レポートを表示します。

•ボリューム（Volumes）：vFilerに関連付けられているすべてのボリュームを表示します。各ボリュー
ムの情報には、アカウント名、ファイラー名、vFiler名、名前、タイプ、包含集約、状態、およびリ
ソースの使用状況データが含まれます。

• SnapMirror：vFilerに関連付けられたSnapMirrorを表示します。SnapMirrorは、2つの vFiler間でスナッ
プショットを複製します。各 SnapMirrorの情報には、アカウント名、ファイラー名、ソースロケー
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ション、宛先ロケーション、状態、転送の統計情報、コンテンツ、および基本スナップショットが含

まれます。

vFilerのセットアップ

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 セットアップする vFilerを含む行を選択します。

ステップ 4 [Setup]をクリックします。

ステップ 5 [vFilerのセットアップ（Setup vFiler）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [インターフェイス名（Interface Name）]ドロップダウンリストから、VLANインターフェイスを選択
します。

b) vFilerでサポートするプロトコルにマークを付けます。

vFilerは、NFS、CIFS、および iSCSIプロトコルをサポートできます。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

vFilerでの CIFSのセットアップ
NetApp vFilerは、NFS、iSCSI、および CIFSプロトコルをサポートします。次の手順を使用し
て、CIFS vFilerをセットアップできます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 CIFSをセットアップする vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [CIFSのセットアップ（Setup CIFS）]をクリックします。

ステップ 5 [CIFSのセットアップ（Setup CIFS）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します
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a) [認証（Authentication）]ドロップダウンリストから認証タイプを選択します。

認証スタイルによって、クライアントがCIFSサーバに接続するときに認証される方式が決まります。

b) [セキュリティスタイル（Security Style）]ドロップダウンリストから、[NTFS]または [マルチプロト
コル（Multi-Protocol）]を選択します。

セキュリティスタイルによって、CIFSサービスがマルチプロトコルアクセスをサポートするかどう
かが決まります。

c) [組織単位（Organization Unit）]フィールドに、CIFSサービスがメンバーになる組織単位の名前を入力
します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

vFilerボリューム
vFilerに関連付けられているボリュームの詳細を表示し、管理することができます。vFilerボ
リュームレポートを表示するには、vFilerの詳細ページから [vFilerボリューム（vFilerVolumes）]
を選択します。

vFilerボリュームレポートには、vFilerに関連付けられているすべてのボリュームと次の情報
が表示されます。

•アカウント名

•ファイル名

• vFiler名

•名前

•タイプ

•包含集約

•使用可能、使用済み、および合計容量（GB）

• Percentage Used

•容量保証

•予約済みスナップショット

•重複排除有効

•ストレージ節約量とストレージ効率

•予約ブロック

•エクスポートパス

• CIFS共有名
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•セキュリティスタイル

•ミラーステータス

vFilerボリュームに関する追加の詳細を表示するには、そのvFilerボリュームがある行をクリッ
クし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

vFilerボリュームに必要な権限
次の表に、使用可能な vFilerボリュームアクションのリストと、必要な権限を示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトvFilerボリュームの詳細の表示（104ページ）

必要な追加の権限vFilerボリュームの作成（104ページ）

必要な追加の権限vFilerボリュームのサイズ変更（105ページ）

必要な追加の権限vFilerボリュームのオフラインまたはオンライ
ンの切り替え（105ページ）

必要な追加の権限vFilerボリュームでの重複排除の有効化および
無効化（106ページ）

必要な追加の権限NFSを使用したvFilerボリュームのエクスポー
ト（106ページ）

必要な追加の権限vFilerボリュームスナップショットの作成（
107ページ）

必要な追加の権限vFilerボリュームのスナップショット予約のサ
イズ変更（108ページ）

必要な追加の権限vFilerボリュームでの CIFS共有の作成（108
ページ）

必要な追加の権限vFilerボリュームに対する CIFS共有アクセス
の設定（109ページ）

必要な追加の権限vFilerボリュームでのQTreeの作成（110ペー
ジ）

vFilerボリューム LUN

vFilerボリュームに関連付けられている論理ユニット番号（LUN）を表示するには、ボリュー
ムを選択し、そのボリュームの詳細を表示します。

LUNレポートには vFiler LUNに関する情報が表示されます。

•アカウント名
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•ファイル名

•名前

•タイプ

•包含集約

•状態

•使用可能（GB）

•使用済み（GB）

•合計（GB）

• Percentage Used

•容量保証

•予約済みスナップショット

•重複排除有効

•ストレージ節約量

•ストレージ効率

vFilerボリュームに関連付けられているLUNでは、概要の詳細の表示と、次の操作を実行でき
ます。

• Create

• [オフライン/オンライン（Offline/Online）]

• [iGroupのマップ解除（Unmap iGroup）]

• [iGroupのマッピング（Map iGroup）]

•サイズ変更（Resize）

•移動

• Clone

• [IDの変更（Modify ID）]

•削除

これらのオプションにアクセスするには、管理者がグループの VDCで適切な [エンドユーザ
セルフサービス（End User Self-Service）]オプションを有効にし、権限を与える必要がありま
す。

SVMに関連付けられているLUNを表示する際にも操作は利用できます。SVMLUN（130ペー
ジ）を参照してください。
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vFilerボリュームの詳細の表示

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 表示するボリュームに関連付けられた vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 表示するボリュームを含む行を選択します。

ステップ 7 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、vFilerインフラストラクチャストレージボリュームの詳細を
表示します。

インフラストラクチャストレージボリュームレポートには、関連する vFiler、パス、モード、ストレージ
容量、共有状態、およびマルチプロトコルタイプなどの情報が表示されます。

vFilerボリュームの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 ボリュームを作成する vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [フレキシブルボリュームの作成（Create Flexible Volume）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) ボリュームを作成する集約アカウントにマークを付けます。
b) [領域保証（Space Guarantee）]ドロップダウンリストから、ボリュームの保証タイプを選択します。

領域保証は、ボリュームのス領域がその包含集約からどのように割り振られるかを決定します。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。
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vFilerボリュームのサイズ変更

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 サイズを変更するボリュームに関連付けられた vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 サイズ変更するボリュームを含む行を選択します。

ステップ 7 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [サイズ変更（Resize）]を選択します。

ステップ 8 [ボリュームのサイズ変更（Resize Volume）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) 新しいボリュームサイズを入力します。
b) [サイズ単位（Size Unit）]ドロップダウンリストから、ボリュームのサイズ単位を選択します。
c) 関連付けられたファイルシステムのサイズを同じままにするには、[ファイルシステムサイズを固定
（File System Size Fixed）]チェックボックスをオンにします。

このオプションをオンにすると、ボリュームの追加または削除時にファイルシステムが拡大または縮

小しません。

ステップ 9 [Resize]をクリックします。

vFilerボリュームのオフラインまたはオンラインの切り替え

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 オフラインまたはオンラインするボリュームに関連付けられた vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 オフラインまたはオンラインするボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかをクリックします。

• Offline
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• Online

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

vFilerボリュームでの重複排除の有効化および無効化

vFilerボリュームで重複排除を有効または無効にできます。重複排除とは、各固有データブ
ロックの単一のインスタンスのみが保存されている vFilerボリュームの重複ブロックを排除す
ることで、ディスク領域の使用率を低減する方法です。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 重複排除を有効または無効にするボリュームに関連付けられた vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 重複排除を有効または無効にするボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

• [重複除去オン（Dedup On）]
• [重複除去オフ（Dedup Off）]

ステップ 8 [Enable]または [Disable]をクリックします。

[ボリューム（Volumes）]ページでは、実行されたアクションに応じて、[重複排除が有効（DedupEnabled）]
フィールドが [はい（Yes）]または [いいえ（No）]に変わります。

NFSを使用した vFilerボリュームのエクスポート

vFilerボリュームは、NFS経由でファイルとしてエクスポートできます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。
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ステップ 3 NFSを使用してエクスポートするボリュームに関連付けられた vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 NFSを使用してエクスポートするボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [NFSエクスポート（NFS Export）]を
選択します。

ステップ 8 [NFSエクスポート（NFS Export）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [エクスポートパス（Export Path）]フィールドに、UNIX環境でボリュームがマウントされるエクス
ポートパスを入力します。

b) [nosuid]をオンにして、suidプログラムが NFSファイルシステムを操作しないようにします。

ステップ 9 [Export]をクリックします。

vFilerボリュームスナップショットの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 スナップショットを作成するボリュームに関連付けられた vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 スナップショットを作成するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [スナップショット（Snapshot）]を選択
します。

ステップ 8 [スナップショットの作成（Create Snapshot）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) LUN複製のすべてのバックアップスナップショットがロックされるように SnapVaultを使用してアク
ションを要求する場合は、[有効な LUN複製スナップショットである（Is Valid LUN Clone Snapshot）]
をオンにします。

これにより、スナップショットの一貫性が保証されます。

b) [非同期（Async）]をオンにし、スナップショットを非同期で作成します。

ステップ 9 [作成（Create）]をクリックします。
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vFilerボリュームのスナップショット予約のサイズ変更

ボリュームに割り当てられたスナップショットのサイズを変更できます。ボリューム内部のス

ナップショット予約は、パーセンテージで定義できます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 スナップショット予約のサイズを変更するボリュームに関連付けられたvFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 スナップショット予約のサイズを変更するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [スナップショットのサイズ変更（Resize
Snapshot）]を選択します。

ステップ 8 [スナップショット予約のサイズ変更（Resize Snapshot Reserve）]画面で、スナップショットのために予約
するボリューム領域の新しいパーセンテージを入力します。

ステップ 9 [Resize]をクリックします。

vFilerボリュームでの CIFS共有の作成

vFilerボリュームに CIFS共有を作成できます。CIFS共有は、ボリューム上の名前付きアクセ
スポイントで、CIFSクライアントがファイルサーバ上のファイルにアクセスできるようにし
ます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 CIFS共有を作成するボリュームに関連付けられた vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 CIFS共有を作成するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [CIFS共有の作成（Create CIFS Share）]
を選択します。
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ステップ 8 [CIFS共有の追加（Add CIFS Share）]画面で、新しい共有名と該当するコメントを入力します。

ステップ 9 [共有（Share）]をクリックします。

次のタスク

CIFS共有のアクセス権限を設定します。vFilerボリュームに対する CIFS共有アクセスの設定
（109ページ）を参照してください。

vFilerボリュームに対する CIFS共有アクセスの設定

vFilerボリュームに CIFS共有を作成すると、選択したユーザロールとグループに対して共有
アクセスを設定できます。共有アクセスは次のいずれかに設定できます。

• Read

• Change

• [フルコントロール（Full Control）]

• [アクセスなし（No Access）]

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 CIFS共有アクセスを設定するボリュームに関連付けられた vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 CIFS共有アクセスを設定するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [CIFS共有アクセスの設定（Set CIFS
Share Access）]を選択します。

ステップ 8 [CIFS共有アクセスの設定（Set CIFS Share Access）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [ロールの選択（Select Role）]ドロップダウンリストから、ロールを選択して CIFS共有ディレクトリ
の権限を付与します。

b) [ロール ID（Role ID）]フィールドに、ドメインユーザ名またはグループ名を入力します。
c) [アクセスタイプ（Access Type）]ドロップダウンリストから、ユーザまたはグループのアクセス権限
のタイプを選択します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`
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vFilerボリュームでの QTreeの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 QTreeを作成するボリュームに関連付けられた vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 QTreeを作成するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [QTreeの作成（Create QTree）]を選択
します。

ステップ 8 [QTreeの作成（Create QTree）]画面で、QTree名を入力します。

ステップ 9 [作成（Create）]をクリックします。

SnapMirror
NetApp SnapMirrorソフトウェアは、エンタープライズレベルのディザスタリカバリおよび
データ配信ソリューションです。SnapMirrorは、データを LANまたはWAN接続を介して 1
つ以上のネットワークファイルに高速でミラーリングする Data ONTAPのデータレプリケー
ション機能です。SnapMirrorレポートを表示するには、vFilersの詳細ページから [SnapMirror]
を選択します。

SnapMirrorレポートには、vFilerに関連付けられたすべての SnapMirrorに加え、次の情報が表
示されます。

•アカウント名

• File Name

•送信元および宛先の場所

• Status（ステータス）

•状態

•前回の転送タイプ、サイズ、期間

•転送の進捗状況

•現在の転送タイプとエラー

•遅延時間
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•ミラータイムスタンプ

•目次

•ベーススナップショット

スケジュール済みのSnapMirrorのリレーションの表示とステータス履歴を表示するには、その
SnapMirrorがある行で [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

SnapMirrorsに必要な権限
次の表に、利用可能な SnapMirrorアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトSnapMirrorの詳細の表示（111ページ）

SnapMirrorの詳細の表示

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[vFilers]をクリックします。

ステップ 3 表示する SnapMirrorに関連付けられた vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 vFilerの詳細ページで、[SnapMirror]をクリックします。

ステップ 6 表示する SnapMirrorを含む行を選択します。

ステップ 7 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、SnapMirrorに関する次の情報を表示します。

•スケジュール（Schedules）：スケジュールされた SnapMirror関係を表示します。この情報には、アカ
ウント名、ファイラー名、ソース名、宛先ロケーション、複製時間、スケジュール期間情報、および

最大転送レートが含まれます。

•ステータス履歴（Status History）：選択した SnapMirror関係に関するスケジュールのステータスを表
示します。

ストレージ仮想マシン
ストレージ仮想マシン（SVM）は、以前はNetApp仮想ストレージサーバ（Vserver）と呼ばれ
ており、複数のプロトコルとユニファイドストレージをサポートする仮想化サーバです。SVM
は、共有されている仮想データストレージとネットワークを安全に分離し、各 SVMはクライ
アントからは単一の専用サーバとして認識されます。

SVMは、ストレージシステムと同じように、物理ストレージまたはコントローラに関係なく
クライアントにデータアクセスを提供します。SVMはクラスタのストレージとネットワーク
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リソースを使用しますが、各SVMには専用のボリュームと論理インターフェイス（LIF）が含
まれています。

各SVMには、1つ以上のボリュームと1つの論理インターフェイスが含まれています。また、
各SVMには個別の管理者認証ドメインがあり、SVM管理者によって独立して管理することが
できます。SVM管理者は、クラスタの管理者によって割り当てられた機能に応じて、SVMと
そのリソース（ボリューム、プロトコル、サービスなど）を管理できます。

データを提供するには、各クラスタに SVMが 1つ以上必要です。複数の SVMをクラスタ内
のいずれかの単一ノードにバインドすることなく、1つのクラスタで共存させることができま
すが、SVMが存在する物理クラスタにバインドする必要があります。

SVMレポートを表示するには、[物理リソース（Physical Resources）]の下で [SVM]を選択し
ます。SVMレポートには、使用可能なすべての SVMに加えて、次の情報が表示されます。

•アカウント名

•クラスタ名

•名前

•タイプ

•状態

• NFSサービスステータス

•ルートボリューム

• Aggregate

• LIF

•最大ボリューム

•許可されるプロトコル

•アクセスウイルス対策ポリシー

•クォータポリシー

•サービススイッチ名

•スイッチのマッピング名

• Node Name

•グループ/ユーザ

•タグ

SVMに関する追加の詳細を表示するには、その SVMがある行をクリックし、[詳細の表示
（View Details）]をクリックします。
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ストレージ仮想マシンに必要な権限
次の表に、利用可能な SVM管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトSVMの詳細の表示（113ページ）

SVMの詳細の表示

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 表示する SVMを含む行を選択します。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、SVMに関する次の情報を表示します。

•ボリューム（Volumes）：NFSマウントを介してUNIXホストにまたは CIFS共有を介してWindowsホ
ストにエクスポートするときに構造がユーザに認識される論理ディスクです。ボリュームは最も包括

的な論理コンテナです。ファイルとディレクトリ、Qtree、および LUNを保存できます。

•ボリューム LIFの関連付け（Volume LIF Association）：この画面には、SVMで使用可能なボリューム
に関連付けられている LIFが表示されます。

• LUN：論理ユニット番号（LUN）は、ファイバチャネルや iSCSIなどの SCSIプロトコルまたは同様
のプロトコルによってアドレス指定されるデバイスである論理ユニットを識別するために使用されま

す。LUNは、ストレージエリアネットワーク（SAN）経由で共有されたブロックストレージアレイ
の管理で中心的役割を果たします。

• Qtree：QTreeはパーティションの概念に似ています。QTreeのサイズを制限するためにクォータを適
用可能なボリュームのサブセットを作成します。特殊なケースとして、Qtreeをボリューム全体にする
ことができます。いつでも Qtreeのサイズを変更できることから、Qtreeはパーティションよりも柔軟
です。

•クォータ（Quotas）：特定のユーザまたはグループが消費できるディスク領域とファイル数を制限し
ます。またクォータは、qtreeで使用される合計領域および合計ファイル数や、qtree内のユーザおよび
グループの使用率を制限できます。

•イニシエータグループ（Initiator Groups）：イニシエータグループ（igroup）は、どのホストがスト
レージシステム上の指定された LUNにアクセスできるかを指定します。イニシエータグループはプ
ロトコル固有です。

•イニシエータ（Initiators）：ストレージシステム上の指定された LUNにアクセスできるホスト。

• CIFS共有（CIFS Shares）：CIFSプロトコルは、Microsoftオペレーティングシステムのリモートファ
イル操作（ネットワークドライブのマッピング）、閲覧（ネットワークネイバーフッドアイコン経

由）、認証、およびリモートプリンタサービスで使用されます。ネイティブなMicrosoftネットワー
キングのコアが CIFSサービスを中心に構築されます。
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• DNS：SVMアカウントのドメイン、設定されたネームサーバ、および DNSの状態を表示できます。

• IPホスト名（IP Hostname）：SVMアカウントの各ホストの IPアドレスと名前。

• SISポリシー（SIS Policies）：シングルインスタンスストレージポリシーは、圧縮または重複排除
（あるいはその両方）に使用できます。

•エクスポートルール（Export Rules）：エクスポートルールは、ボリュームへのクライアントアクセ
スリクエストの処理方法を決定します。

•エクスポートポリシー（Export Policies）：エクスポートポリシーには、1つ以上のエクスポートルー
ルが含まれています。

•ポートセット（Port Sets）：ファイバチャネル（FC）ターゲットポートのグループで構成されていま
す。LUNをストレージシステムのターゲットポートのサブセットだけで使用できるようにするには、
ポートセットを igroupにバインドします。igroup内のホストは、ポートセットのターゲットポート
に接続することによってのみ LUNにアクセスできます。

• WWPNエイリアス（WWPNAlias）：DataONTAPで 16文字の 16進値として表示される一意な 64ビッ
トの IDです。ただし、SANの管理者は、特により大規模な SANにおいて、エイリアスを代わりに使
用して FCポートをより簡単に識別できる場合があります。WWPNに対し複数のエイリアスを作成で
きますが、複数のWWPNに同じエイリアスを使用することはできません。

SVMボリューム
SVMに関連付けられたボリュームの詳細を表示するには、SVMの詳細ページから [ボリュー
ム（Volumes）]を選択します。ボリュームレポートには、SVMに関連付けられているすべて
のボリュームと次の情報が表示されます。

•アカウント名

•クラスタ名

• SVM

•名前

•タイプ

• Is SVMルート

•包含集約

• Node Name

• Status（ステータス）

•使用可能、使用済み、および合計容量（GB）

•圧縮によりスペースを節減
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•重複排除によりスペースを節減

•セキュリティスタイル

•スナップショットポリシー

• Export Policy

• Percentage Used

•容量保証

•予約済みスナップショット

•ジャンクションパス

• CIFS共有名

•重複排除有効

•グループ/ユーザ

SVMに関連付けられているボリュームに関する追加の詳細を表示するには、そのボリューム
がある行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

SVMボリュームに必要な権限
次の表に、使用可能な SVMボリュームアクションのリストと、必要な権限を示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトSVMボリュームの詳細の表示（117ページ）

必要な追加の権限SVMボリュームの作成（117ページ）

必要な追加の権限SVMボリュームのオフラインまたはオンライ
ンの切り替え（118ページ）

必要な追加の権限SVMボリュームのサイズ変更（118ページ）

必要な追加の権限SVMボリュームの複製（119ページ）

必要な追加の権限マルチボリュームスナップショットの作成（

119ページ）

必要な追加の権限SVMボリュームの移動（120ページ）

必要な追加の権限SVMボリュームのマウントとアンマウント（
120ページ）

必要な追加の権限SVMボリュームでの重複排除の有効化および
無効化（121ページ）
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エンドユーザの権限タスク

必要な追加の権限SVMボリュームでの重複排除の開始（121ペー
ジ）

必要な追加の権限SVMボリュームでの重複排除の停止（122ペー
ジ）

必要な追加の権限SVMボリュームでの Qtreeの作成（123ペー
ジ）

必要な追加の権限SVMボリュームでのインベントリ収集の実行
（123ページ）

必要な追加の権限SVMボリュームのスナップショット予約の
セットアップ（124ページ）

必要な追加の権限SVMボリュームのグループへの割り当て（
125ページ）

必要な追加の権限グループからのSVMボリュームの割り当て解
除（125ページ）

SVMボリューム LUN

SVMボリュームに関連付けられている LUNを表示するには、ボリュームを選択し、そのボ
リュームの詳細を表示します。LUNレポートには、関連するSVMとボリューム名、LUNID、
状態、容量の詳細などの LUNに関する情報が表示されます。

SVMボリュームに関連付けられているLUNでは、概要の詳細の表示と、次の操作を実行でき
ます。

• Create

•削除

•サイズ変更（Resize）

• [オフライン/オンライン（Offline/Online）]

• [iGroupのマッピング（Map iGroup）]

• [iGroupのマップ解除（Unmap iGroup）]

• [スペース予約の切り替え（Toggle Space Reservation）]

これらのオプションにアクセスするには、管理者がグループの VDCで適切な [エンドユーザ
セルフサービス（End User Self-Service）]オプションを有効にし、権限を与える必要がありま
す。
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SVMに関連付けられているLUNを表示する際にも操作は利用できます。SVMLUN（130ペー
ジ）を参照してください。

SVMボリュームの詳細の表示

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 表示するボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 表示するボリュームを含む行を選択します。

ステップ 7 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、SVMボリュームの詳細を表示します。

SVMの詳細には、SVMボリュームの要約または概要、関連する LUN、qtree、クォータ、およびスナップ
ショットのレポートが含まれます。

SVMボリュームの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 ボリュームを作成する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 [Create Volume]をクリックします。

ステップ 7 [ボリュームの作成（Create Volume）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [ボリュームタイプ（Volume Type）]ドロップダウンリストから、ボリュームタイプを選択します。

[読み取り/書き込み（read-write）]、[データ保護（data-protection）]、または[データキャッシュ
（data-cache）]から選択できます。

b) ボリュームに適用するスナップショットポリシーにマークを付けます。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`
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SVMボリュームのオフラインまたはオンラインの切り替え

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 オフラインまたはオンラインするボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 オフラインまたはオンラインするボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 次のいずれかをクリックします。

• Offline
• Online

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVMボリュームのサイズ変更

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 サイズを変更するボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 サイズ変更するボリュームを含む行を選択します。

ステップ 7 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [サイズ変更（Resize）]を選択します。

ステップ 8 [ボリュームのサイズ変更（Resize Volume）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) 新しいボリュームサイズを入力します。
b) [サイズ単位（Size Unit）]ドロップダウンリストからサイズ単位を選択します。

ステップ 9 [Resize]をクリックします。
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SVMボリュームの複製

既存の SVMボリュームを複製して、同じ品質のボリュームのコピーを作成できます。複製さ
れたボリュームに適用する親ボリュームスナップショットを選択できます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 複製するボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 複製するボリュームを含む行を選択します。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [ボリュームの複製（Clone Volume）]
を選択します。

ステップ 8 [クラスタボリュームの複製（Clone Cluster Volume）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) [ボリューム名（Volume Name）]フィールドに、新しいボリュームの名前を入力します。
b) 新しいボリュームに適用する親スナップショットにマークを付けます。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

マルチボリュームスナップショットの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 マルチボリュームスナップショットを作成する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 [マルチスナップショットの作成（Create Multi-Snapshot）]をクリックします。

ステップ 7 [マルチボリュームスナップショットの作成（Create Multi-Volume Snapshot）]画面で、次の必須フィール
ドに値を入力します。

a) スナップショットに含めるボリュームにマークを付けます。
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b) [スナップショット名（Snapshot Name）]フィールドに、スナップショットの名前を入力します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVMボリュームの移動

同じ SVM内の別の集約に SVMボリュームを移動し、必要に応じてストレージ容量のバラン
スをとり、パフォーマンスを向上させることができます。ボリュームを移動しても、移動中に

クライアントアクセスが中断されることはありません。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 移動するボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 移動するボリュームを含む行を選択します。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [移動（Move）]を選択します。

ステップ 8 [クラスタボリュームの複製（Clone Cluster Volume）]画面で、[集約名（Aggregate Name）]ドロップダウン
リストから集約を選択します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

SVMボリュームのマウントとアンマウント

指定したジャンクションパスに対して、SVMボリュームをマウントまたはアンマウントでき
ます。ジャンクションパスは、スラッシュで開始する必要があり、スラッシュで終了すること

はできません。ボリュームをアンマウントすると、ジャンクションポイント内のすべてのデー

タにクライアントからアクセスできなくなります。ただし、ボリューム内のデータが失われる

ことはありません。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。
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ステップ 3 マウントまたはアンマウントするボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 マウントまたはアンマウントするボリュームを含む行を選択します。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [マウント（Mount）]または [アンマウ
ント（Unmount）]を選択します。

ステップ 8 ボリュームをマウントする場合は、[ジャンクションパス（Junction Path）]フィールドにジャンクション
パスを入力します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

SVMボリュームでの重複排除の有効化および無効化

SVMボリューム上のデータ重複除去を有効にして、重複したエントリを削除します。重複排
除は、SVMボリューム内の重複データブロックを排除し、一意のデータブロックのみを格納
します。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 重複排除を有効または無効にするボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 重複排除を有効または無効にするボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [重複排除の有効化（Enable Dedupe）]
または [重複排除の無効化（Disable Dedupe）]を選択します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVMボリュームでの重複排除の開始

SVMボリュームで重複排除を開始できます。ボリュームがオンラインで、重複排除が有効に
なっている必要があります。すでに別の重複排除操作がボリューム上でアクティブな場合、重

複排除操作は失敗します。重複排除が開始されると、各ステージの終了時または1時間単位で
チェックポイントが作成されます。重複排除が停止している場合は、チェックポイントに保存

されている実行状態から重複排除を再開できます。
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始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 重複排除を開始するボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 重複排除を開始するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [重複排除の開始（Start Dedupe）]を選
択します。

ステップ 8 [重複排除の開始（Start Dedupe）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) 古いデータをスキャンする場合は、[メタデータの構築（Build-metadata）]ドロップダウンリストから
[はい（True）]を選択し、共有なしでメタデータを構築します。

[はい（True）]オプションは、ファイルシステム全体をスキャンすることによって重複排除メタデータ
を作成します。一度メタデータが構築されると、その後の重複排除操作で、既存のデータを新しく書

き込まれたデータと共有できます。

b) [QoSポリシー（QoS Policy）]ドロップダウンリストから、[バックグラウンド（background）]または
[ベストエフォート（best-effort）]を選択します。

デフォルト値は [ベストエフォート（best-effort）]です。[ベストエフォート（best-effort）]が指定され
ている場合、重複排除操作は、クライアント操作に役立つデータに多少の影響を与える可能性があり

ます。[バックグラウンド（background）]が指定されている場合、重複排除操作は、クライアント操作
に役立つデータに最小限の影響を与えるか、影響を与えることなく実行されます。

c) [キュー操作（Queue-operation）]ドロップダウンリストから [はい（True）]を選択すると、重複排除
操作がキューに入ります。

重複排除操作は、別の操作がすでに進行中の場合にのみキューに入れられます。

d) [再起動チェックポイント（Restart-checkpoint）]ドロップダウンリストから [はい（True）]を選択する
と、前のチェックポイントから再起動します。

e) [スキャン（Scan）]ドロップダウンリストから、[はい（True）]を選択すると、既存のすべてのデー
タを処理するファイルシステムをスキャンします。

f) [すべてスキャン（Scan all）]ドロップダウンリストから [はい（True）]を選択すると、共有ブロック
の最適化を適用せずにボリューム全体をスキャンします。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

SVMボリュームでの重複排除の停止

すべてのアクティブおよび待機中の重複排除操作で重複排除を停止できます。
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始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 重複排除を停止するボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 重複排除を停止するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [重複排除の停止（Stop Dedupe）]を選
択します。

ステップ 8 [重複排除の停止（StopDedupe）]画面で、[すべての操作（All-operations）]ドロップダウンリストから [は
い（True）]を選択します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

SVMボリュームでの Qtreeの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 QTreeを作成するボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 QTreeを作成するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [QTreeの作成（Create QTree）]を選択
します。

ステップ 8 [QTreeの作成（Create QTree）]画面で、QTreeの名前を入力します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

SVMボリュームでのインベントリ収集の実行

SVMボリュームレベルでインベントリ収集を実行することで、ボリュームに関連付けられて
いるすべての要素の情報を検出および取得できます。
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始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 ボリュームのインベントリ収集を実行するボリュームに関連付けられたSVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 ボリュームのインベントリを実行するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [インベントリ（Inventory）]を選択し
ます。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVMボリュームのスナップショット予約のセットアップ

ボリュームに割り当てられたスナップショットを設定できます。ボリューム内部のスナップ

ショット予約は、パーセンテージで定義できます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 スナップショット予約を設定するボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 スナップショット予約を設定するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [スナップショット予約の設定（Set
Snapshot Reserve）]を選択します。

ステップ 8 [クラスタボリュームセットのスナップショット予約（Cluster Volume Set Snapshot Reserve）]画面で、ス
ナップショットのために予約するボリューム領域のパーセンテージを入力します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
124

物理リソース

SVMボリュームのスナップショット予約のセットアップ



SVMボリュームのグループへの割り当て

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 グループに割り当てるボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 グループに割り当てるボリュームを含む行を選択します。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから、[グループへの割り当て（Assign to
Group）]を選択します。

ステップ 8 [グループへのボリュームの割り当て（Assign Volume to Group）]画面で、ボリュームを割り当てるユーザ
グループ IDにマークを付けます。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

グループからの SVMボリュームの割り当て解除

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 グループから割り当てを解除するボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 グループから割り当てを解除するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [グループから割り当て解除（Unassign
from Group）]を選択します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`
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SVMボリュームスナップショット
スナップショットはファイルシステムの状態をポイントインタイムでキャプチャするボリュー

ムのイメージです。計画または計画外のリカバリのため、ファイルまたはボリュームのバック

アップにスナップショットを使用できます。スナップショットを作成し、そのスナップショッ

トを使ってボリュームまたはファイルを復元できます。また、LUNに保存されている他のデー
タベースに触れることなく、ファイルを部分的に復元して LUN内のデータベースを復元する
ことができます。スナップショットレポートを表示するには、SVMの詳細ページから [スナッ
プショット（Snapshots）]を選択します。

スナップショットレポートには、SVMボリュームに関連付けられているすべてのスナップ
ショットと次の情報が表示されます。

•アカウント名

•ファイル名

• SVM

•ボリューム名

•名前

• Busy（ビジー）

•使用済みサイズ（MB）

•合計サイズ（MB）

SVMボリュームスナップショットに必要な権限
次の表に、利用可能なSVMボリュームスナップショットアクションおよび必要な権限のリス
トを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMボリュームのスナップショットの作成（
127ページ）

追加の権限が必要スナップショットからのSVMボリュームの復
元（127ページ）

追加の権限が必要スナップショットを使用してSVMボリューム
上のファイルを復元する（128ページ）

追加の権限が必要スナップショットを使用したSVMボリューム
上のファイルの部分的な復元（129ページ）
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SVMボリュームのスナップショットの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 スナップショットを作成するボリュームに関連付けられている SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 スナップショットを作成するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表示（View Details）]を選択
します。

ステップ 8 ボリュームの詳細ページで、[スナップショット（Snapshots）]をクリックします。

ステップ 9 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 10 [スナップショットの作成（Create Snapshot）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [スナップショット名（Snapshot Name）]フィールドに、スナップショットの名前を入力します。
b) [非同期（Async）]をオンにし、スナップショットを非同期で作成します。

非同期モードは、ボリュームのスナップショットを定期的に作成します。

ステップ 11 [作成（Create）]をクリックします。

スナップショットからの SVMボリュームの復元

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 スナップショットから復元するボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 スナップショットから復元するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表示（View Details）]を選択
します。
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ステップ 8 ボリュームの詳細ページで、[スナップショット（Snapshots）]をクリックします。

ステップ 9 ボリュームの復元元となるスナップショットを含む行をクリックします。

ステップ 10 [ボリュームの復元（Restore Volume）]をクリックします。

ステップ 11 [Submit]をクリックします。`

スナップショットを使用して SVMボリューム上のファイルを復元する

SVMボリューム内の単一のファイルを、スナップショットに保存されたバージョンに復元で
きます。ファイルを SVMボリューム内のファイルの既存のバージョン、または同じ SVMボ
リューム内の別の場所に復元できます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 スナップショットからファイルを復元するボリュームに関連付けられた SVMを含む行をクリックしま
す。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 スナップショットからファイルを復元するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表示（View Details）]を選択
します。

ステップ 8 ボリュームの詳細ページで、[スナップショット（Snapshots）]をクリックします。

ステップ 9 ボリューム上のファイルの復元元となるスナップショットを含む行をクリックします。

ステップ 10 [ファイルの復元（Restore File）]をクリックします。

ステップ 11 [クラスタボリュームスナップショットの復元ファイル（Cluster Volume Snapshot Restore File）]画面で、
次の必須フィールドに値を入力します

a) [ファイルパス（File Path）]フィールドに、復元するファイルの絶対パスを入力します。
b) [復元パス（Restore Path）]フィールドに、ファイルの新しい復元パスを入力します。

このオプションは、ファイルが復元される、ボリューム内の場所を指定します。新しい復元パスを

入力しないと、[ファイルパス（File Path）]フィールドに入力した場所と同じ場所にファイルが復元
されます。復元パスは、ソースファイルを含むボリュームと同じボリューム内の場所を参照する必

要があります。

ステップ 12 [Submit]をクリックします。`
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スナップショットを使用した SVMボリューム上のファイルの部分的な復元

SVMボリューム内の単一のファイルを部分的に復元できます。ファイルを部分的に復元する
と、スナップショットに保存されたファイルのバージョンから、ファイル内の一定範囲のバイ

トが復元されます。このアクションは、複数のデータソースを格納するためにホストによって

使用される特定のLUNとNFSまたはCIFSコンテナファイルを復元するために使用できます。
ホストが複数のユーザデータベースを同じ LUNに格納している場合、他のデータベースにア
クセスすることなく、LUN内のデータベースを部分的に復元できます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 スナップショットからファイルを部分的に復元するボリュームに関連付けられたSVMを含む行をクリッ
クします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 6 スナップショットから部分的にファイルを復元するボリュームを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表示（View Details）]を選択
します。

ステップ 8 ボリュームの詳細ページで、[スナップショット（Snapshots）]をクリックします。

ステップ 9 ボリューム上のファイルの復元元となるスナップショットを含む行をクリックします。

ステップ 10 [ファイルの部分的な復元（Partial Restore File）]をクリックします。

ステップ 11 [クラスタボリュームスナップショットの部分的復元ファイル（Cluster Volume Snapshot Partial Restore
File）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [ファイルパス（File Path）]フィールドに、復元するファイルの絶対パスを入力します。
b) [開始バイト（Start Byte）]フィールドに開始バイト番号を入力します。

開始バイト番号は、部分的に復元するファイル内の開始バイトオフセットです。ファイルの最初の

バイトはバイト 0です。開始バイトは 4096の倍数でなければなりません。さらに、開始バイトは、
ソースファイルまたは宛先ファイルのサイズを超えてはなりません。

c) [バイト数（Byte Count）]フィールドに、復元するファイルのバイト数を入力します。

バイト数は、復元するバイトの総数で、開始バイトから始まります。バイト数は 4096の倍数である
必要があります。復元可能な最大バイト数は 16 MBです。バイト数は、ソースファイルまたは宛先
ファイルの範囲を超えてはなりません。

ステップ 12 [Submit]をクリックします。`
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SVM LUN
SVMに関連付けられた LUNの詳細を表示するには、SVMの詳細ページから [LUN]を選択し
ます。LUNレポートには、SVMに関連付けられているすべての LUNと次の情報が表示され
ます。

•アカウント名

•クラスタ名

• SVM

•音量

•名前

• LUN ID

• Datastore

•ホストノード

•パス

•状態

• Read Only

•サイズと使用済みサイズ（GB）

•マッピング先

•容量予約の有効化

•状態の共有

• OS Type

SVMに関連付けられている LUNの詳細を表示するには、その LUNがある行をクリックし、
[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

SVM LUNに必要な権限
次の表に、利用可能な SVM LUNアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトSVM LUNの詳細の表示（131ページ）

追加の権限が必要SVM LUNの作成（132ページ）

追加の権限が必要SVM LUNのサイズ変更（132ページ）

追加の権限が必要SVM LUNの複製（133ページ）
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エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMLUNのオフラインまたはオンラインの切
り替え（133ページ）

追加の権限が必要イニシエータグループへの SVM LUNのマッ
ピング（134ページ）

追加の権限が必要イニシエータグループからのSVMLUNのマッ
ピング解除（134ページ）

追加の権限が必要SVMLUN上のスペース予約の切り替え（135
ページ）

SVM LUNの詳細の表示

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 表示する LUNに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[LUNs]をクリックします。

ステップ 6 表示するボリュームを含む行を選択します。

ステップ 7 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、SVM LUNに関する次の情報を表示します。

•名前

•アカウント名

• IPアドレス

•ポッド名（Pod name）

• ID

•スペースの予約（Space reservation）：このフィールドが trueの場合、スペースの予約が有効です。

•マップ済み（Mapped）：このフィールドが trueの場合、LUNがマップされます。

•マルチプロトコルタイプ

•オンライン（Online）：このフィールドが trueの場合、LUNはオンラインです。

•パス

•ステージング（Staging）：このフィールドが trueの場合、LUNはステージングエリアの LUNです。
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SVM LUNの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 LUNを作成する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[LUNs]をクリックします。

ステップ 6 [Create LUN]をクリックします。

ステップ 7 [LUNの作成（Create LUN）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) [ボリュームの選択（Select Volume）]ドロップダウンリストから、LUNを作成するボリュームを選択
します。

b) [LUN名（LUN Name）]フィールドに、LUNの名前を入力します。
c) [Size]フィールドに、LUNのサイズを入力します。
d) [サイズ単位（Size Unit）]ドロップダウンリストから、LUNのサイズ単位を選択します。
e) [OSタイプ（OSType）]ドロップダウンリストから、LUNのオペレーティングシステムのタイプを選
択します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVM LUNのサイズ変更

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 サイズを変更する LUNに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[LUNs]をクリックします。

ステップ 6 サイズ変更する LUNを含む行を選択します。

ステップ 7 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [サイズ変更（Resize）]を選択します。

ステップ 8 [LUNのサイズ変更（Resize Volume）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します
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a) 新しい LUNサイズを入力します。
b) [サイズ単位（Size Unit）]ドロップダウンリストから、LUNのサイズ単位を選択します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

SVM LUNの複製

既存の SVMLUNを複製して、同じ品質の LUNのコピーを作成できます。複製された LUNに
適用するスナップショットを選択できます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 複製する LUNに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[LUNs]をクリックします。

ステップ 6 複製する LUNを含む行を選択します。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [複製（Clone）]を選択します。

ステップ 8 [クラスタ LUNの複製（Clone Cluster LUN）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) [スナップショットの複製（Snapshot Clone）]をオンにして、新しいボリュームに適用するスナップ
ショットを選択します。

b) [新しい LUNの名前（New LUN Name）]フィールドに、新しい LUNの名前を入力します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

SVM LUNのオフラインまたはオンラインの切り替え

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 オフラインまたはオンラインする LUNに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。
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ステップ 5 SVMの詳細ページで、[LUNs]をクリックします。

ステップ 6 オフラインまたはオンラインする LUNを含む行をクリックします。

ステップ 7 [オフライン/オンライン（Offline/Online）]をクリックします。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

イニシエータグループへの SVM LUNのマッピング

イニシエータグループ（igroup）はLUNにアクセス可能なイニシエータを示します。ストレー
ジシステム上のLUNをイニシエータグループにマップすると、そのグループ内のすべてのイ
ニシエータにその LUNへのアクセスが許可されます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 igroupにマップする LUNに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[LUNs]をクリックします。

ステップ 6 igroupにマップする LUNを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [iGroupのマッピング（Map iGroup）]
を選択します。

ステップ 8 [LUNを iGroupにマッピング（Map LUN to iGroup）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [イニシエータグループ（InitiatorGroup）]ドロップダウンリストから、SVMLUNをマップする igroup
を選択します。

b) [LUN IDの指定（Specify LUN ID）]をオンにし、LUN IDを指定します。

ホストが LUNを識別してアクセスできるように、LUNには一意の IDが必要です。LUN IDが指定さ
れていない場合、システムは自動的に LUN IDを生成します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

イニシエータグループからの SVM LUNのマッピング解除

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
134

物理リソース

イニシエータグループへの SVM LUNのマッピング



ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 igroupからマッピングを解除する LUNに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[LUNs]をクリックします。

ステップ 6 igroupからマッピングを解除する LUNを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [iGroupのマッピング解除（UnMap
iGroup）]を選択します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVM LUN上のスペース予約の切り替え

SVMLUNのスペース予約設定を有効または無効にすることができます。LUNのスペース予約
設定を有効にすると、ボリューム上の LUNに必要なスペースが予約されます。予約設定を無
効にすると、現在提供できるスペースよりも多くのスペースが LUNによって提供されるよう
に思われます。

スペース予約を無効にすると、ディスク容量が不足するために SVMLUNへの書き込み操作が
失敗することがあります。

（注）

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 スペース予約を有効または無効にする LUNに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[LUNs]をクリックします。

ステップ 6 スペース予約を有効または無効にする LUNを含む行をクリックします。

ステップ 7 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [スペース予約の切り替え（Toggle Space
Reservation）]を選択します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`
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SVMイニシエータグループ
イニシエータグループ（igroup）は LUNにアクセス可能なイニシエータを示します。SVMに
関連付けられたイニシエータグループの詳細を表示するには、SVMの詳細ページから [イニシ
エータグループ（Initiator Groups）]を選択します。イニシエータグループレポートには、
SVMに関連付けられているすべてのイニシエータグループと次の情報が表示されます。

•アカウント名

•クラスタ名

• SVM

•名前

• Group Type

• OS Type

•ポートセット名

SVMイニシエータグループに必要な権限
次の表に、利用可能なSVMイニシエータグループアクションおよび必要な権限のリストを示
します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要イニシエータグループの作成（136ページ）

追加の権限が必要SVMイニシエータグループの名前変更（137
ページ）

追加の権限が必要ポートセットを SVMイニシエータグループ
にバインド（137ページ）

追加の権限が必要SVMイニシエータグループからのポートセッ
トのバインド解除（138ページ）

イニシエータグループの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 イニシエータグループを作成する SVMを含む行をクリックします。
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ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[イニシエータグループ（Initiator Groups）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [イニシエータグループの作成（Create Initiator Group）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [イニシエータグループ名（Initiator Group Name）]フィールドに、新しいイニシエータグループの名
前を入力します。

b) [グループタイプ（Group Type）]ドロップダウンリストから、作成するイニシエータグループのタイ
プを選択します。

FCまたは iSCSI接続を使用するイニシエータグループを作成できます。

c) [OSタイプ（OS Type）]ドロップダウンリストから、イニシエータグループのオペレーティングシス
テムタイプを選択します。

d) イニシエータグループにバインドするポートセットをクリックします。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVMイニシエータグループの名前変更

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 名前を変更するイニシエータグループに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[イニシエータグループ（Initiator Groups）]をクリックします。

ステップ 6 名前を変更するイニシエータグループを含む行をクリックします。

ステップ 7 [Rename]をクリックします。

ステップ 8 [iGroupの名前変更（Rename iGroup）]画面で、新しいイニシエータグループ名を入力します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

ポートセットを SVMイニシエータグループにバインド

ポートセットを作成すると、そのポートセットをイニシエータグループにバインドして、ア

クセスするポートをホストが把握できるようにすることができます。イニシエータグループを

ポートセットにバインドせずに、イニシエータグループにLUNをマッピングすると、イニシ
エータグループ内のイニシエータはストレージシステムのすべてのポートのLUNに無制限に
アクセスできます。
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空のポートセットにイニシエータグループをバインドすることはできません。ポートセット

が空の場合、イニシエータグループ内のイニシエータが LUNにアクセスするポートはありま
せん。

（注）

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 ポートセットにバインドするイニシエータグループに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[イニシエータグループ（Initiator Groups）]をクリックします。

ステップ 6 ポートセットにバインドするイニシエータグループを含む行をクリックします。

ステップ 7 [ポートセットのバインド（Bind Portset）]をクリックします。

ステップ 8 [ポートセットを iGroupにバインド（Bind Portset to iGroup）]画面で、イニシエータグループにバインドす
るポートセットを選択します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

SVMイニシエータグループからのポートセットのバインド解除

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 ポートセットからバインド解除するイニシエータグループに関連付けられた SVMを含む行をクリックし
ます。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[イニシエータグループ（Initiator Groups）]をクリックします。

ステップ 6 ポートセットからバインド解除するイニシエータグループを含む行をクリックします。

ステップ 7 [ポートセットのアンバインド（Unbind Portset）]をクリックします。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`
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SVMイニシエータ
イニシエータはストレージシステム上の指定した LUNにアクセス可能なホストです。各イニ
シエータはワールドワイドポート名（WWPN）で識別されます。同じイニシエータグループ
内のすべてのイニシエータが同じオペレーティングシステムを実行する必要があります。イニ

シエータは、オペレーティングシステムのタイプが異なる 2つのイニシエータグループのメ
ンバーになることはできません。また、イニシエータは同じ LUNにマップされている複数の
イニシエータグループに属することはできません。イニシエータレポートを表示するには、

SVMの詳細ページから [イニシエータ（Initiators）]を選択します。

イニシエータレポートには、SVMに関連付けられているすべてのイニシエータと次の情報が
表示されます。

•アカウント名

•クラスタ名

•名前

•イニシエータグループ

• Group Type

• OS Type

SVMイニシエータに必要な権限
次の表に、利用可能な SVMイニシエータアクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMイニシエータの作成（139ページ）

SVMイニシエータの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 イニシエータを作成する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[イニシエータ（Initiators）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [イニシエータの作成（Create Initiator）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します
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a) [イニシエータグループ名（Initiator GroupName）]フィールドに、イニシエータを追加するイニシエー
タグループの名前を入力します。

b) [イニシエータ名（Initiator Name）]フィールドに、新しいイニシエータの名前を入力します。
c) イニシエーターに関連付けるWWPNエイリアスにマークを付けます。
d) [強制（Force）]をオンにして強制的にイニシエータを追加します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVM CIFS共有
CIFS共有は、ボリューム上の名前付きアクセスポイントで、CIFSクライアントがファイル
サーバ上のファイルにアクセスできるようにします。CIFS共有レポートを表示するには、SVM
の詳細ページから [CIFS共有（CIFS Shares）]を選択します。CIFS共有レポートには、SVM
に関連付けられているすべての CIFS共有と次の情報が表示されます。

•アカウント名

•クラスタ名

• Share Name

• Mount Point

• [User/Group]

•アクセス制御

•説明

SVM CIFS共有に必要な権限
次の表に、利用可能な CIFS共有アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMでの CIFS共有の作成（140ページ）

追加の権限が必要SVMに対するCIFS共有アクセスの設定（141
ページ）

SVMでの CIFS共有の作成

SVM CIFS共有を作成する際に、共有アクセスを指定できます。共有にアクセスできるユーザ
またはグループを指定したり、コントロール権限を設定したりできます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。
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ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 CIFS共有を作成する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[CIFS共有（CIFS Shares）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [CIFS共有の作成（Create CIFS Share）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) [ボリューム名（Volume Name）]ドロップダウンリストから、CIFS共有を作成するボリュームを選択
します。

b) [共有アクセスの設定（SetShareAccess）]をオンにして、CIFS共有にアクセスできる権限レベルとユー
ザまたはグループを指定します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVMに対する CIFS共有アクセスの設定

SVMに CIFS共有を作成すると、選択したユーザロールとグループに対して共有アクセスを
設定できます。共有アクセスは次のいずれかに設定できます。

• [フルコントロール（Full Control）]

• Read

• Change

• [アクセスなし（No Access）]

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 CIFS共有アクセスを設定する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 CIFS共有アクセスを設定するボリュームに関連付けられた vFilerを含む行をクリックします。

ステップ 6 [Show Details]をクリックします。

ステップ 7 SVMの詳細ページで、[CIFS共有（CIFS Shares）]をクリックします。

ステップ 8 CIFS共有アクセスを設定するアカウントを含む行をクリックします。

ステップ 9 [共有アクセスの設定（Set Share Access）]をクリックします。
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ステップ 10 [CIFS共有アクセスの作成（Create CIFS Share Access）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [権限（Permission）]ドロップダウンリストから、ユーザまたはグループのアクセス権限のタイプを
選択します。

b) [ユーザまたはグループ（User or Group）]フィールドに、権限が列挙されたユーザまたはグループ名
を入力します。

ステップ 11 [Submit]をクリックします。`

SVM SISポリシー
圧縮や重複排除などのシングルインスタンスストレージ（SIS）操作を実行するための SISポ
リシーを定義できます。データ圧縮はオンデマンドで、またはスケジュールされたバックグラ

ウンド処理として使用できます。ポリシーには重複排除を含めることができます。重複排除

は、各固有データブロックの単一のインスタンスのみが保存されている FlexVolボリュームの
重複データブロックを排除することで、ディスク領域の使用率を低減する方法です。SISポリ
シーレポートを表示するには、SVMの詳細ページから [SISポリシー（SIS Policies）]を選択
します。

SISポリシーレポートには、SVMに関連付けられているすべての SISポリシーと次の情報が
表示されます。

•アカウント名

•クラスタ名

• SVM

•ポリシー名

• QoSポリシー

•スケジュール済み

•イネーブル

•持続時間

• Comment

SVM SISポリシーに必要な権限
次の表に、利用可能な SVM SISポリシーのアクションと必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMの SISポリシーの作成（143ページ）
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SVMの SISポリシーの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 SISポリシーを作成する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[SISポリシー（SIS Policies）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [SVMでの SISポリシーの作成（Create SIS Policy on SVM）]画面で、次の必須フィールドに値を入力しま
す

a) [有効（Enabled）]ドロップダウンリストから、[はい（true）]を選択して SVMで SISポリシーを有効
にします。

b) [QoSポリシー（QoS Policy）]ドロップダウンリストから、[バックグラウンド（background）]または
[ベストエフォート（best-effort）]を選択します。

デフォルト値は [ベストエフォート（best-effort）]です。[ベストエフォート（best-effort）]が指定され
ている場合、重複排除操作は、システムリソースの使用率を最大化することによって、データ供給ク

ライアント操作に多少の影響を与える可能性があります。[バックグラウンド（background）]が指定さ
れている場合、重複排除操作は、データ供給クライアントに最小限の影響を与えるか、影響を与える

ことなく実行されます。

c) [期間（Duration）]フィールドに、スケジュールされた SIS操作が実行される期間を時間単位で入力し
ます。

d) [スケジュール（Schedule）]ドロップダウンリストで、ポリシーがボリュームに設定されているときに
適用するスケジュールを選択します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVMエクスポートポリシー
エクスポートポリシーには、ボリュームへのクライアントアクセスを制御するエクスポート

ルールが含まれます。エクスポートポリシーは、クライアントがデータにアクセスできるよう

に SVM上にある必要があります。エクスポートポリシーは、各ボリュームと関連付けてボ
リュームへのクライアントアクセスを設定する必要があります。

単一の SVMに複数のエクスポートポリシーを含めることができます。複数のボリュームを持
つ 1つの SVMには、以下のものを設定できます。
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•各ボリュームに対して別個にクライアントアクセス制御を行うための、SVMの各ボリュー
ムに割り当てられた異なるエクスポートポリシー。

•各ボリュームに対し新しいエクスポートポリシーを作成することなく同じクライアント
アクセス制御を行うための、SVMの複数のボリュームに割り当てられた同一のエクスポー
トポリシー。

エクスポートポリシーレポートを表示するには、SVMの詳細ページから [エクスポートポリ
シー（Export Policies）]を選択します。

エクスポートポリシーレポートには、SVMに関連付けられているすべてのエクスポートポリ
シーと次の情報が表示されます。

•アカウント名

•クラスタ名

• SVM

•ポリシー名

SVMエクスポートポリシーに必要な権限
次の表に、利用可能なSVMエクスポートポリシーアクションおよび必要な権限のリストを示
します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMのエクスポートポリシーの作成（144
ページ）

SVMのエクスポートポリシーの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 エクスポートポリシーを作成する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[エクスポートポリシー（Export Policies）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [エクスポートポリシーの作成（Create Export Policy）]画面で、[ポリシー名（Policy Name）]フィールドに
エクスポートポリシー名を入力します。
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ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

次のタスク

エクスポートルールを作成し、エクスポートポリシーに追加します。SVMエクスポートルー
ルの作成（146ページ）を参照してください。

SVMエクスポートルール
エクスポートルールによって、ボリュームへのクライアントアクセス要求の処理方法が決ま

ります。クライアントへのアクセスを許可するには、少なくとも1つのエクスポートルールを
エクスポートポリシーに追加する必要があります。エクスポートポリシーに複数のルールを

含めると、ルールはルールインデックスに基づいて処理されます。ルールの作成時にルールの

インデックス番号を指定できます。処理される順序にエクスポートルールを並べ替えることが

できます。

ルールで定義されたアクセス許可は、エクスポートルールで指定した一致基準に一致するクラ

イアントに適用されます。エクスポートルールレポートを表示するには、SVMの詳細ページ
から [エクスポートルール（Export Rules）]を選択します。

エクスポートルールレポートには、SVMに関連付けられているすべてのエクスポートルール
と次の情報が表示されます。

•アカウント名

•クラスタ名

•ポリシー名

•クライアント一致

•ルールインデックス

• ROアクセスルール

• RWアクセスルール

• Access Protocol

• NTFS Unixのセキュアな運用

• chownモード
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SVMエクスポートルールに必要な権限
次の表に、利用可能なSVMエクスポートルールアクションおよび必要な権限のリストを示し
ます。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMエクスポートルールの作成（146ペー
ジ）

SVMエクスポートルールの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 エクスポートルールを作成する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[エクスポートルール（Export Rules）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [エクスポートルールの作成（Create Export Rule）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [ポリシー名（Policy Name）]ドロップダウンリストから、新しいエクスポートルールを追加するエク
スポートポリシーを選択します。

エクスポートポリシーがすでに作成されている必要があります。SVMのエクスポートポリシーの作
成（144ページ）を参照してください。

b) [アクセスプロトコル（Access Protocol）]ドロップダウンリストから、エクスポートルールを適用す
るアクセスプロトコルを選択します。

c) [クライアントマシンの仕様（Client Mach Spec）]フィールドに、エクスポートルールが適用されるク
ライアントを入力します。

次のいずれかの形式で一致を指定できます。

•ホスト名として、たとえば host1

• IPv4アドレスとして、たとえば 10.1.12.24

•ビットで表されるサブネットマスクを含む IPv4アドレスとして、たとえば 10.1.12.10/4

•ネットワークマスクを含む IPv4アドレスとして、たとえば 10.1.16.0/255.255.255.0

• @文字で始まる netgroup名を持つ netgroupとして、たとえば@eng

•ピリオドで始まるドメイン名として、たとえば .example.com
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d) [読み取り専用アクセスルール（Read Only Access Rule）]ドロップダウンリストで、次のいずれかの
オプションを選択して、ボリュームへの読み取り専用アクセスのセキュリティタイプを定義します。

• [いずれか（Any）]：着信要求のセキュリティタイプに関係なく、ボリュームへの読み取りアクセ
スを許可します。着信要求の有効なセキュリティタイプは変わりません。

着信要求のセキュリティタイプがAUTH_NONE場合、読み取りアクセスは匿名ユーザと
して着信要求に付与されます。

（注）

• [なし（None）]：着信要求のセキュリティタイプが読み取り専用ルールの値のリストに明示的に
リストされていない場合、匿名ユーザとしてボリュームへの読み取りアクセスを許可します。着

信要求の有効なセキュリティタイプはなくなります。

• [未実施（Never）]：着信要求のセキュリティタイプに関係なく、ボリュームへのいずれのアクセ
スも許可しません。

• [KRB5]：着信要求のセキュリティタイプが Kerberos 5の場合、ボリュームへの読み取りアクセス
を許可します。着信要求の有効なセキュリティタイプは krb5になります。

• [NTLM]：着信要求のセキュリティタイプが CIFS NTLMの場合、ボリュームへの読み取りアクセ
スを許可します。着信要求の有効なセキュリティタイプは ntlmになります。

• [Sys]：着信要求のセキュリティタイプが AUTH_SYSの場合、ボリュームへの読み取りアクセス
を許可します。着信要求の有効なセキュリティタイプは sysになります。

e) [読み取り/書き込みアクセスルール（Read Write Access Rule）]ドロップダウンリストで、次のいずれ
かのオプションを選択して、ボリュームへの読み取り/書き込みアクセスのセキュリティタイプを定義
します。

• [いずれか（Any）]：着信要求の有効なセキュリティタイプに関係なく、ボリュームへの読み取り/
書き込みアクセスを許可します。

• [なし（None）]：着信要求の有効なセキュリティタイプがない場合、匿名ユーザとしてボリュー
ムへの読み取り/書き込みアクセスを許可します。

着信要求の有効なセキュリティタイプがない場合、書き込みアクセスは匿名ユーザとし

て着信要求に付与されます。

（注）

• [未実施（Never）]：着信要求の有効なセキュリティタイプに関係なく、ボリュームへの読み取り/
書き込みアクセスを許可します。

• [KRB5]：着信要求の有効なセキュリティタイプがKerberos 5の場合、ボリュームへの読み取り/書
き込みアクセスを許可します。

• [NTLM]：着信要求の有効なセキュリティタイプがCIFSNTLMの場合、ボリュームへの読み取り/
書き込みアクセスを許可します。

• [Sys]：着信要求の有効なセキュリティタイプが AUTH_SYSの場合、ボリュームへの読み取り/書
き込みアクセスを許可します。

f) [ルールインデックス（Rule Index）]フィールドに、エクスポートポリシーのルールの順序を指定する
エクスポートルールのインデックス番号を入力します。
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ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVMスナップショットポリシー
スナップショットポリシーはSVMのスナップショットポリシーのスケジュールを自動的に管
理します。スナップショットポリシーには最大5つのスナップショットポリシーのスケジュー
ルを設定でき、自動的に作成されるスナップショットコピーの頻度と最大数を指定します。

スナップショットポリシーを使用して、指定したスケジュールに応じて作成されたスナップ

ショットを識別する NetApp SnapMirrorのラベルを指定できます。SnapMirrorのラベルは、
SnapVaultに転送するスナップショットを識別するために使用されます。スナップショットポ
リシーでプレフィックスを指定すると、スナップショット名にプレフィックスが付いたスナッ

プショットが作成されます。スナップショット名にプレフィックスを使用すると、自動スナッ

プショットの命名でスケジュールの名前を使用するよりも高い柔軟性が得られます。

スナップショットポリシーレポートを表示するには、SVMの詳細ページから [スナップショッ
トポリシー（Snapshot Policies）]を選択します。

スナップショットポリシーレポートには、SVMに関連付けられているすべてのスナップショッ
トポリシーと次の情報が表示されます。

•アカウント名

•クラスタ名

• SVM

•名前

•ポリシー所有者

•イネーブル

•合計スケジュール

• Comment

スナップショットポリシーに関する追加の詳細を表示するには、そのスナップショットポリ

シーがある行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

SVMスナップショットポリシーに必要な権限
次の表に、利用可能なSVMスナップショットポリシーアクションおよび必要な権限のリスト
を示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトSVMスナップショットポリシーの詳細の表示
（149ページ）
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エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMでのスナップショットポリシーの作成
（149ページ）

追加の権限が必要SVMのスナップショットポリシーの有効化お
よび無効化（150ページ）

追加の権限が必要SVMスナップショットポリシーのスナップ
ショットポリシースケジュールの作成（150
ページ）

SVMスナップショットポリシーの詳細の表示

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 表示するスナップショットポリシーに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ショットポリシー（Snapshot Policies）]をクリックします。

ステップ 6 表示するスナップショットポリシーを含む行を選択します。

ステップ 7 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、スナップショットポリシーの詳細を表示します。

スナップショットポリシーレポートには、関連するスナップショットポリシーのスケジュールに関する

情報が表示されます。スナップショットポリシースケジュールの詳細には、アカウント名、クラスタ名、

SVM、ポリシー名、スケジュール名、プレフィックス、カウント、および SnapMirrorラベルが含まれま
す。

SVMでのスナップショットポリシーの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 スナップショットポリシーを作成する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ショットポリシー（Snapshot Policies）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。
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ステップ 7 [スナップショットポリシーの作成（Create Snapshot Policy）]画面で、次の必須フィールドに値を入力しま
す

a) [スケジュール（Schedule）]ドロップダウンリストから、ポリシーに追加する cronジョブまたはスケ
ジュール間隔を選択します。

b) [カウント（Count）]フィールドに、スケジュール用に保持するスナップショットの数を入力します。
c) [プレフィックス（Prefix）]フィールドに、作成されたスナップショット名に含めるプレフィックステ
キストを入力します。

d) [有効（Is Enabled）]をオンにし、スナップショットポリシーを有効化します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVMのスナップショットポリシーの有効化および無効化

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 スナップショットポリシーを有効または無効にする SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ショットポリシー（Snapshot Policies）]をクリックします。

ステップ 6 有効化または無効化するスナップショットポリシーを含む行を選択します。

ステップ 7 [Enable/Disable]をクリックします。

ステップ 8 [スナップショットポリシーの有効化/無効化（Enable/Disable Snapshot Policy）]画面で、[有効（Is Enabled）]
をオンまたはオフにして、スナップショットポリシーを有効または無効にします。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

SVMスナップショットポリシーのスナップショットポリシースケジュールの作成

SVMに関連付けられたスナップショットポリシーのスナップショットポリシースケジュール
を作成できます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。
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ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 スナップショット ポリシースケジュールを作成するスナップショットに関連付けられている SVMを含
む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ショットポリシー（Snapshot Policies）]をクリックします。

ステップ 6 スナップショットポリシーを作成するスナップショットポリシーを含む行をクリックします。

ステップ 7 [Show Details]をクリックします。

ステップ 8 スナップショットポリシーの詳細ページで、[作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [スナップショットポリシースケジュールの追加（Add Snapshot Policy Schedule）]画面で、次の必須
フィールドに値を入力します

a) [スケジュール（Schedule）]ドロップダウンリストから、ポリシーに追加する cronジョブまたはス
ケジュール間隔を選択します。

b) [カウント（Count）]フィールドに、スケジュール用に保持するスナップショットの数を入力します。
c) [プレフィックス（Prefix）]フィールドに、作成されたスナップショット名に含めるプレフィックス
テキストを入力します。

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

SVMポートセット
ポートセットは、ファイバチャネル（FC）ターゲットポートのグループで構成されていま
す。LUNをストレージシステムのターゲットポートのサブセットだけで使用できるようにす
るには、ポートセットを igroupにバインドします。igroup内のホストは、ポートセットのター
ゲットポートに接続することによってのみ LUNにアクセスできます。

igroupがポートセットにバインドされていない場合、igroupにマッピングされている LUNは
すべてのストレージシステム FCターゲットポートで使用できます。igroupは、どのイニシ
エータ LUNがエクスポートされるかを制御します。ポートセットは、それらのイニシエータ
がアクセスできるターゲットポートを制限します。

ポートセットレポートを表示するには、SVMの詳細ページから [ポートセット（Portsets）]を
選択します。

ポートセットレポートには、SVMに関連付けられているすべてのポートセットと次の詳細が
表示されます。

•アカウント名

•クラスタ名

• SVM

•名前

•ポートセットタイプ

• Total Ports
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•ポート

SVMポートセットに必要な権限
次の表に、利用可能な SVMポートセットアクションと必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMポートセットの作成（152ページ）

追加の権限が必要SVMポートセットの破棄（153ページ）

追加の権限が必要SVMポートセットへのポートの追加（153ペー
ジ）

追加の権限が必要SVMポートセットからのポートの削除（154
ページ）

SVMポートセットの作成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 ポートセットを作成する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ポートセット（Portsets）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [ポートセットの作成（Create Portset）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [ポートセット名（Portset Name）]フィールドに、新しいポートセットの名前を入力します。
b) [ポートセットタイプ（Portset Type）]ドロップダウンリストから、ポートセットプロトコルタイプ
を選択します。

次のプロトコルタイプの中から選択できます。

• [ISCSI]

• FCP

• MIXED

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`
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次のタスク

ポートセットにポートを追加します。SVMポートセットへのポートの追加（153ページ）を
参照してください。

SVMポートセットの破棄

ポートセットがイニシエータグループにバインドされている場合、ポートセットを破棄でき

ません。SVMイニシエータグループからのポートセットのバインド解除（138ページ）を参
照してください。

（注）

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 破棄するポートセットに関連付けられた SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ポートセット（Portsets）]をクリックします。

ステップ 6 破棄するポートセットを含む行をクリックします。

ステップ 7 [破棄（Destroy）]をクリックします。

ステップ 8 [ポートセットの破棄（Destset Portset）]画面で、[強制（Force）]をオンにし、ポートセットを強制的に破
棄します。

[強制（Force）]オプションを使用すると、ポートセットがまだ igroupにバインドされている場合でもポー
トセットを破棄できます。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

SVMポートセットへのポートの追加

ポートセットを作成したら、ポートセットに FCターゲットポートを追加できます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。
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ステップ 3 ポートを追加するポートセットに関連付けられている SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ポートセット（Portsets）]をクリックします。

ステップ 6 ポートを追加するポートセットを含む行をクリックします。

ステップ 7 [Add Port]をクリックします。

ステップ 8 [ポートセットへのポートの追加（Add Port To Portset）]画面で、ポートセットに追加する LIF IDまたは
ポートを選択します。

LIFは、物理ポートに関連付けられた論理インターフェイスまたは IPアドレスです。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`

SVMポートセットからのポートの削除

ポートセットから FCポートを削除できます。

ポートセットが igroupにバインドされている場合、ポートセット内の最後のポートは削除でき
ません。最後のポートを削除するには、まず igroupからポートセットをバインド解除してから
ポートを削除します。SVMイニシエータグループからのポートセットのバインド解除（138
ページ）を参照してください。

（注）

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 ポートを削除するポートセットに関連付けられている SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[ポートセット（Portsets）]をクリックします。

ステップ 6 ポートを削除するポートセットを含む行をクリックします。

ステップ 7 [ポートの削除（Remove Port）]をクリックします。

ステップ 8 [ポートセットからのポートの削除（Remove Port From Portset）]画面で、[ポート名（Port Name）]ドロッ
プダウンリストからポート名を選択します。

ステップ 9 [Submit]をクリックします。`
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SVM WWPNエイリアス
WWPNは、Data ONTAPで 16文字の 16進値として表示される一意な 64ビットの IDです。管
理者は、エイリアスを代わりに使用して FCポートをより簡単に識別できる場合があります。
SVMに関連付けらたWWPNエイリアスの詳細を表示できます。WWPNエイリアスレポート
を表示するには、SVMの詳細ページから [WWPNエイリアス（WWPN Aliases）]を選択しま
す。

WWPNエイリアスレポートには、SVMに関連付けられているすべてのWWPNエイリアスと
次の情報が表示されます。

•アカウント名

•クラスタ名

• SVM

• WWPNエイリアス

• WWPN

SVM WWPNエイリアスに必要な権限
次の表に、利用可能な SVMWWPNエイリアスアクションおよび必要な権限のリストを示し
ます。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要SVMでのWWPNエイリアスの作成（155ペー
ジ）

SVMでのWWPNエイリアスの作成

WWPNに対し複数のエイリアスを作成できますが、複数のWWPNに同じエイリアスを使用す
ることはできません。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[SVMs]をクリックします。

ステップ 3 WWPNエイリアスを作成する SVMを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Show Details]をクリックします。

ステップ 5 SVMの詳細ページで、[WWPNエイリアス（WWPN Aliases）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。
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ステップ 7 [WWPNエイリアスの作成（Create WWPN Alias）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します

a) [WWPNエイリアス（WWPN Alias）]フィールドに、WWPNのエイリアステキストを入力します。

エイリアスは最大 32文字にすることができ、A～ Z、a～ zの文字、0～ 9の数字、ハイフン（-）、
アンダースコア（_）、左波カッコ（{）、右波カッコ（}）およびピリオド（.）のみ含むことができま
す。

b) [WWPN]フィールドに、ファイバチャネルプロトコル（FCP）イニシエータWWPNを入力します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

次のタスク

ポートセットにポートを追加します。SVMポートセットへのポートの追加（153ページ）を
参照してください。

VLANs
VLANは、LAN上のデバイスグループで、実際には複数の異なるLANセグメント上にある場
合でも、同じワイヤに接続するように通信設定されています。VLANは、複数のブロードキャ
ストドメインを作成することによって、ネットワークの論理セグメンテーションを可能にしま

す。また、VLANは、複数の物理ネットワークセグメントにまたがることができます。VLAN
は物理接続ではなく論理接続に基づいているため、柔軟性がとても高い機能です。

VLANレポートを表示するには、[物理リソース（Physical Resources）]の下で [VLAN]を選択
します。

VLANレポートには、すべての使用可能な VLANと次の情報が表示されます。

• Pod

•デバイス IP（Device IP）

• VLAN ID

• VLAN名

• VLAN Status

•ポート

•グループ/ユーザ

サーバ
すべての使用可能な物理サーバの詳細をモニタおよび表示できます。サーバレポートを表示す

るには、[物理リソース（Physical Resources）]の下で [サーバ（Servers）]を選択します。
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サーバレポートには、使用可能なすべての物理サーバに加えて、次の情報が表示されます。

•名前

•モデル

• Total Memory (MB)

•関連付けられたステータス

• Operation Status

•サービスプロファイル

•電源状態

• IPアドレス

サーバに必要な権限
次の表に、利用可能なサーバ管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要サーバの電源のオン/オフの切り替え（157ペー
ジ）

追加の権限が必要サーバとサービスプロファイルの関連付け（

158ページ）

追加の権限が必要サーバの関連付け解除（158ページ）

追加の権限が必要サーバの KVMコンソールの起動（159ペー
ジ）

サーバの電源のオン/オフの切り替え

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[サーバ（Servers）]をクリックします。

ステップ 3 電源をオンまたはオフにするサーバを含む行をクリックします。

ステップ 4 次のいずれかをクリックします。

• Power ON
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• Power OFF

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

サーバとサービスプロファイルの関連付け

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[サーバ（Servers）]をクリックします。

ステップ 3 サービスプロファイルを関連付けるサーバを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Associate]をクリックします。

ステップ 5 [サーバの関連付け（Associate Server）]画面で、サーバに関連付けるプロファイルにマークを付けます。

ステップ 6 [Associate]をクリックします。

サーバの関連付け解除

サーバの関連付けを解除すると、関連付けられているすべてのサービスプロファイルとの関連

付けが解除されます。

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[サーバ（Servers）]をクリックします。

ステップ 3 関連付けを解除するサーバを含む行をクリックします。

ステップ 4 [関連付け解除（Disassociate）]をクリックします。

ステップ 5 [サーバの関連付け解除（Disassociate Server）]画面で、[関連付け解除（Disassociate）]をクリックします。
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サーバの KVMコンソールの起動

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

システムに Javaランタイム環境（JRE）がインストールされている必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[サーバ（Servers）]をクリックします。

ステップ 3 KVMコンソールを起動するサーバを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Launch KVM Console]をクリックします。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`
kvm.jlpファイルがシステムにダウンロードされます。

ステップ 6 ダウンロードの場所に移動し、kvm.jlpファイルをダブルクリックします。
別ウィンドウに KVMコンソールが表示されます。

Service Profiles
サービスプロファイルは、関連するサーバハードウェアで、ホストするアプリケーションの

サポートに必要な設定が行われていることを保証します。サービスプロファイルには、サーバ

ハードウェア、インターフェイス、ファブリック接続、およびサーバとネットワークの IDに
関する設定情報が保持されます。

すべてのアクティブなサーバにサービスプロファイルを関連付ける必要があります。

各サーバは、いつの時点においても1つのサービスプロファイルだけに関連付けることができ
ます。同様に、各サービスプロファイルは 1度に 1つのサーバだけに関連付けることができま
す。

（注）

サービスプロファイルをサーバと関連付けると、このサーバにオペレーティングシステムと

アプリケーションをインストールできるようになります。また、サービスプロファイルを使用

して、サーバの設定を確認することができます。サービスプロファイルに関連付けられたサー

バで不具合が発生した場合でも、サービスプロファイルが別のサーバに自動的にフェールオー

バーすることはありません。

サービスプロファイルとの関連付けが解除されると、サーバの IDおよび接続情報は工場出荷
時のデフォルトにリセットされます。

サービスプロファイルレポートを表示するには、[物理リソース（PhysicalResources）]の下で
[サービスプロファイル（Service Profiles）]を選択します。
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サービスプロファイルレポートには、使用可能な各サービスプロファイルの次の情報が表示

されます。

• DN

•名前

•関連付けられたステータス

•タイプ

• FSMステータス

•割り当て済みのサーバまたはサーバプール

• [Operation State]

• Config State

•状態の割り当て

•グループ/ユーザ

•テンプレートインスタンス

•ポリシー所有者

•メンテナンスポリシー

•ストレージプロファイル

• vMediaポリシー

サービスプロファイルに関する追加の詳細を表示するには、そのサービスプロファイルがあ

る行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

サービスプロファイルに必要な権限
次の表に、利用可能なサービスプロファイル管理アクションおよび必要な権限のリストを示し

ます。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトサービスプロファイルの詳細の表示（161ペー
ジ）

追加の権限が必要サービスプロファイルとサーバの関連付け解

除（162ページ）

追加の権限が必要インベントリコレクションのリクエスト（162
ページ）
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サービスプロファイルの詳細の表示

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[サービスプロファイル（Service Profiles）]をクリックし
ます。

ステップ 3 表示するサービスプロファイルを含む行をクリックします。

ステップ 4 [詳細の表示（View Details）]をクリックし、サービスプロファイルに関する次の詳細を表示します。

• UCSアカウント名（UCS Account Name）

•名前

• Dn

•関連付けられている状態

•サーバまたはサーバプールに割り当て済み（Assigned to Server/Server Pool）

• Assigned State

• Config State

• Operational State

•関連付けられている VSAN（Associated VSANs）

• Associated VLANs

•オーナー

•ソーステンプレート名（Source Template Name）

• Vconプロファイル名（Vcon Profile Name）

•エージェントポリシー（Agent Policy）

•ブートポリシー

•ダイナミック接続ポリシー（Dynamic Connection Policy）

•ホスト Fwポリシー（Host Fw Policy）

•ローカルディスクポリシー

•管理ポリシー（Management Policy）

•管理 Fwポリシー（Management Fw Policy）

•スクラブポリシー

• Solポリシー（Sol Policy）

•統計ポリシー（Stats Policy）

Cisco UCS Director End User Portalガイドリリース 6.6
161

物理リソース

サービスプロファイルの詳細の表示



•アウトバンド IPv4：管理 IPアドレスポリシー（Outband IPv4: Management IP Address Policy）

サービスプロファイルとサーバの関連付け解除

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[サービスプロファイル（Service Profiles）]をクリックし
ます。

ステップ 3 関連付けを解除するプロファイルを含む行をクリックします。

ステップ 4 [関連付け解除（Disassociate）]をクリックします。

ステップ 5 [サービスプロファイルの関連付け解除（DisassociateServiceProfile）]画面で、[関連付け解除（Disassociate）]
をクリックします。

インベントリコレクションのリクエスト

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[サービスプロファイル（Service Profiles）]をクリックし
ます。

ステップ 2 [インベントリの収集（Collect Inventory）]ページで、インベントリ収集をリクエストするプロファイルを
含む行をクリックし、[インベントリ収集のリクエスト（Request InventoryCollection）]をクリックします。

ステップ 3 [Submit]をクリックします。`

VNX LUN
EMC VNX LUNは、ブロックまたはファイルストレージアレイのボリューム内のストレージ
エンティティを識別するために使用される論理ユニット番号（LUN）です。VNX LUNレポー
トを表示するには、[物理リソース（Physical Resources）]の下で [VNX LUN]を選択します。
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VNXLUNレポートには、使用可能なすべてのVNXLUNに加えて、次の情報が表示されます。

•アカウント名

•名前

• ID

•ストレージプール

• RAIDグループ ID

•ユーザの容量（GB）

•現在の所有者

•デフォルトの所有者

•キャッシュ読み取り有効

•書き込みキャッシュ有効

•グループ/ユーザ

VNXボリューム
EMC VNXボリュームは、ファイルシステムに記憶域を分散させるブロックまたはファイル
ストレージプールにあります。VNXボリュームレポートを表示するには、[物理リソース
（Physical Resources）]の下で [VNXボリューム（VNX Volumes）]を選択します。

VNXボリュームレポートには、使用可能なすべての VNXボリュームグループに加えて、次
の情報が表示されます。

•ボリューム名

•タイプ

•ストレージ容量（GB）

•空き容量（GB）

•ストレージプール

•データムーバ

ブロックストレージプール
ブロックストレージプールは、ストレージエリアネットワーク（SAN）ディスクのコレクタ
の使用可能なディスクボリュームのグループです。これらは使用可能なストレージをファイル

システムに割り当てるために使用されます。ブロックストレージプールレポートを表示する
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には、[物理リソース（Physical Resources）]の下で [ブロックストレージプール（Block Storage
Pools）]を選択します。

ブロックストレージプールレポートには、すべての使用可能なブロックストレージプール

と、次の情報が表示されます。

•アカウント名

•名前

•説明

•総容量（GB）

•使用済みの容量（GB）

•空き容量（GB）

•物理容量（GB）

• RAIDタイプ

•ストレージプール ID

• LUN数

•グループ/ユーザ

RAIDグループ
RAID（RedundantArray of IndependentDisks）は、同じデータを複数のハードディスクの異なる
場所に保存する方法を提供します。データを複数のディスクに配置することで、入出力操作を

バランスの取れた方法でオーバーラップでき、パフォーマンスが向上します。RAIDグループ
レポートを表示するには、[物理リソース（PhysicalResources）]の下で [RAIDグループ（RAID
Groups）]を選択します。

RAIDグループレポートには、使用可能なすべての RAIDグループに加えて、次の情報が表示
されます。

•アカウント名

• RAIDグループ ID

• RAID ID

•ドライブタイプ

•未処理容量（GB）

•論理容量（GB）

•空き容量（GB）
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•省電力設定

• LUN数

•ディスクの数

•拡張の割合

•グループ/ユーザ

ファイルストレージプール
ファイルストレージプールは、使用可能なストレージをファイルシステムに割り当てるため

に使用されるネットワークファイルシステム（NFS）ディスクのコレクタの使用可能なディ
スクボリュームのグループです。ファイルストレージプールレポートを表示するには、[物
理リソース（Physical Resources）]の下で [ファイルストレージプール（File Storage Pools）]
を選択します。

ファイルストレージプールレポートには、すべての使用可能なファイルストレージプール

と、次の情報が表示されます。

•名前

•説明

•ストレージ容量（GB）

•使用済みのストレージ（GB）

•タイプ

• Disk Type

•ボリュームを使用

•使用者

•グループ/ユーザ

[Rack Servers]
ラックサーバレポートを表示するには、[物理リソース（Physical Resources）]の下で [ラック
サーバ（Rack Servers）]を選択します。

ラックサーバレポートには、使用可能なすべてのラックサーバに加えて、次の情報が表示さ

れます。

•アカウント名

•モデル
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• Operation Status

• UUID

•電源状態

• IPアドレス

ラックサーバに必要な権限
次の表に、利用可能なラックサーバ管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

追加の権限が必要ラックサーバの電源のオン/オフの切り替え
（166ページ）

追加の権限が必要ラックサーバのシャットダウン（167ページ）

追加の権限が必要ラックサーバのハードリセットの実行（167
ページ）

追加の権限が必要ラックサーバの電源再投入（167ページ）

追加の権限が必要ラックサーバのKVMコンソールの起動（168
ページ）

ラックサーバの電源のオン/オフの切り替え

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[ラックサーバ（Rack Servers）]をクリックします。

ステップ 3 電源をオンまたはオフにするサーバを含む行をクリックします。

ステップ 4 次のいずれかをクリックします。

• Power ON
• Power OFF

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`
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ラックサーバのシャットダウン

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[ラックサーバ（Rack Servers）]をクリックします。

ステップ 3 シャットダウンするラックサーバを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Shut Down]をクリックします。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

ラックサーバのハードリセットの実行

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[ラックサーバ（Rack Servers）]をクリックします。

ステップ 3 ハードリセットを実行するラックサーバを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Hard Reset]をクリックします。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

ラックサーバの電源再投入

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[ラックサーバ（Rack Servers）]をクリックします。

ステップ 3 電源サイクルを実行するラックサーバを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Power Cycle]をクリックします。
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ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

ラックサーバの KVMコンソールの起動

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

システムに Javaランタイム環境（JRE）がインストールされている必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[ラックサーバ（Rack Servers）]をクリックします。

ステップ 3 KVMコンソールを起動するラックサーバを含む行をクリックします。

ステップ 4 [Launch KVM Console]をクリックします。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`
kvm.jlpファイルがシステムにダウンロードされます。

ステップ 6 ダウンロードの場所に移動し、kvm.jlpファイルをダブルクリックします。
別ウィンドウに KVMコンソールが表示されます。

CloudSenseレポート
CloudSense分析では、インフラストラクチャリソースの使用率、ITインフラストラクチャス
タック全体の重要なパフォーマンス測定指標、およびキャパシティがリアルタイムで提供され

ます。CloudSenseレポートは、仮想およびクラウドインフラストラクチャのキャパシティの
トレンド、予測、レポート、およびプランニングの重要な改善を示している場合があります。

次のレポートは、CloudSenseから使用できますが、ユーザのシステムで利用可能なレポート数
はユーザロールによって異なります。

•顧客の課金レポート

• ENCストレージインベントリレポート

• NetAppのストレージインベントリレポート

•グループごとの NetAppストレージ節約量

• NetAppストレージ節約量レポート

•ネットワークのインパクトアセスメントレポート

•仮想コンピューティングインフラストラクチャの組織使用状況
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• PNSCアカウントの要約レポート

•グループの物理インフラストラクチャのインベントリレポート

•ストレージの重複除外状況レポート

•グループのストレージインベントリレポート

•シンプロビジョニングされた領域レポート

• UCSデータセンターのインベントリレポート

•グループごとの VMアクティビティレポート

• VMwareホストのパフォーマンスサマリー

•仮想インフラストラクチャおよびアセットレポート

MSP管理者に CloudSenseオプションが有効になっている場合、顧客の組織に関連するレポー
トのみが表示されます。

（注）

CloudSenseレポートに必要な権限
次の表に、利用可能なサ CloudSense管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

デフォルトCloudSenseレポートの生成（169ページ）

追加の権限が必要CloudSenseレポートを開く（170ページ）

追加の権限が必要CloudSenseレポートの電子メール送信（170
ページ）

追加の権限が必要CloudSenseレポートの削除（170ページ）

CloudSenseレポートの生成

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[CloudSense]をクリックします。

ステップ 3 [Generate Report]をクリックします。

ステップ 4 [レポートを生成（Generate Report）]画面で、[レポートタイプ（Report Type）]ドロップダウンリストか
ら生成するレポートのタイプを選択します。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`
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CloudSenseレポートを開く

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[CloudSense]をクリックします。

ステップ 3 開くレポートを含む行をクリックします。

ステップ 4 [レポートを開く（Open Report）]をクリックします。

CloudSenseレポートの電子メール送信

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[CloudSense]をクリックします。

ステップ 3 電子メールで送信するレポートを含む行をクリックします。

ステップ 4 [電子メールレポート（Email Report）]をクリックします。

CloudSenseレポートの削除

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [物理リソース（Physical Resources）]を選択します。

ステップ 2 [物理リソース（Physical Resources）]ページで、[CloudSense]をクリックします。

ステップ 3 削除するレポートを含む行をクリックします。

ステップ 4 [レポートの削除（ODelete Report）]をクリックします。
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第 10 章

Accounting

• Accounting（171ページ）

Accounting
[アカウンティング（Accounting）]メニューオプションは、VMリソースの使用状況の詳細と
使用コストを表示します。VMのリソースアカウンティングの詳細やチャージバック情報を表
示できます。

リソースアカウンティングの詳細

選択したグループに属するVMのリソースの使用状況を表示できます。リソースの使用状況は
時間単位で計算されます。リソースアカウンティングの詳細レポートを表示するには、[アカ
ウンティング（Accounting）]の下で [リソースアカウンティングの詳細（Resource Accounting
Details）]を選択します。

リソースアカウンティングの詳細レポートには、すべての VMのアカウンティング情報に加
えて、次の情報が表示されます。

• VMのアクティブな期間と非アクティブな期間

• CPUの使用

•メモリスペース

•ストレージ

•受信ネットワークデータ量

•転送ネットワークデータ量

VMに関するリソースアカウンティングの追加の詳細を表示するには、その VM IDがある行
をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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アカウンティングの詳細の表示

ステップ 1 [アカウンティング（Accounting）]を選択します。

ステップ 2 アカウンティングの詳細を表示するには、必要なタブを選択します。

a) リソースアカウンティングの詳細を表示するには、[リソースアカウンティングの詳細（Resource
Accounting Details）]をクリックします。
[リソースアカウンティングの詳細（Resource Accounting Details）]画面に、選択したグループに属す
る VMのリソースの使用状況が表示されます。

b) 消費したリソースのチャージバックコストを表示するには、[チャージバック（Chargeback）]をクリッ
クします。

[チャージバック（Chargeback）]画面に、選択したグループに属するVMのリソースの使用状況が表示
されます。

チャージバック

特定のグループのVMのリソースの使用状況の詳細と関連コストを確認できます。コストはグ
ループの vDCに関連付けられたコストモデルに基づいて計算されます。チャージバックレ
ポートを表示するには、[アカウンティング（Accounting）]の下で [チャージバック
（Chargeback）]を選択します。

リソースの詳細には、次の情報が含まれます。

•インスタンス名

•リソースタイプ

•プロビジョニング時間

•アクティブな VM時間

•非アクティブな VM時間

•平均 CPU使用率

•平均メモリ使用量

•コミット済みディスク

リソース関連コストには、以下が含まれます。

•アクティブな VMに関するコスト

• 1回限りのコスト

• CPU使用率

•割り当てメモリ
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•予約済みメモリ

•使用メモリ

•サーバ

•コミット済みディスク

•非コミットディスク

•受信ネットワークデータ量

•転送ネットワークデータ量

•固定費
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第 11 章

レポート

•レポート（175ページ）
• CloudSenseレポートに必要な権限（176ページ）
•レポートの生成（176ページ）
•レポートの表示（176ページ）
•レポートの電子メール送信（177ページ）

レポート
[CloudSense™]メニューは、特定のグループに 4つのレポートタイプを提供します。レポート
にはそれぞれ事前に定義された形式があります。以下に CloudSenseレポートのタイプを示し
ます。

•顧客のエンドユーザ課金レポート：このレポートでは、顧客によって使用されている
VM、CPU、ストレージ、メモリのコストサマリーが表示されます。また、VMリソース
の使用状況と料金の詳細も表示されます。

•グループのインフラストラクチャインベントリレポート：このレポートでは、電源状態、
サービスプロファイル、VLAN、vFiler、vFilerの下のボリューム、ボリュームグループ、
vServerなどのサーバの詳細が表示されます。このレポートでは、VMイメージ、リソース
プール、データストア、ポートグループ、DVポートグループなどの仮想リソースのイン
ベントリの詳細も提供されます。

•エンドユーザグループの物理インフラストラクチャインベントリのレポート：このレポー
トでは、特定のグループの計算、ネットワーク、ストレージなどの物理インフラストラク

チャインベントリのリソースの詳細が表示されます。

•エンドユーザグループのストレージインベントリレポート：このレポートでは、特定の
グループの vFiler、上位 5つのボリューム、上位 5つの LUNなどのストレージインベン
トリの詳細が表示されます。
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CloudSenseレポートに必要な権限
次の表に、利用可能なレポート管理アクションおよび必要な権限のリストを示します。

エンドユーザの権限タスク

必要な追加の権限レポートの生成（176ページ）

デフォルトレポートの表示（176ページ）

デフォルトレポートの電子メール送信（177ページ）

レポートの生成

始める前に

このオプションにアクセスするには、管理者が自分のユーザロールまたはグループの VDCの
エンドユーザセルフサービスポリシーで権限を与える必要があります。

ステップ 1 [CloudSense]を選択します。

ステップ 2 [CloudSense]ページで、必要なレポートタイプをクリックします。

ステップ 3 [Generate Report]をクリックします。

ステップ 4 [レポートの生成（Generate Report）]画面で、レポートのラベル名を入力します。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`
生成されたレポートが詳細情報とともに表示されます。対応するレポートページに、新しく生成されたレ

ポートが表示されます。

レポートの表示

ステップ 1 [CloudSense]を選択します。

ステップ 2 [CloudSense]ページで、必要なレポートタイプをクリックします。

ステップ 3 レポートテーブルで、表示するレポートの行をクリックします。

ステップ 4 [レポートを開く（Open Report）]をクリックします。

ステップ 5 [レポートの開始（Launch Report）]画面で、[形式のタイプ（Format Type）]ドロップダウンリストから、
レポートの形式のタイプを選択します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
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選択したレポートが別ウィンドウに表示されます。

レポートの電子メール送信

ステップ 1 [CloudSense]を選択します。

ステップ 2 [CloudSense]ページで、必要なレポートタイプをクリックします。

ステップ 3 レポートテーブルで、電子メールで送信するレポートの行をクリックします。

ステップ 4 [電子メールレポート（Email Report）]をクリックします。

ステップ 5 [電子メールレポート（Email Report）]画面で、次の必須フィールドに値を入力します。

a) [送信先（To）]フィールドに、受信者アドレスを入力します。
b) 必要に応じて件名を変更します。
c) [形式タイプ（Format Type）]ドロップダウンリストから、添付するレポートの形式タイプを選択しま
す。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`
電子メール送信の成功または失敗を示すメッセージが表示されます。
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